
2025年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

5
World Cargo News
（電子速報版）

2025.2.16 日本の船社ONE初の自社保有運行の新造コンテナ船
日本のコンテナ船社ONE社は、同社初の自社保有運行のコンテナ船を韓国蔚山のHyundai Heavy Industries社
で建造し、ONE Sparkleと命名した。同船は環境対応の様々な技術を搭載している。同船と同型のコンテナ船20
隻が日本と韓国の造船所で建造され、2025年および2026年に引渡しとなる。

4
World Cargo News
（電子速報版）

2025.2.13
Evergreen社 LNGデュアル燃料24,000TEUコンテナ船
11隻を発注

コンテナ海運大手で台湾の企業であるEvergreen Marine社はLNGデュアル燃料24,000TEUコンテナ船11隻を
韓国と中国の造船所に発注した。これまで同社はメタノールデュアル燃料コンテナ船を発注してきたが、今回の
発注は同社がLNG指向に戦略転換 したことを示すものであろう。

3
World Cargo News
（電子速報版）

2025.2.5
Maasvlakte ⅡのAPMターミナルがハンズフリー充電
を導入

ロッテルダム港Maasvlakte Ⅱ港区にあるATM Terminaｌs社のコンテナターミルは、電気自動トラクターの充電で
人手の介入を必要としないハンズフリー充電を導入する。そのためにハンズフリー充電ソリューションを提供す
るRocsys社と提携した。これによりタ ーミナルの自律操業へ途が開かれ、能率の向上、作業員の安全、および
脱炭素化が進められる。

2
World Cargo News
（電子速報版）

2025.1.17
Maersk社がメタノール燃料コンテナ船19隻を2025年
末までに

Maersk社は、コンテナ船からの温室効果ガスの排出を低減するため、メタノールを燃料とするコンテナ船の導
入を進めており、2025年末にはそれらが19隻に達する。更に20隻が発注済みである。 また、それらに使用する
メタノールを確保するため生産者と購入契約を拡大して いる。現有のディーゼル燃料のコンテナ船をエタノー
ルで運航するための改造も進めている。

1
World Cargo News
（電子速報版）

2025.1.9
国際港湾労働者協会と米国海事同盟が基本協約で合
意

国際港湾労働者協会(ILA)と米国海事同盟(USMX)との間の新しい労働協約に関する協議は、機材の自動化に
関する意見の食い違いから中断していたが、暫定合意に達した。合意はILA の会員の雇用を守り、米国東海岸
とメキシコ湾岸の港湾を安全かつ効率的なものとするwin-win の合意である、と両団体は述べている。
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16
World Cargo News
（電子速報版）

2024.12.11
MSC社が24,000TEUコンテナ船10隻を中国の造船所に
発注

Mediterranean Shipping Company(MSC)社は24,000TEUコンテナ船10隻を中国の造船所に発注した。これを 含
めて同社が発注している コンテナ船の総積載容量は2.13mTEUである。また同社の現在のコンテナ船隊の総
積載容量は6.27mTEUであ り、コンテナ海運業界第 1位である。かつて業界トップであったMaersk社は総積載
容量4.43mTEUで、第2位となっている。

15
World Cargo News
（電子速報版）

2024.12.13
自動化に反対する国際港湾労働者協会の闘争を
Trump氏が支持

米国次期大統領Donald J.Trump氏が港湾の自動化に反対している国際労働者協会(ILA)のリーダ二人、国際
会長Harold J,Daggett氏および執行副会長Dennis A,Daggett氏と会談した。会談後、Trump氏はSNS”Truth
Social”に港湾の自動化に反対する ILAの主張を支持するコメントを掲載した。

14
World Cargo News
（電子速報版）

2024.11.18
シンガポールTuas港区に新しいサプライチェーンハ
ブ施設

PSA Singapore社はTuas港区のコンテナターミル施設に隣接した場所に最新鋭のロジスティクハブ ”PSA
Supply Chain Hub @ Tuas(PSCH) ”を建設するプロジェクトに着手した。同施設は東京ドームの約四倍の面積を
有する。港湾とロジスティク相乗効果を発揮させ、シンガポールの海運とロジスティクスのハブとしての地位の
強化を目指している。

13
World Cargo News
（電子速報版）

2024.10.28 陸上電力給電設備を地中海2港からCavotec社が受注

Cavotec社が地中海の2港からクルーズ船やRo-Ro船に陸上電力供給を行うための設備を受注することが確実
となった。受注額は総額で約10億円である。 これらの設備により,船舶は岸壁に係留中は排気ゼロで操業で
き、騒音汚染が低減され、旅客の快適性が向上し、燃料費が節約され、厳しい環境規制に適合することでき
る。

12
World Cargo News
（電子速報版）

2024.10.16
インドが国家戦略として他国港湾の建設運営に積極
進出

インドは、国家戦略として、国際運輸回廊へのアクセスを確実にするため、他国の港湾の建設運営に乗り出し
ている。そのために、国有企業を集めた共同企業体を立ち上げている。インドはバングラデシュのMongla港の
管理運営をインドの国有ベンチャーが行うことを提案している。Mongla港ではインドと中国からの借款により二
つのコンテナターミナルが建設中である。

11
World Cargo News
（電子速報版）

2024.10.14
DP World社がLondon Gatewayの拡張に1,900億円を
投入

DP World社は同社のコンテナ港湾London Gatewayの拡張に1,900億円を投資する計画を発表した。この拡張
により同港は6バースの岸壁を有する港湾となる。岸壁総延長は2,500mとなり、船長400mのコンテナ船6隻を同
時に受け入れることが出来るようになる。第二の鉄道ターミナルやロジスティクス団地も整備される。

10
World Cargo News
（電子速報版）

2024.10.10
ハンブルグ港ターミナルにLiイオン電池無人運搬車
116台

ハンブル グ港最大のコンテナターミナルCTBにリチュウムイオン電池を搭載したコンテナ無人搬送車(AGV)116
台の導入が始まった。当該AGVはKonecranes社が関連諸施設と共に納入し、2025年に納入が完了する。この
導入は2040年までにターミナルのカーボンニュートラルを達成するプロジェクトの一部である。プロジェクトの達
成により年間12,000tのCO2排出が低減される。

9
World Cargo News
（電子速報版）

2024.9.26 新しいヤードクレーン(S-ASC)をZPMCが発表
ZPMC社は自動化コンテナターミナルに適した新しい自動化ヤードクレーン(ASC)のシリーズ”S-ASC”を発表し
た。構造や機構の各部が合理化されており、高能率が達成されている。全体は20個のモジュールに分割されて
おり、コンテナで輸送され、玩具のLEGOブロックを組み立てるように、現地で組み立てを行う。

8
World Cargo News
（電子速報版）

2024.9.30
寧波舟山港が32KTEUコンテナ船対応の施設拡張を推
進

中国の寧波舟山港は最大32,000TEUのコンテナ船を想定した施設の拡張のため約1,343億円を投資することを
明らかにした。同施設は延長950ｍの岸壁を備え2027年末までに竣工の見込みである。操業を開始すれば年
間2百万TEUを取扱う。

7
World Cargo News
（電子速報版）

2024.8.27
HHMC社が超大型STSクレーン5基をダミエッタ港に出
荷 受注12基のうち第一陣

中国の青島海西重机有限責任公司(HHMC)はエジプトのダミエッタ港にあるユーロゲート社のコンテナターミナ
ル向けに5基の岸壁用コンテナクレーン(STS)を出荷した。これは受注している12基のSTSの第一陣である。
HHMC社はZPMC社に次ぐ世界第二のSTS製造者を目指して海外への進出を図っている。

6
World Cargo News
（電子速報版）

2024.9.6
27,500TEU巨大コンテナ船が誕生中国の造船企業が
基本設計承認を取得

中国船舶集団有限公司はDNV船級協会より27,500TEUコンテナ船の基本設計承認 (AiP)を取得した。同社は
併せてアンモニア燃料コンテナ船など四種の設計についてもAiPを取得した。AiPの付与はSMMハンブルグ海
事展示会で行われた。DNVは、併せて同会場で、Wallenius Wilhelmsen社に車輌運搬船のバイオフュエル使用
の認証書(Verification Statement)を付与した。

5
IAPH World Maritime

News(85)
2024.9.4

上海港が2024年間取扱量5千万TEUの大台を超える勢
い

世界コンテナ港湾トップグループの幾つかの港湾について2024年上半期の業績を展望した。上海港は年間 取
扱量を初めて5千万TEUの大台に乗せる勢いである。シンガポール、ドバイ、釜山、クランも業績を伸ばして い
るが、香港はトップ10から脱落 しそうである。

4
Bulk Materials
International
(電子速報版)

2024.7.23
ZPMC社がグラブシップアンローダーで日本市場に参
入

ZPMC社は、ブリッジタイプグラブアンロー ダ1基の納入で、日本のJFE Steel社との契約に調印した。ZPMC 社
はこの契約が日本荷役産業分野へ参入の突破口となると認識している。同社は、スクリュウアンローダでも画
期的実績を達成している。また、同社は荷役の分野において遠隔操作や完全自動無人運転でも実績を残して
いる。

3
W.C.N.

(電子速報版)
2024.4.24

Felixstowe港がコンテナ移動用自律走行トラック
100台を導入

英国のFelixstowe港は岸壁エリアおよびヤードにおけるコンテナ移動のために電気駆動自律走行トラック100
台を導入するプロジェクトを開始し、その第一陣として2023年10月に 12 台が到着した。無人の自律走行トラッ
クは作業員が運転する有人トラックと同じエリアで混在して稼働する。自律走行トラックは24時間運用が可能
で、充電所で人手が必要なのは電気接栓結合と取外しだけである。

2
W.C.N.

(電子速報版)
2024.4.16 港湾機材製造者協会(PEMA)2024年次総会を開催

港湾やターミナルに関わる機材と技術を提供する企業の国際団体である製造者協会(PEMA)は2024年次総会
をアイルランドのKillarneyで開催し、理事選出、事業計画の審議、基調講演および招待講師による講演を行っ
た。併せて、PEMA の創立 20 周年を祝った。

1 W.C.N. 2024.2.22
米国が中国製クレーンを締め出し
港湾のサイバーセキュリティの強化に動く

米国議会およびバイデン政権は同国港湾のコンテナクレーン、特に中国製コンテナクレーンについて、サイ
バーセキュリティの懸念を有しており、港湾のサイバー安全保障の強化に動いている。議会は二つの委員会を
設け調査を進めている。バイデン政権は次の4項目の施策を進めている。①国家安全保障省の権限を強化す
る大統領令に署名した。➁国家安全保障省がサイバーセキュリティを確保するための基準の策定のための参
考資料を発表する。③港湾のインフラストラクチャーに5年間に約3兆円を投資する。④中国製クレーンのサイ
バーセキュリティ懸念をふまえ沿岸警備隊が海事安全保障指令書を公布する。



2023年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

7
Port of Los Angeles
ニュースリニュース

2023.9.22 太平洋横断グリーン海運回廊協調

ロサンゼルス港・ロングビーチ・上海港は共同して太平洋横断グリーン海運回廊協調の実施計画概要を発表し
た。この協調(Partnership)への参加者(協調者(Partner)はこの海運回廊における炭素排出低減に努力する。そ
れぞれの立場で次の目標達成を目指す。船社系協調者：2025年までに炭素排出を低減また はゼロとした船舶
を配船する。港湾系協調者：クリーン船舶燃料の補給と陸上電力供給の体制を整える。荷主系協調者：炭素排
出を低減またはゼロとし船舶を配船する船社との契約を増加させる。

6 W.C.N. 2023.7,8
世界の岸壁コンテナクレーン(STS)建造状況(2023)
2023年に納入されるクレーン261基
ZPMC社の世界シェア70%

World Cargo News誌は毎年岸壁用コンテナクレーンの納入および受注状況を調査している。2023年に
納入されるクレーンは261基で、そのうちの183基を中国のZPMC社が納入する。同社のシェアは70%であ
る。調査の結果から注目すべき動向を整理している。

5 W.C.N. 2023.3 Q-Truckの第四世代が登場

中国企業Westwell社はQ-Truckの第四世代モデルを発表した。そのQ-Truckはバッテリーを動力源と
し、 最大走行速度35kphで最大荷重は80ｔである。バッテリー交換システムPowerOnairとの組み合わ
せにより 、1回のバッテリー交換は6分以内に完了する。先行世代のモデルと同じく、第四世代のQ-
Truckも無人 運転車輛と有人運転車輛が混在する状況での稼働を想定している。

4 W.C.N. 2023.6
ロッテルダム港Maasvlakte Ⅱ港区のコンテナター
ミナルの拡張

ロッテルダム港のMaarsvlakteⅡ港区にあるATM Terminals社のMVⅡターミナルの拡張（同ターミナル
整備の第2期計画）が進められている。拡張部分については、延長1,000mの岸壁、9基の岸壁用コンテ
ナクレーン、62基のヤード用クレーンが整備される。2026年の開業が予定されている。ロッテルダム
ポートオーソリティが建設中の岸壁にはDP World社のRGWターミナルの拡張のための岸壁800mが含まれ
ているが、同社は拡張計画の実施時期を明らかにしていない。

3 W.C.N. 2023.6
APM自動化ターミナルが9,233個のコンテナを36時
間で荷役

ロッテルダム港のATM Terminals社のMV Ⅱターミナルは岸壁における荷役速度の記録更新を繰返して
いる。2023年4月にはコンテナ船MONACO MAERSK の荷役において9,233個のコンテナ揚げ積みを36時間
で処理した。かつては特別なクレーンなどが必要と思われていた荷役速度をMV Ⅱターミナル（自動化
ターミナル）は特別な設備なしで達成した。

2 W.C.N. 2023.6 ChatGPTが自動化コンテナターミルを論ず

ChatGPTに自動化コンテナターミルついて「小文(Essay)」を書くよう求めたら、ChatGPTは与えられた
テーマについて新しい文書を作成した。さらにその改良をChatGPTに求めた。また、同じテーマについ
て「物語 (Story)」を書くよ う求めた。最も出来が良かったと思われるものは「物語」であった。こ
の実験の経緯と「物語」を紹介する。

1
Port of Rotterdam
(ウエブサイト)

2023.2.13
(ダウンロード)

ロッテルダム港のコンテナ専用道路
ロッテルダム港では同港のMaasvlakte港区にあるコンテナターミル、コンテナデポ､配送基地および政
府検査ターミナルを結ぶコンテナ専用道路の建設進めている。コンテナは有人トラックにより輸送さ
れる。道路の延長17kmで、2023年末に供用開始の予定である。
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18 Port of Los Angeles 2022.12.20
ロサンゼルス港がゼロ排気トラック22台に$6百万
を補助

ロサンゼルス港は、サンペドロ湾の港湾地域で稼働するコンテナ運搬トラックをゼロ排気のトラック
に置き換えていく動きを加速するために、22 台のゼロ排気トラックに$6百万を補助する。これらのト
ラックは2023年中に稼働を始める予定である。ロサンゼルス港はこの港湾地域で運搬される実入りコ
ンテナに対し1 TEU当たり$10を課金して、クリーントラック基金として積み立てている。今回の補助
金はこの基金からの初めての給付である。

17
Hutchison Ports Th
ailand(ニュース・リ

リース）
2022.10.19

バッテリー交換式完全無人運転トラック(Q-Truck)
およびレムチャバン港における導入試行

中国の西井科技(Westwell)社はバッテリー交換式完全無人運転トラック(Q-Truck)を開発した。ハチソ
ン・タイ社は6基のQ-Truckをレムチャバン港のターミナルDに導入し、Q-Truckの性能試験と試行運用
を行った。ハチソン・タイ社は9基のQ-Truckを追加配備した。ターミナル Dでは有人運搬車と無人の
Q-Truckが混在して稼働している。

16
Port of Rotterdam

 ウェブサイト
2022.10.5 ロッテルダム港が2050年の取扱貨物量を予測

ロッテルダムポートオーソリティは、今後に必要な投資や調整を知るため、同港の2050年の取扱貨物
量や構成を予測した。予測の為に港湾をとりまく社会変動について四つのシナリオを想定した。2021
年に対する2050年の貨物量はシナリオにより1.24～0.85の範囲で異なった。コンテナ貨物はいずれの
シナリオでも増加した。

15
Wikipedia (List of
busiest container

ports)
2021&2020コンテナ取扱量トップ50港

2021年の年間コンテナ取扱量によるコンテナ港湾Top 50を示す。データはWikipediaによっている。各
港の2020年～2016年の取扱量も記載されている。ランキングの第1位は上海港（取扱量47.0百万
TEU）、第 2位はシンガポール港（37.5百万TEU）であった。50位以内に入った日本の港湾は、東京港
(45位、取扱量 4.3百万TEU）のみであった。

14
The Maritime Executive

（ウエブサイト）
November 2,2022

世界最大のコンテナ船MSC Irina(24,346 TEU)が水
上に

建造中のMSC社のコンテナ船MSC Irinaが2022年10月29日に中国の揚子江造船のドライドックから引き
出された。コンテナ積載容量24,346TEUで、完成時には姉妹船で、MSC Loretoと共に積載容量で世界最
大のコンテナ船となる。両船はMSC社が建造する同型船6隻のうちの2隻である。同社は積極的に船隊の
増強を進めている。

13 W.C.N. 2022.1
水素燃料電池RTG（ラバータイヤガントリークレー
ン）

三井E&Sマシナリー社は水素燃料電池を駆動源とするコンテナヤード用ラバータイヤガントリークレー
ン(RTG)を開発中である。水素燃料電池パワーパックの性能試験を終え、パワーパックを搭載した原型
機を建造した。同社はアンモニアを燃料とする舶用エンジンの開発も行っている。

12 W.C.N. 2022.9
NY/NJ港がLA港およびLong Beach港を抜いて全米
トップに2022年8月 月間コンテナ取扱量

米国のコンテナ港湾の取扱量順位の第1位は西海岸のロサンゼルス港がほぼ独占してきたが、2022年8
月に東海岸のニューヨーク/ニュージャージー港が第1位となった 。その背景にはパナマ運河の拡幅部
分 の開通、新規導入の荷役機械の安全性に端を発する労働争議などがある。

11 W.C.N. 2022.9
シンガポール港Tuas港区の第一期計画の一部が開
業

2022年9月にシンガポール港Tuas港区の第一期計画の一部3バースが開業した。岸壁用コンテナクレー
ンとしてZPMC社より20基のダブルトロリークレーンが納入されており、これは世界最速で稼働する。
同港区は完成時には65百万TEUの取扱能力を有し、単一のコンテナターミナルとしては世界最大のター
ミナル となる見込みである。併せて、記事は、オーストラリアではターミナルの自動化が十分な効率
改善に繋がっていないことを報じている。

10 W.C.N. 2022.7 世界の岸壁コンテナクレーン(STS)建造状況(2022)
World Cargo News誌は毎年岸壁用コンテナクレーンの納入および受注状況を調査している。2022年に
納入されるクレーンは228基で、そのうち160基を中国のZPMC社が納入する。同社のシェアは70%であ
る。調査の結果から注目すべき動向を整理している。

9
Port of Hamburg

 ウェブNews
2022.6 H2 EXPOおよび水素の運搬と貯蔵

水素エネルギーに関するエキスポと会議”H2EXPO & CONFERENCE”が2022年9月27日～30日にハンブル
クで開催される。企業・行政・政治を横断した情報交換とネットワーキングの場となる。併せて、記
事ではグリーン水素輸送と貯蔵の動向について報告している。

8 ニュース・クリップ(NC)一覧表 (Nos. 501～600）

7
PSA Internationalウェ

ブNews
2022.7

シンガポール港で蓄電池式エネルギー貯蔵システ
ムを設置

PSAはシンガポール港のPasir Pangjangターミナルに蓄電池式エネルギー貯蔵システム(ESS)を設置し
た。このシステムはエネルギーを貯蔵し、ターミナルのエネルギー需要の上昇が予測されるときにエ
ネルギーを供給するシステムである。ESSはスマート給電管理システムの一部をなすもので、この管理
システムによりシンガポール港のエネルギー効率が2.5%向上する。

6
Port of Rotterdam

Authority
 ウェブサイト

2022.7
オランダで洋上風力発電所と本土を結ぶ給電網が
稼働へ

オランダ、ハーグ市の沖合20kmに洋上風力発電所があり、ここで発電された電力を本土の給電網と接
続 する給電網が供用準備を完了した。給電網は陸上基地、海底ケーブル、沖合2か所の高圧交流変電
所により構成されている。洋上風力発電所は150万世帯が消費するエネルギーに相当する電力を供給す
る。

5
Port of Rotterdam

Authority
 ウェブサイト

2022.7
ロッテルダム港にヨーロッパ最大のグリーン水素
プラント

Shell社はロッテルダム港のTweede Maasvlakteにヨーロッパ最大のグリーン水素プラントを建設す
る。200MW電気分解装置により一日当たり最大60,000キログラムの再生可能水素が生産される。そのた
めの再生可能電力は洋上風力発電基地から供給される。2025年に操業開始の予定である。

4 W.C.N. 2022.2
半円形断面ブームを備えたコンテナクレ－ン初出
荷(ZPMC)

ZPMC社は半円形断面ブームを装備した初の岸壁用コンテナクレーンを中国海口港のターミナルに向け
て出荷した。半円形断面ブームはZPMC社が開発したもので、在来型の複ボックスのブームを装備した
クレーンと比較して、自重が小さく、水平風荷重が小さくなる。これにより、クレーンを支持し固定
するなどの土木施設のコストを低減できる。また、風によるブームの揺れが小さくなるので、トロ
リーがブーム先端付近にあるときの能率が向上する。

3
Port of Los Angeles

（ウエブ）
2022.1

ロサンゼルス港CEO Seroka氏2022年次講演（要
旨）

ロサンゼルス港CEO Gene Seroka氏は2022年初にロサンゼルス港の現況と経営方針について講演した。
その要旨である。2021年、同港はコンテナ取扱量で新記録を樹立した。同港はバイデン政権およびカ
リフォルニア誌州の港湾政策を高く評価し連携を進める。重点項目にはサプライチェーンの効率化、
労働力開発と 雇用創出、サイバーセキュリテ ィ、環境が含まれる。

2 (参考資料)港とターミナルにおける衝突防止
TT Club、ICHCA International、PEMAは共同して港とターミナルにおける衝突防止の方策についての
参考資料を作成した。このニュース・クリップでは参考資料の構成、記述例、作成団体の概要を紹介
している。

1
Port of Rotterdam

Authority
 ウェブサイト

2022.1
ロッテルダム港は多様化する船舶燃料の補給に対
処

ロッテルダム港では船舶燃料としてLNGの補給が増えており、バイオマス混合燃料の補給も独立した項
目として集計すべき状況になっている。水素やアンモニアの利用も始まるであろう。ロッテルダム港
はそれら全ての燃料補給に備えている。



2021年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

12 W.C.N. 2021.12 Maersk社の新しいコンテナ船(16,000TEU)

Maersk社は新シリーズのコンテナ船(16,000TEU)8隻をHyundai Heavy Industries社で建造する。こ
れらのコンテナ船ではブリッジと乗組員居住区が船首に、煙突が船尾の片側に配置されている。コ
ンテナの積載領域が連続しているので、荷役能率が向上し、クレーンとブリッジや煙突との衝突の
危険性が排除されている。

11 W.C.N. 2021.7
Sany社(中国)が空コンテナハンドラーを日本の港
湾に納入

中国企業Sany社はトップリフタ3基を東京港のターミナルオペレータに納入することを発表した。そ
のうちの1基は2021年7月に東京港に到着した。Sany社はこれが港湾荷役機材の日本市場への参入の
突破口となると期待している。当該トップリフターの最大積み上げ高さは8ft6inコンテナ6段であ
る。

10
Shipinsight.co

m
2021.10 風力も利用するCO2専用運搬船

Northern Lights社はCO2専用運搬船2隻を建造する。運搬船は長さ130mで、7,500m3のCO2を積載す
る。ヨーロッパの企業で回収し液化したCO2をノルウェー にあるNorthern Lights社の受入れターミ
ナルに運搬する。同船は風力支援推進システムや空気潤滑を装備して排気の低減を図っている。

9
Energypost.eu(
ウエブサイト)

2021.9 北海に洋上風力発電ハブ(10ギガワット)

デンマークは壮大な洋上風力発電所のハブとなる人工島建設を承認した。この人工島の周囲には600
基の風力発電塔(高さ260m)が設置される。人工島は、第1期計画の時点でサッカーピッチ18面の大き
さである。ここに集められた電力はデンマークへ送電され、余剰分は他のヨーロッパの国へ輸出
や、海水からのグリーン水素の製造に用いられる。また、巨大なバッテリーに蓄電もされる。最終
的な発電能力は10 ギガワットである。

8
SSAB社

 プレスリリー
ス

2021.9 化石燃料フリー鋼材を用いた荷役機械
SSAB社(製鉄、スウェーデン)がCargotec社に製鉄製鋼過程で化石燃料を用いない鋼材(fossil-free
steel、化石燃料フリー鋼材)を供給し、Cargotec社はこの鋼材を用いて荷役機械を製造する。SSAB
社は 2026年には化石フリー鋼材を商業規模で市場に供給することを目指している。

7

Port of
Rotterdam
Authority

 ウェブサイト

2021.9 ロッテルダム港の水素戦略
ロッテルダム港は水素経済の発展に積極的に取組んでおり、ヨーロッパ北西部の水素ハブとなるこ
とを目指している。水素生産基地、水素輸入ターミナル、それらと需要家とを結ぶ水素パイプラン
などのプロジェクトを進めている。

6 IAPH News 2021.6 充電および水素供給ステーション(Gothenburg港)
スウェーデンのGothenburg港では同港を出入りする貨物の輸送の燃料を非化石燃料に移行させるた
めに種々の施策を予定している。その第一弾として、公共の充電水素充填ステーションを2022年に
稼働させる。ステーションはCircle K社が運営する。

5 IAPH News 2021.6 IAPH 世界港湾持続可能賞2021受賞者
国際港湾協会(IAPH)はIAPH世界港湾持続可能賞2021の受賞者を発表した。7部門について受賞プロ
ジェクトと受賞者、受賞理由が発表された。併せて、各部門について優秀プロジェクトが３件(受賞
プロジェクトを含む)発表された。

4 Splash247 2021.6
コンテナ船 OOCL Durbanが高雄港でコンテナク
レーンを倒壊

2021年6月3日、高雄港でコンテナ船OOCL Durban(8,540teu)が接岸する際に、別の岸壁に接岸中の小
型コンテナ船に接触し、コンテナクレーンを倒壊させた。原記事は倒壊の瞬間を記録した動画が収
録されている。

3

Port of
Rotterdam
Authority

 プレスリリー
ス

2021.3
水素燃料電池を動力源とする内陸水運用コンテナ
船

Future Proof Shipping社は内陸水運用コンテナ船”Maas”を改装して水素燃料電池により駆動する
ようにする。コンテナ船の船長は110m、船幅は、11.45mである。改装は2021年12月までに完了し、
同船はロッテルダムとアントワープの間のコンテナ輸送に使われる予定である。

2 W.C.N. 2021.2 シンガポール港にLNGトラクター
PSA Singapore社はシンガポール港のPasil Panjangのターミナルで使用するため160台のLNGを燃料
とするターミナルトラクタを導入する。その第一陣として22台が納入された。同社は新設のTuas メ
ガポートのターミナルでは蓄電池式のAGVを用いることにしている。

1
ロサンゼルス
港プレスリ

リース
2021.1 LA港がコンテナトラックの高能率運用に報奨金

ロサンゼルス港はコンテナを運搬するトラックの運用効率を高めたターミナルに報奨金を支給する
制度を開始する。トラックの入出場時間を5～20％向上させたターミナルには、標準的なコンテナ1
teuについて、50セント～$2.75の報奨金が与えられる。また、ターミナルに入るトラックの半数以
上が一度の入出場で搬入と搬出を同時に行った場合（降ろし取り）、コンテナ１個に対し40セント
～$1.4の報奨金が支給される。この制度は2021年2月1日に発効する。



2020年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

22 Lloyd's List 2020
FELIXTOWE(UK)2019コンテナ取扱量順位：世界第
50位

Felixstowe港は2019年に3,584,300teuを取扱い、世界コンテナ港湾ランキング、50位に位置した。
取扱量の対前年比伸び率はマイナス8.8%であり、順位は前年の42位から8ランク下がった。同港は
ヤードの拡張、電気駆動遠隔操作RTGの導入を行っている。

21 Lloyd's List 2020 NY/NJ(US)2019コンテナ取扱量順位：世界第23位

New York and New Jersey港は2019年に7,471,131teuを取扱い、世界コンテナ港湾ランキングで23位
に位置した。輸入実入りコンテナの取扱量は全米でロサンゼルス港に次ぐ第2位であった。しかし、
2020年の取扱量は新型コロナウイルスの影響で厳しい状況にある。港内のターミナルを結ぶ鉄道
ネットワ－ク延伸が竣工し、将来の業績に寄与することが期待される。

20 Lloyd's List 2020
ハンブルグ(GERMANY)2019コンテナ取扱量順位：
世界第17位

ハンブルグ港は2019年に9,274,215teuを取扱い、対前年比6.2%の伸びを達成した。世界コンテナ港
湾ランキングでは順位を二つ上げて17位に位置した。大型コンテナ船の寄港数も大きく伸びた。こ
の業績にはエルベ川の航路の改修が寄与している。

19 Lloyd's List 2020
ANTWERP(Belgium)2019コンテナ取扱量順位：世界
第13位

Antwerp港は2019年に 11,860,204teuを取扱い、世界コンテナ港湾ランキング で13位に位置した。
これにより同港は7年連続で取扱量の記録更新を達成した。同港への寄船数は減少しているが、取扱
量におい ては一船当たりの増加がこれを補っている。同港は近隣のZeeburugge港との統合を検討し
ている。

18 Lloyd's List 2020
ロッテルダム2019コンテナ取扱量順位：世界第10
位

ロッテルダム港の2019年のコンテナ取扱量は14,810,804teu、対前年度比の伸び率は、2.1%で、世界
コンテナ港湾ランキングの第10位に位置した。同港の伸び率は近隣のアントワープ港やハンブルグ
港と比較して見劣りがしている。同港ではコンテナターミナルのオペレータの変更など変化があっ
た。同港はデジタル改革の推進により困難を克服しようとしている。

17 Lloyd's List 2020
ロサンゼルス2019コンテナ取扱量順位：世界第16
位

ロサンゼルス港の2019年のコンテナ取扱量は9,337,632teuで、同港の113年の歴史における第2位の
記録となった。しかし、対前年比の伸び率はマイナス1.3%であった。世界コンテナ港湾ランキング
では第17位に位置した。同港はEverportにあるバースの増深などの整備を進めている。また、バッ
テリー電気式トップハンドラーの試験運用を行っている。

16 Lloyd's List 2020
仁川(INCHEON)2019コンテナ取扱量順位：世界第
57位

仁川(Incheon)港の2019年のコンテナ取扱量は、対前年比の伸びがマイナス0.4 %で、3,091,955 teu
であった。世界コンテナ港湾ランキングでは第57位に位置した。仁川港の取扱量は低迷している
が、北港、南港、新港ではターミナルの整備が継続して進められている。

15 Lloyd's List 2020
高雄(KAOHSIUNG/TAIWAN)2019コンテナ取扱量順位
：世界第15位

高雄港の2019年のコンテナ取扱量は10,428,634teu、対前年比の伸び率はマイナス0.2%で、世界コン
テナ港湾ランキングの第15位に位置した。同港は施設の増強を進めており、計画には最新のメガコ
ンテナ船の受入れのための大水深バース(5バース)が含まれている。

14 Lloyd's List 2020
釜山(BUSAN)(SOUTH KOREA)2019コンテナ取扱量順
位 ：世界第6位

釜山港の2019年のコンテナ取扱量は21,992,001teuで、対前年比の伸び率は、1.5%であった。同港は
世界コンテナ港湾ランキングの第6位を維持した。同港のトランシップコンテナ取扱量は11.64m teu
で、これはシンガポール港に次ぐものである。韓国政府では2020年までに釜山港に約1,260億円を投
じ、同港を世界第3位のコンテナ港湾とすることを目標としている。

13 Lloyd's List 2020
シンガポール2019コンテナ取扱量順位：世界第2
位

シンガポール港の2019年のコンテナ取扱量は37,195,636teu、対前年比の伸び率は、1.6%で、同港は
世界コンテナ港湾ランキングの第2位の地位を維持した。同港はTuas港区に新ターミナルの建設を進
めている。また5G通信など次世代への対応を積極的に進めている。

12 Lloyd's List 2020 2019コンテナ取扱量トップ100港

Lloyd's List Containers誌が集計した2019年取扱量によるコンテナ港湾Top100港が刊行された。第
1位は上海港(取扱量43,303,000TEU)であった。第2位はシンガポール港(37,195,636TEU)であった。
100位以内に入った日本の港湾は東京港は39位(4,510,000TEU)、横浜港は61位、神戸港は67位、名古
屋港は68位、大阪港は80位であった。

11
One ウェブサ

イト
2020.12

ONEが世界最大24,000TEU超のコンテナ船6隻を傭
船

Ocean Network Express社(ONE)は24,000TEUを超える世界最大級のコンテナ船6隻を長期傭船する契
約を締結した。当該船は日本の造船企業2社のコンソーシアムにより建造され、2023-2024年に竣工
の予定である。現在、世界最大のコンテナ船は HMM Hamburg(23,964TEU)とその姉妹船である。

10
Ooffshore
Energy

2020.9
世界最大23,964TEU“HMM Hamburg”がハンブルグ
に寄港

世界最大のHamburg(23,964teu)が2020年8月31日にハンブルグに寄港した。同船は上下方向にはデッ
キの上下合わせて24段に、船幅方向には24列にコンテナを積載できる。

9
海運港湾関係
国際団体ウェ

ブサイト
2020.6 海運とロジスティクスのデジタル化の促進要望書

海上運輸とロジスティクスの効率化のためには港湾における諸手続きや情報交換がデジタルデータ
で行われる港湾情報プラットホームの運用が不可欠である。しかし、世界の大多数の港湾ではこれ
が実現されていない。海運や港湾に関係する国際団体10団体は共同して港湾のデジタル化の促進に
ついて要望書を発表した。本ニュース・クリップでは要望書、これを支持する国際海事機関事務総
長の書簡、関連する参考情報を収録している。

8 APM Terminals 2020.6
ロサンゼルス港で1隻の荷役取扱量で世界記録を
達成

2020年6月18日、ロサンゼルス港のPier 400のAPMターミナルで１船1寄港の荷役での取扱量の世界新
記録が樹立された。当該荷役はコンテナ船MSC Isabella（積載容量：23,656teu）に対するもので、
6日間にわたり18,465個(34,263teu)のコンテナが荷役された。

7
Port of Long

Beach
2020.6

ロングビーチ港で1隻の荷役での北米最高の取扱
量 を達成

ロングビーチ港のPier Tにコンテナ船MSC Sveva（積載容量：18,400teu）が入港した際に 17,080個
のコンテナ（30,744 teu相当）が荷役された。荷役はTotal Terminals  International(TTI) 社が
行った。この荷役量は1隻1入港の荷役量としては北米の港湾の最高記録である。

6
Port

Rotterdam
Authority

2020.6
世界最大のコンテナ船HMM Algecirasがロッテル
ダム港に寄港

世界最大のコンテナ船HMM Algeciras(23,964teu)がその処女航海で19,621teuのコンテナを積載して
2020年6月3日にロッテルダムに寄港した。同船は6月6日にハンブルグ港に向かって出航する。

5
Yara社

プレスリリー
ス

2020.5 Yara社の完全デジタル化ゼロ排気輸送のその後

ノルウェーの肥料メーカYara社は工場からコンテナ詰めされた製品を最寄りの岸壁を経由して大水深岸壁のあ
る港湾まで輸送する全行程をデジタル化（無人運転、遠隔運転なし）する プロジェクトを進めてきた。船体は
ルーマニアで建造され、2020年5月にノルウェーに回航され、各種の制御システムと航行が搭載され、引渡し前
も試験が行われる。Covid-19パンデミックおよび世界的な将来見通しの変化により、Yara社はその先の同船の
開発を休止すること決断した。

4

The Wall
Street
Journal

(ウエブサイ
ト)

2020.4 MSCでネットワーク障害、サイバー攻撃か
世界第二位のコンテナ船社MSC社のネットワークに障害が発生した。同社は安全のためジュネーブに
ある本社のサーバーを停止した。同社はこの障害がサイバー攻撃によるものである可能性を排除し
ていない。同社の全世界の代理店ネットワークは通常通りサービスを提供 している。

3
HMM

(ウエブサイ
ト)

2020.4
現代商船の世界最大のコンテナ船(23,964TEU)
HMM Algecirasと命名される

韓国HMM（旧社名：現代商船）は新造コンテナ船(23,964teu)の命名式典を挙行し、同船 を’HMM
Algeciras’と命名した。HMMは同型船を12隻発注しており、HMM Algecirasは、その第一船である。
それらの船は2020年9月までに順次引渡される。
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2

Seanews
Turkey

(ウエブサイ
ト)

2020.4
日本船社ONEのコンテナ船が釜山港でクレーンに
衝突

日本の船社ONEのコンテナ船Milano Bridge（積載容量13,900teu）は2020年4月6日午後に釜山港でコ
ンテナクレーン3基に衝突し、そのうち1基は倒壊し、一部は当該コンテナ船上に落下した。この事
故により作業員1名が負傷した。

1
PEMA

(ウエブサイ
ト)

2020.3
既設コンテナターミルのヤード業務の自動化（基
本施設）

PEMA（港湾機材製造者協会）は既設コンテナターミルのヤード業務の自動化を検討するための参考
資料を刊行した。資料は基本施設編とクレーン改修から成り、今回刊行されたのは 基本施設編であ
る。クレーン改修編は2020年の後半に刊行予定である。



2019年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

36 W.C.N. 2019.12
300TEU自律航行コンテナ船をNavigation
Brilliance社が発注

青島に本拠を置くNavigation Brilliance社は300TEU自律航行コンテナ船を発注した。同
社は建造されたコンテナ船を用いて近距離海上輸送の試験を行う。当該コンテナ船の建造
は 2020年に始まり、2021年6月に引渡しとなる予定である。

35 W.C.N. 2019.12
25,000TEU・LNG燃料コンテナ船の設計基本承認
(AiP)

Hudong-Zhonghua Shipbuilding（沪東中華造船）はDNV GLより25,000TEU-LNG燃料コンテ
ナ船の設計基本承認(AiP)を取得した。AiPの授与式典は上海で開催されていたマリーン
テック中国貿易フェアにおける中国船舶工業集団公司のブースで開かれた。

34 W.C.N. 2019.11
シンガポール港がAGVにBTG社の位置測定システム
を採用

シンガポール港のPSA社は同港のTuasメガポートの第一期計画部分で稼働する約400台の
AGVに登載する位置測定システムトランポンダーを用いるBTG社のシステムを採用した。こ
れは同港の既存ターミナルで６年間にわたり実施した試験の結果にもとづく決定である。
BTG社は岸壁用コンテナクレーンの位置測定システムも納入する。同社は当該システムを
ヤード用ガントリクレーンにも適用させることを考えている。

33
Port Rotterdam

Authority
2019.11

ロッテルダム港は全てのコンテナの陸上輸送を電
気トラックで

ロッテルダムポートオソリィは、港湾地域におけるコンテナの陸上輸送について先行的調
査を開始した。その結果、使用期間全体での費用で評価すれば2024年にはバッテリー使用
の電気トラックがディーゼルトラックよりも安価なものとなることが明らかになった。

32 W.C.N. 2019.11
ハンブルグ港が23,000TEU超コンテナ船用クレー
ンを配備

2019年11月、ハンブルグ港のHHLA社はZPMCより3基の岸壁用コンテナクレーンを受領し
た。これらのクレーンのアウトリーチは71.6m、レール面からの揚程は49.6m、レールスパ
ンは 35mである。このクレーンは船幅方向に26列に積載されたコンテナの荷役に対応でき
る。HHLA社は2022年までにグループ全体で約1220億円を投資する予定で、その内の約549
億円はコンテナ取扱いのための投資である。

31
Seatrade Maritime

News
2019.10

日本郵船(NYK)が中国から日本まで自律航海の実
証 実験を実施

日本郵船は自動車専用IRIS LEADER(総トン数70,826トン)で2019年9月に南沙(中国)から名
古屋および名古屋から横浜まで、自動運航の実証航海を行った。当該専用船には実船用航
行案内システム(Sherpa System for Real ship, SSR) が装備されており、SSRが判断した
最適航路と乗組員が判断した最適航路の比較などの解析がなされた。

30 Lloyd's List 2019
Manzanillo(MEXICO)2018コンテナ取扱量順位：世
界第56位

メキシコ最大のコンテナ港湾Manzanillo港の2018年のコンテナ取扱量は3,078,513teu、対
前年比の伸び率は8.8%で、世界コンテナ港湾ランキングの第56位に位置した。同港は大型
コンテナクレーンの導入、岸壁の新設、港湾の拡張などの整備事業を進めている。

29 Lloyd's List 2019 仁川2018コンテナ取扱量順位：世界第55位
仁川港の2018年のコンテナ取扱量は3,105,600teu、対前年比の伸び率は、世界コンテナ港湾ランキ
ングの第55位に位置した。仁川港新区の背後地建設は進んでおり、そのオペレータを決める入札も
行われた。

28 Lloyd's List 2019
Ambarli(TURKEY)2018コンテナ取扱量順位：世界
第54位

トルコで最も多くのコンテナを取扱う港湾Ambarli港の2018年のコンテナ取扱量は
3,194,196 teu、対前年比の伸び率は、2.0%で、世界コンテナ港湾ランキングの第54位に
位置した。同港では中国系の企業が運営するKumportターミナルの業績が好調である。

27 Lloyd's List 2019
FELIXSTOWE(UK)2018コンテナ取扱量順位：世界第
42位

Felixstowe港は2018年に3,93,000teuを取扱 い、世界コンテナ港湾ランキングで42位に位
置した。取扱量の対前年比伸び率はマイナス5.5%であった。この大きな 落ち込みには新
しいターミナルオペレーティングシステムの導入時に発生した不具合に起因した一連の業
務混乱が関係している。同港はヤード拡張、遠隔操作 RTGの導入などを進めている。

26 Lloyd's List 2019
ニューヨークニュージャージー2018コンテナ取扱
量順位：世界第23位

New York and New Jersey港は2018年に7,179,792teuを取扱い、世界コンテナ港湾ランキ
ングで23位に置した。取扱量の対前年比伸び率は7.0%であった。この大きな伸びには
Bayonne橋の嵩上げを含む各種の施設改善が寄与した。

25 Lloyd's List 2019 ハンブルグ2018コンテナ取扱量順位：世界第19位

ハンブルグ港は2018年に8,730,000teuを取扱ったが、世界コンテナ港湾ランキングでは順
位を一つ下げて19位に位置した。取扱量の伸び率は前年に続きマイナス1.0%であったが、
減少の大部分は空コンテナ取り扱いであった。2019年第1四半期のハンブルク港の業績は
回復への兆しを見せており、これに新たに始まった米国・カナダ・メキシコと同港を結ぶ
四つの航路が寄与している。

24 Lloyd's List 2019
ロサンゼルス2018コンテナ取扱量順位：世界第17
位

ロサンゼルス港の2018年のコンテナ取扱量は9,458,749teu、対前年比の伸び率は、1.2%で
世界コンテナ港湾ランキングの第17位に位置した。2018年は同港にとって111年の歴史に
おいてもっとも多くの貨物を取り扱った年であった。同港はEverportにあるバースの増
深、Terminal Islandの鉄道ヤードの拡張などを進めており、これらにより同港の取扱能
力は10％増強される。

23 Lloyd's List 2019 高雄2018コンテナ取扱量順位：世界第15位

高雄港の2018年のコンテナ取扱量は10,445,726teu、対前年比の伸び率は、1.7%で、世界
コンテナ港湾ランキングの第15位に位置した。同港は施設の増強に投資を続けており、
2023 年までに取扱能力を4.5m teu拡大する。また、コンテナと関係しない分野の事業の
拡大も進めている。

22 Lloyd's List 2019
ロッテルダム2018コンテナ取扱量順位：世界第11
位

ロッテルダム港の2018年のコンテナ取扱量は14,512,661teuで、対前年比の伸び率は、
5.7%で世界コンテナ港湾ランキングの第11位に位置した。この好業績はトランシップ貨物
と輸入実入りコンテナの伸びによるところが大きい。ロッテルダム港は2018年にもコンテ
ナ輸送道路の建設や港湾内鉄道の移設などを中心として積極的投資を行った。

21 Lloyd's List 2019 釜山2018コンテナ取扱量順位：世界第6位

釜山港の2018年のコンテナ取扱量は21,663,000teuで、対前年比の伸び率は、5.7%であっ
た。同港は世界コンテナ港湾ランキングの第6位を維持した。同港は韓進海運の破綻によ
る痛手を克服し、新たな発展へ向かっている。新しいバースの建設が進められており、マ
リンツーリズムの基地の開発も予定されている。

20 Lloyd's List 2019
シンガポール2018コンテナ取扱量順位：世界第2
位

シンガポール港の2018年のコンテナ取扱量は36,599,300teu、対前年比の伸び率は、8.7%
で、同港は世界コンテナ港湾ランキングの第2位の地位を維持した。同港は事務手続きに
おける形式主義を排して効率化を進めたプラットフォームの構築を進めている。Tuasメガ
ポートの事業も順調に進んでおり、2021年より順次操業に入る予定である。

19 Lloyd's List 2019 上海2018コンテナ取扱量順位：世界第1位

上海港の2018年のコンテナ取扱量は42,010,200teu、対前年比の伸び率は、4.4%で、同港
は 2011年から続く世界コンテナ港湾ランキングの第1位の座を維持した。同港をとりまく
経済 環境は厳しいが、同港のメインオペレーターである Shanghai International Port
Groupは 2018年に100億元の純利益を達成している。洋山第四期計画部分には最先端の自
動化技術が投入されており、要員を70％低減しつつ作業能率を30％向上させている。

18 Lloyd's List 2019 世界のコンテナ取扱趨勢(2018)
2018年の世界のコンテナ取扱の趨勢を図化して示した。それらは総取扱量の地域別内訳、
国別取扱量の比較、世界の地域別伸び率、トップ10港の取扱量である。

17 Lloyd's List 2019 2018 コンテナ取扱量トップ100港

Lloyd's Lists Containers誌が集計した2018年取扱量によるコンテナ港湾Top100港が刊行
された。第1位は上海港（取扱量42,010,200teu）、第2位はシンガポール港
（36,599,300teu）であった。東京港は35位（4,570,000teu）、横浜港は58位、神戸港63
位、名古屋港は66位、大阪港は75位であった。
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20 Lloyd's List 2019 NY/NJ(US)2019コンテナ取扱量順位：世界第23位

New York and New Jersey港は2019年に7,471,131teuを取扱い、世界コンテナ港湾ランキングで23位
に位置した。輸入実入りコンテナの取扱量は全米でロサンゼルス港に次ぐ第2位であった。しかし、
2020年の取扱量は新型コロナウイルスの影響で厳しい状況にある。港内のターミナルを結ぶ鉄道
ネットワ－ク延伸が竣工し、将来の業績に寄与することが期待される。

19 Lloyd's List 2019
ハンブルグ(GERMANY)2019コンテナ取扱量順位：
世界第17位

ハンブルグ港は2019年に9,274,215teuを取扱い、対前年比6.2%の伸びを達成した。世界コンテナ港
湾ランキングでは順位を二つ上げて17位に位置した。大型コンテナ船の寄港数も大きく伸びた。こ
の業績にはエルベ川の航路の改修が寄与している。

18 Lloyd's List 2019
ロッテルダム2019コンテナ取扱量順位：世界第10
位

ロッテルダム港の2019年のコンテナ取扱量は14,810,804teu、対前年度比の伸び率は、2.1%で、世界
コンテナ港湾ランキングの第10位に位置した。同港の伸び率は近隣のアントワープ港やハンブルグ
港と比較して見劣りがしている。同港ではコンテナターミナルのオペレータの変更など変化があっ
た。同港はデジタル改革の推進により困難を克服しようとしている。

17 Lloyd's List 2019
ロサンゼルス2019コンテナ取扱量順位：世界第16
位

ロサンゼルス港の2019年のコンテナ取扱量は9,337,632teuで、同港の113年の歴史における第2位の
記録となった。しかし、対前年比の伸び率はマイナス1.3%であった。世界コンテナ港湾ランキング
では第17位に位置した。同港はEverportにあるバースの増深などの整備を進めている。また、バッ
テリー電気式トップハンドラーの試験運用を行っている。

16 Lloyd's List 2019
仁川(INCHEON)2019コンテナ取扱量順位：世界第
57位

仁川(Incheon)港の2019年のコンテナ取扱量は、対前年比の伸びがマイナス0.4 %で、3,091,955 teu
であった。世界コンテナ港湾ランキングでは第57位に位置した。仁川港の取扱量は低迷している
が、北港、南港、新港ではターミナルの整備が継続して進められている。

15 Lloyd's List 2019
高雄(KAOHSIUNG/TAIWAN)2019コンテナ取扱量順位
：世界第15位

高雄港の2019年のコンテナ取扱量は10,428,634teu、対前年比の伸び率はマイナス0.2%で、世界コン
テナ港湾ランキングの第15位に位置した。同港は施設の増強を進めており、計画には最新のメガコ
ンテナ船の受入れのための大水深バース(5バース)が含まれている。

14 Lloyd's List 2019
釜山(BUSAN)(SOUTH KOREA)2019コンテナ取扱量順
位 ：世界第6位

釜山港の2019年のコンテナ取扱量は21,992,001teuで、対前年比の伸び率は、1.5%であった。同港は
世界コンテナ港湾ランキングの第6位を維持した。同港のトランシップコンテナ取扱量は11.64m teu
で、これはシンガポール港に次ぐものである。韓国政府では2020年までに釜山港に約1,260億円を投
じ、同港を世界第3位のコンテナ港湾とすることを目標としている。

13 Lloyd's List 2019
シンガポール2019コンテナ取扱量順位：世界第2
位

シンガポール港の2019年のコンテナ取扱量は37,195,636teu、対前年比の伸び率は、1.6%で、同港は
世界コンテナ港湾ランキングの第2位の地位を維持した。同港はTuas港区に新ターミナルの建設を進
めている。また5G通信など次世代への対応を積極的に進めている。

12 Lloyd's List 2019 2019コンテナ取扱量トップ100港

Lloyd's List Containers誌が集計した2019年取扱量によるコンテナ港湾Top100港が刊行された。第
1位は上海港(取扱量43,303,000TEU)であった。第2位はシンガポール港(37,195,636TEU)であった。
100位以内に入った日本の港湾は東京港は39位(4,510,000TEU)、横浜港は61位、神戸港は67位、名古
屋港は68位、大阪港は80位であった。

11
One ウェブサ

イト
2020.12

ONEが世界最大24,000TEU超のコンテナ船6隻を傭
船

Ocean Network Express社(ONE)は24,000TEUを超える世界最大級のコンテナ船6隻を長期傭船する契
約を締結した。当該船は日本の造船企業2社のコンソーシアムにより建造され、2023-2024年に竣工
の予定である。現在、世界最大のコンテナ船は HMM Hamburg(23,964TEU)とその姉妹船である。

10
Ooffshore
Energy

2020.9
世界最大23,964TEU“HMM Hamburg”がハンブルグ
に寄港

世界最大のHamburg(23,964teu)が2020年8月31日にハンブルグに寄港した。同船は上下方向にはデッ
キの上下合わせて24段に、船幅方向には24列にコンテナを積載できる。

9
海運港湾関係
国際団体ウェ

ブサイト
2020.6 海運とロジスティクスのデジタル化の促進要望書

海上運輸とロジスティクスの効率化のためには港湾における諸手続きや情報交換がデジタルデータ
で行われる港湾情報プラットホームの運用が不可欠である。しかし、世界の大多数の港湾ではこれ
が実現されていない。海運や港湾に関係する国際団体10団体は共同して港湾のデジタル化の促進に
ついて要望書を発表した。本ニュース・クリップでは要望書、これを支持する国際海事機関事務総
長の書簡、関連する参考情報を収録している。

8 APM Terminals 2020.6
ロサンゼルス港で1隻の荷役取扱量で世界記録を
達成

2020年6月18日、ロサンゼルス港のPier 400のAPMターミナルで１船1寄港の荷役での取扱量の世界新
記録が樹立された。当該荷役はコンテナ船MSC Isabella（積載容量：23,656teu）に対するもので、
6日間にわたり18,465個(34,263teu)のコンテナが荷役された。

7
Port of Long

Beach
2020.6

ロングビーチ港で1隻の荷役での北米最高の取扱
量 を達成

ロングビーチ港のPier Tにコンテナ船MSC Sveva（積載容量：18,400teu）が入港した際に 17,080個
のコンテナ（30,744 teu相当）が荷役された。荷役はTotal Terminals  International(TTI) 社が
行った。この荷役量は1隻1入港の荷役量としては北米の港湾の最高記録である。

6
Port

Rotterdam
Authority

2020.6
世界最大のコンテナ船HMM Algecirasがロッテル
ダム港に寄港

世界最大のコンテナ船HMM Algeciras(23,964teu)がその処女航海で19,621teuのコンテナを積載して
2020年6月3日にロッテルダムに寄港した。同船は6月6日にハンブルグ港に向かって出航する。

5
Yara社

プレスリリー
ス

2020.5 Yara社の完全デジタル化ゼロ排気輸送のその後

ノルウェーの肥料メーカYara社は工場からコンテナ詰めされた製品を最寄りの岸壁を経由して大水深岸壁のあ
る港湾まで輸送する全行程をデジタル化（無人運転、遠隔運転なし）する プロジェクトを進めてきた。船体は
ルーマニアで建造され、2020年5月にノルウェーに回航され、各種の制御システムと航行が搭載され、引渡し前
も試験が行われる。Covid-19パンデミックおよび世界的な将来見通しの変化により、Yara社はその先の同船の
開発を休止すること決断した。

4

The Wall
Street
Journal

(ウエブサイ
ト)

2020.4 MSCでネットワーク障害、サイバー攻撃か
世界第二位のコンテナ船社MSC社のネットワークに障害が発生した。同社は安全のためジュネーブに
ある本社のサーバーを停止した。同社はこの障害がサイバー攻撃によるものである可能性を排除し
ていない。同社の全世界の代理店ネットワークは通常通りサービスを提供 している。

3
HMM

(ウエブサイ
ト)

2020.4
現代商船の世界最大のコンテナ船(23,964TEU)
HMM Algecirasと命名される

韓国HMM（旧社名：現代商船）は新造コンテナ船(23,964teu)の命名式典を挙行し、同船 を’HMM
Algeciras’と命名した。HMMは同型船を12隻発注しており、HMM Algecirasは、その第一船である。
それらの船は2020年9月までに順次引渡される。

2

Seanews
Turkey

(ウエブサイ
ト)

2020.4
日本船社ONEのコンテナ船が釜山港でクレーンに
衝突

日本の船社ONEのコンテナ船Milano Bridge（積載容量13,900teu）は2020年4月6日午後に釜山港でコ
ンテナクレーン3基に衝突し、そのうち1基は倒壊し、一部は当該コンテナ船上に落下した。この事
故により作業員1名が負傷した。

1
PEMA

(ウエブサイ
ト)

2020.3
既設コンテナターミルのヤード業務の自動化（基
本施設）

PEMA（港湾機材製造者協会）は既設コンテナターミルのヤード業務の自動化を検討するための参考
資料を刊行した。資料は基本施設編とクレーン改修から成り、今回刊行されたのは 基本施設編であ
る。クレーン改修編は2020年の後半に刊行予定である。
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16
Heerema社ウェブサ

イト
2019.9

世界記録：最大のクレーン船が15,300トンを吊り
上げ

Heerema社の半没水クレーン船Sleipniaは地中海のLeviathanの工事でプラットフォームに
15,300トンのモジュールを吊り上げ設置した。これはクレーン船による吊り上げとしては
世界記録である。

15
Port of Rotterdam

Authority
2019.9

世界最大のコンテナ船MSC Gulsun(23,756TEU)
Rotterdam港に30,000TEUが来ても大丈夫とロッテ
ルダム港が豪語

2019年9月3日、世界最大のコンテナ船MSC Gulsun(23,756teu)がロッテルダム港に入港し
た。同船が就航するまでの世界最大のコンテナ船はOOCL HongKong(21,413teu)であった。
ロッテルダムポートオソリティは、ロッテルダム港は30,000teuのコンテナ船の受入れ態
勢 を備えている、と言っている。

14 W.C.N. 2019.8 洋上風力発電の建設基地がロッテルダム港に

ロッテルダム ポートオーソリティはSif社にMaarsvlakte港区の用地200-haと大水深岸壁
200mを貸与する。Sif社はここで洋上風力発電のための基礎を組み立て搬出する。ロッテ
ルダム港は洋上風力および海洋開発のための先進港湾となることを目指しており、Sif社
の活動はこの意図に貢献するものである。

13
Port of Rotterdam

Authority
2019.8

ロッテルダム港のデジタル港湾アプリを世界中の
港湾に

ロッテルダムポートオソリティは、船舶の運航および港湾の業務を最適化するためのプ
ラットフォームProntoを世界中の港湾に普及させようとしており、そのために独立した新
会社 PortXchange社を設立した。Prontの成功には関係者の連携が必要であるが、既に
Shell社と A.P.Moller-Maersk社と連携を組んでいる。Prontoにより業務の最適化、待ち
時間なしの運航、定時性の向上、炭素排出量の低減などが可能となる。

12 Port of Auckland 2019.8
世界初の電気駆動タグボートをオークランド港
(NZ)が導入

ニュージランドのオークランド港は、環境保全のため、世界で初めての電気駆動のタグ
ボートを導入する。そのタグボートは2021年に納入される。その能力は現在同港で稼働し
ているディーゼルタグボートに匹敵する。急速充電に2時間を要し、それにより4時間の作
業が可能 である。

11 W.C.N. 2019.7
ハイブリットRTGをオークランドのSSAターミナル
が導入

Oakland Internal Container Terminalでは、13基のRTGについて、ディーゼルエンジンに
よる駆動装置をハイブリッド駆動装置に交換している。これまでに交換が完了した3基に
ついて、燃料消費が約20分の1となり、温室効果ガスやディーゼル排気微粒子の排出が顕
著に削減された。

10
Concordia Damen社

ウェブサイト
2019.6

はしけ等18隻の船殻をロッテルダムへ1隻の運搬
船で輸送

オランダのConcordia Damen社は上海で建造した船殻18隻とクレーンバージ1隻とをまとめ
て 1隻の重量物運搬船でロッテルダムまで運搬する。このような方法により輸送コストを
抑え、安価に建造したメリットを顧客に伝達できる。運搬船は6月17日に上海を出発して
おり、8月中旬にロッテルダムに到着する予定である。

9 BBC 2019.5
自律運航船が無人運航で北海を横断する貨物輸送
に成功

自律運航船SEA-KIT Maxlimerが無人運航で北海を横断して英国とベルギーの間での貨物輸
送 に成功した。同船は長さ11.75m、幅2.2m、最大積載容量は2.5tonで、通信・制御シス
テム としてGlobal Situational Awarenessを用いている。

8 W.C.N. 2019.5
ロッテルダム港が農産品輸出のためのFood Hubを
整備

ロッテルダム港は農産物の輸出推進のために、岸壁・倉庫加工施設税関等を集中的に配置
したフードハブを整備する。企業は2020年末までに操業を開始する予定である。

7
Logistics Middle

East
2019.4 中国がドバイの物流施設に34億USドルを投資

中国はドバイを基地とする物流施設にUS$34億を投資する。24億ドルは貯蔵施設の建設に
当てられ、中国の製品がここに保管され、ここから全世界へ出荷される。10 億ドルは加
工施設に投資される。

6 W.C.N. 2019.4
ロッテルダム World Gatewayが2,500,000 Deep
Seaムーヴを達成

コンテナターミルRotterdam World Gatewayは2015年9月に公式開業したが、2019年4月17
日に250万個目のdeep sea moveを達成した。同ターミナルが関心を寄せているロッテルダ
ム港 のContainer Exchange RouteとNEXTLOGICに関する解説も収録している。

5
New Straits Times

(Web site)
2019.4

世界最大の Ship-to-Ship石油製品積替えハブが
マレーシアに

KA PetraKA社とHutchison Port Holdings社は共同してJohor Bahru港の水域に世界最大規
模の船舶からへ積替えハブ(ship-to-ship (STS) hub)を建設する。このプロジェクトの予
算規模は最大 US$180mで、KA Petra社とHutchison社の持分比率は70:30である。施設は
2021年の年末までに完成の見込みである0。

4
Container
Management
(Web site)

2019.3
PSA 他2社がGdansk（ポーランドのターミナルを
買収

PSAおよび他の2社は共同してDeepwater Container Terminal Gdanskを買収する。PSA社の
グローバルコンテナターミナルネットワークとターミナル運営に関する知見が当該ターミ
ナルの更なる発展に寄与すると思われる。

3 W.C.N. 2019.2
コンテナタクシーがハンブルグ港で渋滞対応に活
躍

ハンブルグ市のKohlbrand橋は同市とコンテナターミナルのあるハンブルグ港東部を結ん
でいるが、交通量の増加により渋滞が著しい。そのため水上を運航するコンテナタクシー
の利用が増えている。コンテナタクシーは6隻のバージで一日24時間・週7日運航されてい
るが、予約で満杯の状況である。

2
APM Terminals
プレリリース

2019.1
バンコック港の新規コンテナターミナルの開発に
APMTが参画

APM Terminals社はSahathai Terminal PLC社および Mitr Phol Suger社と共同して新規のコンテナ
ターミナルを建設することで、覚書に調印した。新ターミナルの取扱能力は345,000teuである。

1
Vancouver Sun
(ウエブサイト)

2019.1
コンテナ船がクレーンに衝突・ブームが船上に落
下バンクーバー港（カナダ）

2019年1月28日午前4時ころにバンクーバー港のGlobal Container Terminalでコンテナ船Ever
Summit（船長 300メートル）が接岸時にコンテナクレーンと接触し、クレ ーンのブームが船上に落
下した。この事故による死傷者はいない。
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25 W.C.N. 2018.8 知能化リーチスタッカー

CVS Ferrari社はイタリアの鉄構メーカー2社のスチールコイルやコンテナなど重量物の取
扱 いのための13台のリーチスタッカーを供給した。これらのリーチスタッカーはリモー
トモニタリングシステム(RMS)、RFID、DGPSを搭載しており、TOSと連動して作業能率の向
上や事務処理の簡単化を達成している。

24 Lloyd's List 2018 仁川2017コンテナ取扱量順位：世界第53位
仁川港の2017年のコンテナ取扱量は3,050,000teu、対前年比の伸び率は、13.8%で、世界
コンテナ港湾ランキングの第53位に位置した。この飛躍的な伸びには仁川新港が全面操業
に入り、4航路が新規に追加されたことが寄与したと思われる。

23 Lloyd's List 2018 麗水光陽2017コンテナ取扱量順位：世界第82位

麗水光陽港の2017年のコンテナ取扱量は2,230,000teu、対前年比の伸び率は、0.3%で、世
界コンテナ港湾ランキングの第82位に位置した。同港は光陽港と規模の小さい麗水港とで
構成 されている。麗水港をクルーズと旅客のハブとし光陽港はコンテナを含む貨物専門
港とすることが進められている。

22 Lloyd's List 2018 NY/NJ2017コンテナ取扱量順位：世界第22位

NY/NJ港は2017年に取扱量は6,710,817teu、対前年比7.3％の伸びを達成して世界コンテナ
港湾ランキングの第22位に位置した。Bayonne橋の嵩上げが完了し、積載容量18,000teu7
の大型コンテナ船の入港が可能となった。これに応じて各ターミナルは施設の増強を進め
ている。

21 Lloyd's List 2018
ロングビーチ2017コンテナ取扱量順位：世界第21
位

ロングビーチ港の2017年のコンテナ取扱量は7,544 ,507 teu、対前年比の伸び率は、
11.4%で、世界コンテナ港湾ランキングの第21位に位置した。2017年は同港 年は同港 に
とって11.4%とい う伸びを達成した素晴らしい年であった。同港は、隣接するロサンゼル
ス港ともに、海運同盟の再編などよるターミナルのリース先に関して複雑な事情を抱えて
いる。

20 Lloyd's List 2018
TANJUNG PEREPAS2017コンテナ取扱量順位：世界
第19位

マレーシアのTanjung Pelepas港は2017年に取扱量8,260,610teu、対前年比2.9%の伸びを
達成して世界コンテナ港湾ランキングの第19位に位置した。同港は航路 の浚渫 、岸壁の
高性能化、機材の強化を進め、すべてのバースでコンテナ2個吊りの荷役が可能となり、
あらゆるメガコンテナ船への対応が可能となった。

19 Lloyd's List 2018 ハンブルグ2017コンテナ取扱量順位：世界第18位

ハンブルグ港は2017年に取扱量8,860,000teuを取り扱い、世界コンテナ港湾ランキングの
第18位に位置した。取扱量の伸び率はマイナス0.6%であったが、減少の大部分は空コンテ
ナの取り扱いであったハンブルグ港への大型コンテナ船（18,000～20,000teuクラス）の
気候は増加しており2017年に102回あった。

18 Lloyd's List 2018
ロサンゼルス2017コンテナ取扱量順位：世界第17
位

ロサンゼルス港の2017年のコンテナ取扱量は9,343,192teu、対前年比の伸び率は55.5%
で、世界コンテナ港湾ランキングの第17位に位置した。2017年は同港にとって110年の歴
史において最も多く貨物を取扱った良い年であった。同港はターミナル基本施設の高度化
ともに、サプライチェーン全体の効率化を目指したグレードアップを行っている。

17 Lloyd's List 2018 高雄2017コンテナ取扱量順位：世界第15位

高雄港の2017年のコンテナ取扱量は10,271,018teu、対前年比の伸び率は、マイナス1.9%
で、世界コンテナ港湾ランキングの第15位に位置した。同港は韓進海運の破綻、新しい海
運同盟が東南アジから北米への直行便拡大、厦門港による貨物侵蝕などの苦労に超工面し
ている。しかし、取扱能力の増強や古いターミナルレジャー施設へ再開発などに取り組ん
でいる。

16 Lloyd's List 2018
ロッテルダム2017コンテナ取扱量順位：世界第11
位

ロッテルダム港の2017年のコンテナ取扱量は13,734,334teu、対前年比の伸び率は10.9%
で、世界コンテナ港湾ランキングの第11位に位置した。ロッテルダムポートオーソリティ
は安全 で効率的「コネクテド・スマート港湾」の実現を目指し、2018年1月、IBM社と組
んで、デジタル化行動計画を発進させた。

15 Lloyd's List 2018 釜山2017コンテナ取扱量順位：世界第6位

釜山港の2017年のコンテナ取扱量は20,493,475TEUで、対前年比の伸び率は5.3％であった。同港は
世界コンテナ港湾ランキングの第6位を維持した。同港は韓進海運の破綻により多くのトランシップ
貨物を失ったが,それを回復すべく誘導策を実施し成果を上げている。釜山ポートオーソリティは
2030年までに更に45バース追加する計画を進めている。

14 Lloyd's List 2018
シンガポール2017コンテナ取扱量順位：世界第2
位

シンガポール港の2017年のコンテナ取り扱いは33,666,600TEU、対前年比の伸び率は8.9％で、同港
は世界コンテナ港湾ランキングの第2位の地位を維持した。新規に開発しているTuasメガポートの事
業も順調に進んでおり2040年に完成が見込まれているが、その時の取扱い能力は65m TEUである。同
港は港のデジタル化にも積極的に取組んでいる。

13 Lloyd's List 2018 上海2017コンテナ取扱量順位：世界第1位

上海港の2017年のコンテナ取扱は初めて4千万TEUの大台を突破し、40,233,000TEU対前年比の伸び率
は8.3％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第1位の地位を8年連続で維持した。現時点で世界最
大の完全自動化ターミナルである洋山第4期は順調に機能しており既に操作員がクレーンを操作する
ターミナルの最高水準に準ずるレベルに達している。上海港の主オペレーターであるSIPG社はロジ
スティクスのデジタル化に対応すべくデジタル化に1兆6千億円以上の投資を表明している。

12 Lloyd's List 2018 2017コンテナ取扱量トップ100港

Lloyd's List Containers誌が集計した2017年取扱量によるコンテナ港湾Top 100港が刊行
された。第1位は上海港（取扱量40,233,000teu）であった。東京港は33位
（4,500,156teu）、横浜港は57位、神戸港は58位、名古屋港は64位、大阪港は77位であっ
た。

11
DP World社プレス

リリース
2018.12

DP World社の立体格納庫が2020年にドバイ港で操
業開始

2020年にドバイ港のJebel Ali Terminal 4に11 階建てのコンテナ立体格納庫がオープン
する。このためにDP World社とSMSグループは共同企業体を設立した。立体格納庫にはSMS
社の子会社AMOVA社が数十年にわたり改善を続けてきた鉄鋼コイルの取扱のための技術が
適用される。

10
Wartsila社プレス

リリース
2018.11 自律航海の実船試験をWartsila社が実施

Wartsila社は船長85メートルのフェリー船を用いて、自律的（船員による操船なし、遠隔
操船なし）に船舶をある港の岸壁から他の港の岸壁まで運航させるソリューションの実船
試験 を行った。この航海では3港を巡ったが、途中で船員が運航に手を出すことは無かっ
た。この試験運行にはノルウェー海事機関の立会いのもとに行われた。

9
ASIA TIMES
(Website)

2018.9
中国がアフリカ諸国へ新たに600億ドルの支援を
約束

2018年9月3日に北京の人民大会堂で開催された中国＝アフリカ協力フォーラムが開催さ
れ、アフリカ54か国の首脳・外交官・企業経営者・中国側カウンターパートが出席した。
この席で習国家主席は$600億の援助を表明した。ソーシアルメディアには、これに批判的
な意見も登場した。

8
Kalmar社プレスリ

リース
2018.3

世界初の完全デジタル化ゼロ排気輸送がYara社と
Kalmar社で

肥料メーカーYara社と港湾機材メーカーKalmar社はYara社のノルウェーの工場からコンテ
ナ 詰めされた製品を最寄りの岸壁を経由して大水深岸壁のある港湾まで輸送する全行程
をデジタル化（無人運転、遠隔運転なし）する機材と体制を整備する事業に着手した。行
程には31海里の海上輸送が含まれる。この輸送に関わる機材は全て電気駆動のものであ
り、この輸送はゼロ排気で行われる。

7 W.C.N. 2018.3 コンテナクレーンの新概念がKonecranes社から

コンテナ船の大型化により多数のコンテナを短時間に荷役する必要性が高まっている。こ
の状況への対応としてKonecranes社がコンテナクレーンの新概念を発表した。コンテナ船
を凹型の岸壁に引き込み、これを跨ぐ門型クレーンによりコンテナ船の両側で荷役を行う
ものである。

6 W.C.N. 2018.3 シンガポール港Tuas埠頭の設備が加速
シンガポール港のTuas埠頭の第一期計画部分は2020年に操業開始の予定で、PSA社はその
ための各種の発注を行うなど、作業を進めている。最終的には、シンガポール港の施設は
Tuas埠頭に集約される。Tuas埠頭は完全自動化港湾となる予定である。



2018年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

5 W.C.N. 2018.3 ZPMCがコンテナクレーンの嵩上げを多数実施

ZPMC社は全世界で岸壁用コンテナクレーンの嵩上げ事業を実施しており、その為の部署を
上海に設置して事業の迅速化を図っている。クレーン1基単独の嵩上げには10週間を要す
るが、多数基のクレーンを同時に嵩上げすれば工期は短縮される。同社は年間60～100基
のクレーンの嵩上げを実施する能力を有している。

4 W.C.N. 2018.2
ハンブルク港が港のデジタル化と航路整備に積極
対応

ハンブルク港は同港のデジタル化とElbe航路の改良を最重点課題としている。デジタル化
への対応のため、同港は関係企業と共同して5G規格による移動通信ネットワークの試験に
着手した。Elbe航路の改良にも着手しているが、環境団体による反対も再燃している。

3 ニュースクリップ一覧表(№1-500)

2
PSA Corpration

Limitedウエブサイ
ト

2018.1 PSAが未来の知能港湾未来の展示会を開催

PSAは未来の知能港湾の展示会を開催する。会場はPasir Panjangビル３号館で開催期間は
2018年1月10日から14日までである。展示会では未来の知能港湾に用いられる技術（ロ
ボットアーム、無人ドローン、未来の総合指令センター、パワードスーツ、など）が展示
される。またシンガポール港の発展経緯や将来像も展示される。

1

The Port of
Rotterdam

Authorityウエブサ
イト

2018.1 ロッテルダム港が湾湾のデジタル化でIBMと連携

ロッテルダムポートオーソリティはIBM社と連携してロッテルダム港をデジタル化する事
業 に着手した。将来来航するコネクテッドシップや自律運航コネクテッドシップにも
サービスを提供できるようにする。そのためクラウドを用いるIoT技術を活用する。事業
はすべての情報 を集約する計器盤の設置から始められる。



2017年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

20 W.C.N. 2017.11
ZPMCが自動化港湾のための新ビジネスモデル
(Smart Port)を展開

岸壁用コンテナクレーン(STS)のメーカーで世界市場の約70％を握るZPMC社はコンテナ
ターミナルの開発運営のハードとソフトを一括してサービスするシステム”Smart Port”
を発表した。このシステムではZPMC社とMoffat & Nichol、Navis、Microsoftが協調す
る。（注：Moffat & Nichol :インフラ事業コンサルタント。Navis :TOC(terminal
operating system)などを提供する企業。)

19 W.C.N. 2017.11 50,000TEUコンテナ船が2067年までに出現か

Mckinsey & Coは50年後(2067年)のコンテナ輸送の姿を予測した報告書を発表した。それ
によれば、50,000teuのコンテナ船が巨大ハブ港間をシャトル運航し、コンテナを詰め込
んだコンテナにより一度一度に20個以上のコンテナを積み込み/積み下ろしする。輸送の
最後の部分にはドローンが用いられる。

18 Lloyd's List 2017 仁川2016コンテナ取扱量順位：世界第58位
仁川港の2016年のコンテナ取扱量は2,679,504teu、対前年比の伸び率は12.7%で、世界コ
ンテナ港湾ランキングの第58位に位置した。仁川新港は最初の部分が2015年に開業してお
り、現在は2つのターミナルを有し、両者合わせて201m teuの取扱能力がある。

17 Lloyd's List 2017 高雄2016コンテナ取扱量順位：世界第13位
高雄港の2016年のコンテナ取扱量は10,464,860teu、対前年比の伸び率は2.02%で、世界コ
ンテナ港湾ランキングの第13位を維持した。同港はInternational Container Terminal
№7を整備中で、これが全て完成すると同港の年間取扱容量が4.5m teu増加する。

16 W.C.N. 2017.11
Euromaxターミナルで1船1時間当たり200ムーブを
達成

ECT(Europe Container Terminal)のEuromax Terminal RotterdamはEvergreen社のコンテ
ナ船Triton(14,354teu)の荷役で1船1時間当たり200ムーブを超える記録達成した。荷役に
は最大7基の岸壁コンテナクレーンが使用された。

15 Lloyd's List 2017 2016コンテナ取扱量トップ100港
Lloyd's List Containers誌が集計した2016年取扱量によるコンテナ港湾Top100港が刊行
された。第1位は上海港（取扱量37,133,000TEU）であった。東京港は31位（4,700,000
TEU）、神戸港は55位、横浜港は57位、名古屋港は59位、大阪港は83位であった。

14 Splash247 2017.9
MSCが22,000teu巨大コンテナ船11隻を大宇造船海
洋に発注

Mediterranean Shipping Company (MSC)は、同社 が 22,000 teuクラスのコンテナ船11隻
を韓国のDaewoo Shipbuilding & Marine Engineering (DSME)に発注したことを認めた。
コンテナ船発注に関して史上最大級のものの一つであるこの発注の金額は明らかにされて
いない。

13 Splash247 2017.8
CMA CGMが記録破りの22,000 teu巨大コンテナ船
の発注を志向

CGM CMA社は近く22,000 teuクラスのコンテナ船を最大9隻発注する模様である。発注先は
中国のShanghai Waigaoqiao Shipbuilding (SWS)社と韓国のHyundai Heavy  Industries
(HHI)社の2社に絞られている。これによりCMA CGM社はコンテナ船の世界ランキグで第3位
の地を維持することなる。

12
DP World社プレリ

リース
2017.7 DP Worldがインドネシアの港湾開発運営を指南

DP World社とインドネシア政府は、インドネシアのBelawan港の操業能率改善並び に
Kuala Tanjung港と物流基地の開発についてDP World社が助言するという内容の協定に調
印した。DP World社はジャバ島東部のスラバヤでターミナルを運営しており、この経験が
助言をする助けとなる。

11 W.C.N. 2017.7 Madrid Maersk(20,586teu)が香港に寄港
Maersk海運のコンテナ船Madrid Maersk(20,586 teu)が処女航海で香港に寄港し、Modern
Terminals社がTerminal 9で荷役を行った。同船はMaersk海運のAE2サービスに投入され
る。

10
Lloyd's List
Containers

2017.4
Containerisation InternationalからLloyd's
List Containersへ

コンテナ海運に関する専門誌”Containerisation International”は創刊50周年を迎え、
”Lloyd's List Containers”に名前を変えて次の50年に向けて再出発した。同誌の創刊
当時には現在のコンテナ海運ビッグ３は存在しないかコンテナ海運に参画していなかっ
た。

9 海難船舶の避難場所および受入れ手順の現況
海難船舶の避難場所及び受入れに関しては国際海事機関(IMO)において「支援を必要とす
る船舶のための避難場所に関するガイドラン」が策定されている。この件に関するフラン
ス、イギリス、ドイツ及び日本の状況について調査結果を示す。

8 W.C.N. 2017.5 60ftコンテナがカナダ鉄道で試用
Canadian Tire社とCanadian Pacific Railはカナダ国内で鉄道と道路で使用するインター
モダール輸送用の60ftコンテナを開発した。このコンテナの自重は約6トン、最大許容重
量 （自重を含む）は約30トンである。

7 gCaptain 2017.5
OOCL Hong Kong(21,413teu)が世界最大のコンテ
ナ船に

2017年5月17日にOOCL社の新造コンテナ船がSamsung Heavy Industries社の造船所でOOCL
Hong Kongと命名された。同船の積載容量は21,413teuで、積載容量の比較での世界最大の
コンテナ船である。同船はOOCL社が発注した同型船6隻の第一船で、アジア・ヨーロッパ
航路 のLL1サービスに投入される。

6 MARITAIMEHERALD 2017.05 ドバイ港でコンテナクレーンが倒壊
2017年5月4日、ドバイ港のコンテナ港区 ”Jebel Ali”で係船作業中のコンテナ船が岸壁
に衝突し、クレーンを倒壊させた。コンテナ船はCMA CGM CentaurusA(11,356teu)であ
る。幸運にもこの事故による重傷者は無かった。

5 SPLASH247 2017.04 Maersk海運がHamburg Sudを買収に動く
Maersk社がHamburg Sud社を買収する件についてMaersk社とHamburg Sud社の親会社である
Oetker Groupそれぞれの理事会が承認を出した。ただし、この案件は当局の審査中であ
る。米国法務省および欧州委員会は既にこの案件を承認している。

4 SPLASH247 2017.04 MSC Danielaの積荷火災
シンガポールからスエズ運河に向かっていたコンテナ船MSC Danielaで2017年4月5日に船
尾側のコンテナから出火し他のコンテナへ燃え広がった。同船は行き先をコロンボに変更
し、そこでスリランカとインド合同消火隊が火災を消し止めた。

3 CMA CGM 2017.03
PSAとCMA CGMが共同で建設経営するターミナルの
能力が倍増

CMA CGM社とPSA社は共同でシンガポール港のPasir Panjangターミナルにあるライオン
ターミナルを建設運営している。2017年3月に同ターミナルの第二期工事による拡張部分
で業務が開始された。これにより同ターミナルの取扱能力は年間2百万TEUから4百万TEUに
増強された。

2 Port Technology 2017.03
世界最大のコンテナ船MOL Triumph(20,150TEU)竣
工

商船三井はSamsung Heavy Industries(SHI)社に4隻の20,150TEUコンテナ船を発注してい
るが、その第一船が2017年3月27日に引き渡しとなる。船名はMOL Triumphで船体の全長は
400m、全幅は58.8m、型深は32.8mである。SHI社は2017年中にさらに10隻の20,000TEUコン
テナ船を引き渡す予定である。

1 2017.2 横浜港南本牧ターミナルの取扱量概要(2016年)
横浜港南本牧ふ頭のコンテナターミナルの2016年の取扱量の概要を示す。併せて同ふ頭の
最も新しいターミナル(MC-3)の岸壁の概要を示す。



2016年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

15 C.I 2016 釜山2015コンテナ取扱量順位：世界第6位

釜山港の2015年のコンテナ取扱量は19,469,000TEUで、対前年比の伸び率は4.2％で世界コ
ンテナ港湾ランキングの第6位に位置した。釜山港は2016年に取扱量を2千万TEUの大台に
乗せるという目標を掲げているが2016年上半期の取扱量が対前年比マイナス1.8％で目標
の達成は容易ではない状況にある。

14 C.I 2016 香港2015コンテナ取扱量順位：世界第5位

香港港の2015年のコンテナ取扱量は20,114,000TEUで、同年の世界コンテナ港湾ランキン
グの第5位に位置した。しかし、この取扱量は対前年比ではマイナス9.7％であった。香港
は取扱量の減少傾向に歯止めを掛けるべく、ターミナルの集約や中東諸国との貿易拡大な
どの施策を進めている。

13 C.I 2016 寧波･舟山2015コンテナ取扱量順位：世界第4位

寧波･舟山港の2015年のコンテナ取扱量は20,620,000TEU、対前年比の伸び率は6.1％で同
港は世界コンテナ港湾ランキングで香港港と入れ替わり第4位に上昇した。同港は5バース
の大水深岸壁を有する新ターミナルを開業させたが、さらに5バースの大水深岸壁を有す
るターミナルの整備を進めておりこれにより超大型コンテナ船の受入体制が強化される。

12 C.I 2016 深圳2015コンテナ取扱量順位：世界第3位

深圳港の2015年のコンテナ取扱量は24,204,000TEU、対前年比の伸び率は0.7％で同港は世
界コンテナ港湾ランキングの第3位の地位を維持した。同港は海運の低迷と近隣港湾との
競争により厳しい状況に置かれている。しかしコンテナ船の大型化は同港にとって追い風
となっており大型コンテナ船への対応力のさらなる強化を進めている。

11 C.I 2016
シンガポール2015コンテナ取扱量順位：世界第2
位

シンガポール港の2015年のコンテナ取扱量は30,922,300TEUで同港は世界コンテナ港湾ラ
ンキング第2位の地位を維持した。しかし、対前年比の伸び率はマイナス8.7％で2009年以
降で初めての取扱量減少であった。同港のPasir Panjangターミナルでは2014年に操業を
開始したが、さらに第3期および第4期整備事業を進めている。またTuas港区の開発も進め
ており同港区の計画取扱能力は6千5百万TEUである。

10 C.I 2016 上海2015コンテナ取扱量順位：世界第1位

上海港の2015年のコンテナ取扱量は36,537,000TEU、対前年比の伸び率は3.5％で同港は世
界コンテナ港湾ランキングの第1位の地位を維持した。中国の貿易が低迷する状態の中
で、この伸び率を達成することは容易ではなかった。しかし同港は環境調和施策に力を入
れている。

9 C.I 2016 2015コンテナ取扱量トップ100港

Containerisation International誌が集計した2015年取扱量によるコンテナ港湾Top100港
が刊行された。第1位は上海港(取扱量36,537,000TEU)であった。東京港は29位
(4,629,000TEU)、横浜港は54位、神戸港は57位、名古屋港は58位、大阪港は72位であっ
た。

8 C.I 2016.10 世界コンテナ船の現況と将来

2016年10月現在の世界コンテナ船の隻数と総積載容量が示された。これらは積載容量によ
るコンテナ船の規模毎に示されている。世界のコンテナ船の総積載容量は2016年9月には
10万teu増加したが10月には1.9万teu減少した。2016年11月以降に引き渡しが予定されて
いる積載容量16,000teu以上のコンテナ船は62隻である。

7
Lloyd's Loading

List
2016.10 中国がマラッカ海峡に大水深港湾を建設

中国はマラッカ海峡でマラッカ市の沿岸に超大型石油タンカーを受入れることのできる港
湾 を建設する。この建設は2019年に完成の見込みである。この港湾はマラッカ・ゲート
ウェイ ・プロジェクトの一部をなすものであり、同プロジェクトには観光リゾート、3自
由貿易経済特区、臨海産業団地が含まれている。

6 C.I 2016.9
沈没したMOL Comfortの積荷賠償
－寧波の海事法廷で荷主が敗訴－

2013年6月にインド洋で沈没した商船三井のコンテナ船MOL Comfortの荷主側が賠償を求め
て寧波の海事法廷に提訴した。法廷は、沈没は船体強度の不足によるものでコンテナ船の
所有者および運航者に責任はないとし、荷主側が敗訴した。荷主側は上訴している。

5 W.C.N. 2016.9 高雄港のコンテナクレーンが台風で倒壊

2016年9月に発生したスーパ台風Meranti（日本名：台風14号）により、台湾高雄港のKao
Mingコンテナターミナルで、2基のコンテナクレーンが倒壊し、1基がブームを失い、1基
が軽微な被害を受けた。これは、近くの造船所で建造中の14,000teuコンテナ船が漂流
し、ターミナルに押し流されたことによるものである。

4 W.C.N. 2016.6 コンテナターミナルにおける衝突防止システム

Swiss TIP社とFalcon-IQ社は、radio frequency identificationを応用した衝突防止シス
テムを発表した。このシステムでは機材側の装置が作業員が装着している腕時計型端末を
検出し、相互の距離が危険な範囲にあれば腕時計型端末に振動を発生させ、作業員に危険
を知らせる。コンテナクレーンに装備し、クレーンがコンテナを降下させているときに直
下に作業員がいる場合は自動的に降下を停止させることも出来る。

3 W.C.N. 2016.6 クレーン・オペレーターの訓練用シミュレーター
2016年6月にTerex社は港湾クレーンのオペレーターのトレーニングプログラムを発表し
た。このトレーニングプログラムにはクレーン・シミュレーターが組込まれ、バーチャル
リアリティの技術が利用されている。

2
Lloyd's Loading

List
2016.6 コンテナ船の大型化は限界に達したか

超大型コンテナ船の大型化に関して寧波市で開催された「海のシルクロード港湾フォーラ
ム」での発言を含めてBai Jingtao氏およびHorace Lo氏の見解が紹介されている。2016年
5月現在、積載容量16,000teu以上の超大型コンテナ船は既に51隻が海上にあり66隻建造中
である。これまでのところ超大型コンテナ船は期待した有効性を実現しておらず、これ以
上大きなコンテナ船が出現するとは考え難い。

1 W.C.N. 2016.6 ロッテルダム港のコンテナ移動の合理化

2016年7月1日からロッテルダム港のマースフラクテにある5つのターミナルの間を移動す
るコンテナについて税関手続きがペーパレスとなる。これは港内のコンテナ移動の合理化
の第一ステップである。コンテナ移動のための専用道路を建設し港内用のトラクター等で
コンテナを移動させることも計画されている。



2015年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

29 C.I 2015.12 LNG燃料電池駆動20,000TEUコンテナ船

LNGを燃料とするタービンで発電し、その電気で駆動される20,000TEUのコンテナ船の開発
設計がDNV GL(船級機関)、CMA CGM(コンテナ船社)およびGTT(海洋燃料タンク製造専門企
業)によりなされた。当該コンテナ船は在来型のコンテナ船よりも船価は高いが貨物積載
効率はよいことが見出されている。

28
gCaptainウェブサ

イト
2015.4 OOCL社のメガコンテナ船は記録更新の21,100TEU

Orient Overseas Container Line(OOCL)社は韓国のSamsung Heavy Industries社に積載容
量21,100TEUのコンテナ船を6隻発注した。これは積載容量の記録を更新するものである。
これらのコンテナ船は2017年11月までに引き渡される。

27 2015 ロサンゼルス港に18,000TEUコンテナ船が初入港
コンテナ船CMA CGM Benjamin Franklin(約18,000TEU)が12月26日にロサンゼルス港に入港
した。これは北米の港湾において過去最大のコンテナ船の入港である。

26 C.I
天津(TIANJIN)(CHINA)2014コンテナ取扱量順位：
世界第10位

天津港の2014年のコンテナ取扱量は14,061,000teu、対前年比の伸び率は、8.1%で、世界
コンテナ港湾ランキングでは前年と同じく第10位に位置した。同港の成長には経済特区や
内陸 区25か所に設定した内陸港が寄与している。

25 C.I 2015 ドバイ2014コンテナ取扱量順位：世界第9位

ドバイ港の2014年のコンテナ取扱量は15,249,000teu、対前年比の伸び率は、11.8%で、世
界コンテナ港湾ランキングでは前年と同じく第9位に位置した。この業績にはTerminal2の
能力 増強が寄与した。2015年第3四半期には待望のTerminal3が稼働する。同港は
Terminal4の整備にも着手した。

24 C.I 2015 青島2014コンテナ取扱量順位：世界第8位

青島港の2014年のコンテナ取扱量は16,580,000teu、対前年比の伸び率は6.8%で、世界コ
ンテナ港湾ランキングでは順位を一つ下げて第 8位に位置した。同港は取扱量の拡大のみ
でなく効率化にも注目し、DongjiakouとAohsan Bayの新規ターミナル整備を減速し
Qianwanの既存ターミナル強化により多く資源を投入している。

23 C.I 2015 広州2014コンテナ取扱量順位：世界第7位

広州港の2014年のコンテナ取扱量は16,600,000teu、対前年比の伸び率は8.4%で、世界コ
ンテナ港湾ランキングでは第7位に位置した。同港は南沙地区で積極的な取扱能力を増強
しつつあり、これにより市場占有率を高めようとしている。また、国際海運のセンターと
なることを意図している。

22 C.I 2015 釜山2014コンテナ取扱量順位：世界第6位

釜山港の2014年のコンテナ取扱量は19,678,000TEU対前年比の伸び率は5.6％であったが世
界コンテナ港湾ランキングでは順位を一つ落とし第6位に位置した。釜山港は新しいバー
スの増設、物流基地の整備、旧港と新港間のコンテナ輸送の最適化のための情報プラット
ホームの運用などにより北東アジアの要としての地位を維持しようとしている。

21 C.I 2015 寧波2014コンテナ取扱量順位：世界第5位

寧波港の2014年のコンテナ取扱量は18,700,400TEU対前年比の伸び率は11.5％で世界コン
テナ港湾ランキング第5位へ順位を上げた。同港は中国内陸部との接続を強化し、より大
きなコンテナ船への対応力を強化することにより業績の拡大を図っている。さらに海外へ
の展開も指向している。

20 C.I 2015 香港2014コンテナ取扱量順位：世界第4位

香港港の2014年のコンテナ取扱量は22,226,300teu対前年比の伸び率はマイナス0.6％で
あった。同港は世界コンテナ港湾ランキングの第4位の地位を維持した。香港港は2005年
までは世界第1位の座にあったが、その後徐々に順位を下げている。同港は様々な困難に
直面しており、その低迷状況は続くと思われる。

19 C.I 2015 深圳2014コンテナ取扱量順位：世界第3位

深圳港の2014年のコンテナ取扱量は24,037,300teu対前年比の伸び率は3.3％で同港は世界
コンテナ港湾ランキングの第3位の地位を維持した。同港の国際貨物は5％伸びて国内貨物
の減少を補って余りがあった。同港は東南アジアおよび中東の経済圏との結びつきを強化
して取扱量の増大を目指している。

18 C.I 2015
シンガポール2014コンテナ取扱量順位：世界第2
位

シンガポール港の2014年のコンテナ取扱量は33,869,000teu対前年比の伸び率は5.1％で同
港は世界コンテナ港湾ランキングの第2位の地位を維持した。同港のPasir Panjangターミ
ナルは2014年に操業を開始したが、さらに第3期および第4期計画を進めている。またTuas
港区の開発も進めており同港区の計画取扱能力は6千5百万teuである。

17 C.I 2015 上海2014コンテナ取扱量順位：世界第1位

上海港の2014年のコンテナ取扱は35,285,000TEU、対前年比の伸び率は5％で同港は世界コ
ンテナ港湾ランキングの第1位の地位を5年連続で維持した。上海自由貿易地域は発展して
おり同港の業績に寄与した。同港は施設の新設や高度化に努めているが将来的には超大型
コンテナ船の受入れに困難が発生するかもしれない。

16 C.I 2015 2014コンテナ取扱量トップ100港

Containerisation International誌が集計した2014年取扱量によるコンテナ港湾Top100港
が刊行された。第1位は上海港(取扱量35,285,000TEU)であった。東京港は29位
(4,894,511TEU)、横浜港は52位、名古屋港は56位、神戸港は59位、大阪港は62位であっ
た。

15 W.C.N. 2015.8 インドがイランのChabahar港湾に234億円を投資
インドはイランのほぼ最南東部にあるChabaharの港湾開発に234憶円を投資する。インド
はコンテナ、雑貨、バルク貨物を取り扱う岸壁2バースを10年間賃借し、賃借終了時に機
材の所有権をイラン側に無償で引渡す。

14 W.C.N. 2015.8
ロッテルダム港のECT Cityコンテナターミナルが
閉鎖へ

ロッテルダム港のECT Cityコンテナターミナルは1967年に開業した。本格的なコンテナ
ターミナルのモデルの一つとして多くの関係者の注目を浴びた。このターミナルが取扱量
の減少により閉鎖される。ECT社は従業員の異動、機材の移設・売却・廃棄などの作業を
進めている。
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2015.6 超大型コンテナ船の発注ラッシュ

Cosco社は近々20,000TEUのコンテナ船を9隻発注する模様である。アジア・ヨーロッパ航
路では各海運同盟が超大型コンテナ船による運航を目指しており超大型コンテナ船の発注
競争が続いている。発注済みの18,000TEU以上のコンテナ船は88隻に達している。

12 W.C.N. 2015.6 コンテナターミナルにセンサー革命を

APM Terminals社の設計･自動化部長(Head,Desigh and Automation)Alex Duca氏は2015年6
月にロッテルダムで開催されたTOC CSC Europe(ヨーロッパターミナル運営会議/コンテ
ナ･サプライ･チェーン会議)においてコンテナ取扱機材についての「センサー革命」を提
唱した。

11 C.I 2015.4
MSC Oscar 19,224teu現在稼働中の世界最大コン
テナ船

Mediterranean Shipping Co(MSC)のコンテナ船MSC Oscar(19,224teu)が2015年3月中旬に
英国のFelixstowe港に寄港した。この時点で同船は世界で稼働する最大のコンテナ船で
あった。同船の概要を紹介する。

10 C.I 2015.3 世界のトップコンテナ港湾は成長に備え⑦
世界コンテナ港湾トップ30港のランキングをContainerisation International誌が発表し
た。併せて、このデータを踏まえてトップ・コンテナ港湾の動向を展望した。本資料では
北米および中米のコンテナ港湾の動向を展望した。



2015年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

9 C.I 2015.3 世界のトップコンテナ港湾は成長に備える⑥
世界コンテナ港湾トップ30港のランキングをContainerisation International誌が発表し
た。併せて、このデータを踏まえてトップ・コンテナ港湾の動向を展望した。本資料では
中東および南アジアのコンテナ港湾の動向を展望した。

8 C.I 2015.3 世界のトップコンテナ港湾は成長に備える⑤
世界コンテナ港湾トップ30港のランキングをContainerisation International誌が発表し
た。併せて、このデータを踏まえてトップコンテナ港湾の動向を展望した。本資料では地
中海のコンテナ港湾の動向を展望した。

7 C.I 2015.3 世界のトップコンテナ港湾は成長に備える④
世界コンテナ港湾トップ30港のランキングをContainerisation International誌が発表し
た。併せて、このデータを踏まえてトップコンテナ港湾の動向を展望した。本資料では
ヨーロッパ北部のコンテナ港湾の動向を展望した。

6 C.I 2015.3 世界のトップコンテナ港湾は成長に備える③
世界コンテナ港湾トップ30港のランキングをContainerisation International誌が発表し
た。併せて、このデータを踏まえてトップコンテナ港湾の動向を展望した。本資料ではア
ジア(中国以外)のコンテナ港湾の動向を展望した。

5 C.I 2015.3 世界のトップコンテナ港湾は成長に備える②
世界コンテナ港湾トップ30港のランキングをContainerisation International誌が発表し
た。併せて、このデータを踏まえてトップコンテナ港湾の動向を展望した。本資料では中
国のコンテナ港湾の動向を展望した。

4 C.I 2015.3 世界のトップコンテナ港湾は成長に備える①
世界コンテナ港湾トップ30港のランキングをContainerisation International誌が発表し
た。これに基づきトップコンテナ港湾の動向を展望した。世界および上海、シンガポー
ル、香港の動向を展望した。

3 W.C.N. 2015.3 クレーン運転の分野に革命的状況が

香港にコンテナクレーンの女性運転員が誕生した。また世界の各地でコンテナクレーンの
自動化や遠隔操作への転換が進んでいる。これらの状況は女性など新しい階層の人々がク
レーン運転の分野に参入してくる可能性を示している。また、これらの状況がコンテナ
ターミナルの労務費の低減に寄与するであろう。しかし、同時にこれらの事態が既にク
レーン運転員として働いている要員の既得権益と衝突する可能性もある。

2
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2015.3

商船三井の20,150TEUコンテナ船をLloyd's
Registerが審査

商船三井は積載コンテナ数20,150TEUのコンテナ船4隻を韓国のサムスン重工業に発注し
た。また長期契約により同型船2隻を傭船するが、これは今治造船で建造される。サムス
ン重工業が建造する4隻はロイド船級協会が審査する。

1
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C.I

2015.1/2 海運界で最も影響力を有する100人第1位習近平

Lloyd's List社は「海運界で最も影響力を有する100人」の2014年版を公表した。また
Containerisation International誌は「コンテナ海運で最も実力を有する20人」と題する
記事を掲載した。この両方の順位表で第1位は習近平氏であった。二つの順位表と習近平
氏についての解説を収録する。



2014年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

36 W.C.N. 2014.12
遠隔操作コンテナクレーンがサウジアラビアのダ
ンマーム港に

サウジアラビアのダンマーム港のInternational Port Services社のターミナルに遠隔操
作コンテナクレーンが納入された。これにより同ターミナルは遠隔操作コンテナクレーン
を装備する世界で第四番目のターミナルとなった。ダンマーム港に納入されたクレーンに
は遠隔操作機能に加えてトロリーに従来型の操作室も装備されている。

35 C.I 2014.12
拡張パナマ運河は2016年の早い時期に供用開始の
見込み

パナマ運河長官はパナマ運河の新しい閘門の供用開始が2016年の第一四半期となる可能性
が高いと述べた。また新しい閘門を通過できる最大のコンテナ船は当初13,200TEUとし運
用の経験を積んだ後14,000TEUとなると述べた。
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2014.12

世界最大のコンテナ船MSC Oscar(19,224teu)が就
航

Mediterranean Shipping Co(MSC)社は1月にコンテナ船MSC Oscar(19,244teu)を就航させ
る。その時点で同船が稼働している世界最大の積載容量のコンテナ船となる。同船の船長
は395.4m、船幅は59mである。MSC社は超大型コンテナ船の発注に積極的で19,000teuクラ
スのコンテナ船6隻を発注済である。その他Maersk、MOL、OOCL、Evergreenなどの各社も
超大型コンテナ船の発注を検討している。

33
Lloyd's Loading

List
2014.11

アジア・ヨーロッパ航路への24,000TEUコンテナ
船の投入は近いか

アジア・ヨーロッパ航路のコンテナ輸送については輸送能力の供給が需要を大幅に上回っ
ており急激な料金低下が発生している。それにもかかわらず船社はスロット当たりの経費
を節減して競争力を維持するために更に大型のコンテナ船に注目している。DNV GLの役員
は技術的には24,000TEUの建造が可能となる日が近い、と述べている。

32
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2014.10 貨物データの電子化が義務に

国際海事機関(IMO)の合理化委員会は入港・港内滞在・出港時に船舶・乗組員・乗客・手
荷物・貨物について提出される書類の電子化を義務づける案を承認した。これが2016年の
委員会総会で採決されればその15か月後に発効する。

31 C.I 2014 天津2013コンテナ取扱量順位：世界第10位
天津港の2013年のコンテナ取扱量は13,010,000teu対前年度比の伸び率は5.7％で世界コン
テナ港湾ランキング第10位に位置した。天津濱海新地区プロジェクトが大企業の誘致を目
指しており天津港は、これが同港の更なる発展に寄与することを期待している。

30 C.I 2014 ドバイ2013コンテナ取扱量順位：世界第9位
ドバイ港の2013年のコンテナ取扱量は13,641,000teu対前年度比の伸び率は2.7％で世界コ
ンテナ港湾ランキング第9位に位置した。同港は取扱能力の増強を続けておりドバイ港の
コンテナ取扱が集中するJebel Ali港全体の取扱能力を19m teuとすることとしている。

29 C.I 2014 広州2013コンテナ取扱量順位：世界第8位
広州港の2013年のコンテナ取扱量は15,309,000TEU対前年比の伸び率は3.7％で世界コンテ
ナ港湾ランキング第8位に位置した。同港の取扱量は2002～2012年の10年間で434％増加し
た。その伸びは低くなったが近隣の深圳港や香港港よりは高い伸びを維持している。

28 C.I 2014 青島2013コンテナ取扱量順位：世界第7位

青島港の2013年のコンテナ取扱量は15,520,000TEU対前年比の伸び率は7％で世界コンテナ
港湾ランキング第7位の順位を維持した。同港は18,000TEUまでの大型船を受け入れること
ができ同港にとり海運業界のより大きなコンテナ船への指向が追い風となっている。この
業界の流れに沿って青島港はその取扱量能力を更に拡大することを計画している。

27 C.I 2014 寧波2013コンテナ取扱量順位：世界第6位
寧波港の2013年のコンテナ取扱量は17,351,000teu対前年比の伸び率は7.3％で世界コンテ
ナ港湾ランキング第6位の順位を維持した。同港は海運業界のより大きなコンテナ船への
指向に沿って、その取扱能力をさらに拡大することを計画している。

26 C.I 2014 釜山2013コンテナ取扱量順位：世界第5位

釜山港の2013年のコンテナ取扱量は17,686,099teu対前年比の伸び率は3.8％で世界コンテ
ナ港湾ランキング第5位の順位を維持した。同港はコンテナ取扱を新港に集約し新港は
2020年までに40バースを備え15.8m teuを取扱うことを目指す。旧港はウォーターフロン
トおよび観光センターとして再開発し2020年までに開業する予定である。

25 C.I 2014 香港2013コンテナ取扱量順位：世界第4位
香港港の2013年のコンテナ取扱量は22,352,000TEU対前年比の伸び率はマイナス3.3％で深
圳港と入れ替わり同港は世界コンテナ港湾ランキング第4位に順位を下げた。同港にとり
深圳港や広東州の港湾など中国南部で発展する港湾が脅威となっている。

24 C.I 2014 深圳2013コンテナ取扱量順位：世界第3位

深圳港の2013年のコンテナ取扱量は23,278,000TEU対前年比の伸び率は1.5％で香港と入れ
替わり同港は世界コンテナ港湾ランキング第3位の地位を獲得した。同港には18,000TEUク
ラスのコンテナ船を同時に複数隻受入れることが出来る施設があり、これが香港に対する
同港の優位性を維持する助けとなっている。

23 C.I 2014
シンガポール2013コンテナ取扱量順位：世界第2
位

シンガポール港の2013年のコンテナ取扱量は32,240,000TEU対前年比の伸び率は3.1％で同
港は世界コンテナ港湾ランキングの第2位の地位を維持した。同港は取扱量が3千万TEUを
超えた2校の一つであり、これは同港が世界最大コンテナ積替えハブであることを反映し
たものである。同港の最も先進的なPasir Panjang Terminalは23列積のコンテナ船に対応
できるコンテナクレーンを備え2014年上半期に稼働状態となった。

22 C.I 2014 上海2013コンテナ取扱量順位：世界第1位

上海港の2013年のコンテナ取扱量は33,617,000TEU、対前年比の伸び率は3.3％で同港は世
界コンテナ港湾ランキング第1位の地位を維持した。2013年に洋山港の主航路が2レーンと
なり船舶の運航の遅延が緩和され船社には経費の節減が同港には取扱量と収入の増加がも
たらされた。

21 C.I 2014 2013コンテナ取扱量トップ１００港

Containerisation International誌が集計した2013年取扱量によるコンテナ港湾Top100港
が刊行された。第1位は上海港(取扱量33,617,000TEU)であった。東京港は28位
(4,860,764TEU)、横浜港は48位、名古屋港は51位、神戸港は56位、大阪港は60位であっ
た。

20 Port of Seattle 2014.1
シアトル港とタコマ港がターミナルの経営を統合
へ

シアトル港とタコマ港は両港のターミナルおよび、それに関連する事業について港湾同盟
(Port alliance)を形成し一体とした運営により競争力の強化を図ることとした。今後、
詳細検討を行い連邦海事委員会の承認を経て一人のCEOが両港のターミナル事業を指揮す
る。
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2014.7 MaerskとMSCが2M海運同盟を発表

Maersk LineとMediterranean Shipping Company(MSC)の2社は期間10年間の船腹融通同意
(vessel-sharing agreement,VSA)を発表した。両社は、この合意を2Mと称している。この
合意のもとにおかれる船舶は約185隻、その公称積載容量は2.1百万TEUである。この発足
時期は2015年の早い時期が予定されているが関係当局への折衝により影響を受ける可能性
がある。

18 C.I 2014.6
世界のゲートウェイ港湾の展望(ラテンアメリカ
編)

ラテンアメリカ地域のゲートウェイ港湾の動向を展望する。Santos港は取扱量を伸ばして
いる。また、同港でDP World社とAPM Terminals社が新しいターミナルの運用を開始し
た。アルゼンチンのLaPlataにあるICTSI社の新しいターミナルも注目に値する。ラテンア
メリカ地域の大きな問題は拡幅されたパナマ運河の影響である。

17 C.I 2014.6
世界のゲートウェイ港湾の展望(アフリカ・地中
海編)

アフリカ・地中海のゲートウェイ港湾の動向を展望する。この地域の港湾は基本的には積
替えハブであり浮沈みが激しい。Valencia港とBarcelona港は基本的には輸出入港湾であ
る。アフリカで港湾を建設することは難しくはないが港湾から出たコンテナを運ぶための
内陸の社会基盤施設は整備が著しく遅れている。
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16 C.I 2014.6 世界のゲートウェイ港湾の展望(北米編)

北米のゲートウェイ港湾の動向を展望する。Tacoma港やSeattle港など規模の小さいター
ミナルで構成される港湾が隣り合っている場合、新しいビジネスモデルをどう受け入れて
いくかは難しい問題である。拡幅されたパナマ運河については未だにその通航料も不明で
その影響も見通しが難しい。北米の港湾にとって陸上輸送との接続が問題でトラックと鉄
道の問題は続くであろう。

15 C.I 2014.6 世界のゲートウェイ港湾の展望(北ヨーロッパ編)

北ヨーロッパのゲートウェイ港湾の動向を展望する。Hambur港は2013年に対前年度比で取
扱量を伸ばした。Rotterdam港では拡張部分のMaasvlakte2に建設中の二つのターミナルが
2014年後半に開業する予定である。Antwerp港ではMSC社が全ての業務をDeurganckドッグ
に集約した。英国ではLondon Gatewayターミナル、Felixstowe港、Southampton港が競争
を展開している。

14 C.I 2014.6 世界のゲートウェイ港湾の展望(アジア編)

アジアのゲートウェイ港湾の動向を展望する。上海港はその地位を維持し拡大を続けるで
あろう。香港は取扱量を減らし苦戦している。深圳の港湾との競争が激しい。中国南部の
製造業が労働力の安い北部へ移動しており渤海湾の港湾が恩恵を受けている。Port Klang
は積替え機能に疑問はあるがマレーシアへの玄関港湾としての地位は維持するであろう。

13 C.I 2014.6 コンテナの全数スキャンの実施が再延期に

米国は全ての米国向けコンテナを積出港において放射線探知機器とコンテナ内部の透視画
像を得るための非接触型検査機器によるスキャニングを行うことを求めることとしてい
る。この処置の実施開始は2012年7月1日とされていたが2年間延期されていた。今回さら
に2年間延長されることとなった。

12
Lloyd's Loading

List
2014.6 P3海運同盟を中国商務省が屠る

中国商務省は独占禁止に関わる審査を経てMaersk、MSC、CMA CGMの3社が計画していたP3
海運道営の承認を拒否した。同省は3社に対して異議申し立てを認めていない。これを受
けてMaersk社は、その声明の中で｢P3海運同盟が当初計画の形で世に出てくることはない｣
と述べた。

11
Lloyd's Loading

List
2014.5

流出したコンテナ500個の探索をフランスが
Maerskに命令

今年(2014年)の2月、嵐のためフランス大西洋岸の沖合の公海上でSvendborg Maerskの船
上からコンテナ約500個が流出した。フランス政府は漁民がコンテナの沈んでいる海域を
避けて漁網の損傷を防ぐためMaersk海運に対して海底に沈んでいるコンテナの位置を正確
に表示した地図情報を作成するよう要求した。

10 Maersk Line web 2014
P3海運同盟の予定航路(Transpacific)で寄港する
港湾

Maersk Line、MSC、CMA CGMの3社が発足準備を進めているP3海運同盟の予定航路で
（Transpacific）で寄港する港湾を示す。

9 Maersk Line web 2014
P3海運同盟の予定航路(Asia･Europe)で寄港する
港湾

Maersk Line、MSC、CMA CGMの3社が発足準備を進めているP3海運同盟の予定航路でAsia･
Europe航路（西行）で寄港する港湾を示す。

8
Lloyd's Loading

List
2014.4

ロサンゼルス港とロングビーチ港の合併を特別委
員会が提示

釜山港は環境対策に優れた船舶を目指すようにするための動機づけとして環境対策船舶指
数による評価が優れた船舶には入港料を15％割引く特典を与える施策を発表した。また特
典を受けた船舶を同港のＩＴシステムに登録し評価基準に適合する船舶には自動的に特典
を与えることとした。

7
Lloyd's Loading

List
2014.3 P3海運同盟を米国連邦海事委員会が承認

米国連邦海事委員会はP3海運同盟を委員5名の投票により賛成4、反対1で承認した。
Maersk社のスポークスマンは「これは必要な行政地域のすべてで承認を得るための重要な
前進である」と述べた。反対した委員は「これは実質的には合併である」と反対の理由を
説明した。

6
Lloyd's Loading

List
2014.3 釜山港が環境対策船に対し入港料を15％割引き

釜山港は環境対策に優れた船舶を目指すようにするための動機づけとして環境対策船舶指
数による評価が優れた船舶には入港料を15％割引く特典を与える施策を発表した。また特
典を受けた船舶を同港のＩＴシステムに登録し評価基準に適合する船舶には自動的に特典
を与えることとした。

5
Lloyd's Loading

List
2014.2 折り畳み式40ftコンテナの実物試験が進む

Holland Container Innovation社は折り畳みコンテナ(ブランド名：4FOLD)の実用試験を
進めている。同コンテナは折り畳むと体積が通常コンテナの四分の一となり積み重ねるこ
とのできる。

4
Port Felixstowe

Website
2014.2

Felixstowe港が次世代メガコンテナ船への対応の
ため岸壁を拡張

英国の代表的コンテナ港湾であるFelixstowe港の第8，9バースを190m拡張することが
Marine Management Organisationから承認された。拡張後のバースは水深18mでコンテナ
クレーンはデッキ上船幅方向に25列にコンテナを積んだコンテナ船に対応できる。

3
Lloyd's Loading

List
2014.2

MOL Comfort事故で商船三井が三菱重工業に賠償
を請求

商船三井は三菱重工業を相手取り2013年6月17日にインド洋で破断沈没したMOL Comfortの
損害賠償を求める訴訟を起こした。同船の事故原因は確定していないが商船三井、三菱重
工業日本船級協会により行われた調査はMOL Comfortは船長方向に凸状の変形をした後、
船体中央部の船底部分から破損したと推定している。

2 W.C.N. 2014.10
巨大コンテナクレーンがロッテルダム港ECTに到
着

ロッテルダム港のECT Deltaターミナルに設置されるコンテナクレーン5基が上海のZPMC社
から喜望峰を回る2ヶ月の航路を経てロッテルダム港に到着した。クレーンのアウトリー
チは72.5m、揚程は50mで甲板上に25列にコンテナを積載したコンテナ船に対応できる。

1 Sea News Turkey 2014.1 コンテナ船とLNGタンカーがマラッカ海峡で衝突
2013年12月29日コンテナ船‘Hanjin Itary'とLNGタンカー‘Al Gharrafa’がシンガポー
ル沖合のマラッカ海峡で衝突し‘Al Gharrafa’の船首は著しく損傷した。事故による死
者はなく汚染も発生していない。
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56
Lloyd's Loading

List
2013.11

P3海運同盟は米国航路へ19,200TEUコンテナ船の
配線を示唆

P3海運同盟を計画しているMaersk Line、MSC、CMA CGMの3社は米国の連邦海事
委員会に説明書類を提出した。提出書類により計画されている同盟のより詳細
が明らかになった。その中で10年以内に19,200TEUのコンテナ船が米国航路に配
船される可能性が示唆されている。

55 C.I 2013
Ho Chi Minh City(Vietnam)2012コンテナ取扱量
世界25位

Ho Chi Minh City港の2012年のコンテナ取扱量はCai Mep港を含めて
5,060,000TEU、対前年比の伸び率は5.1％で同港は世界コンテナ港湾ランキング
の第25位に位置した。Cai Mep International Terminalは大水深の新しいター
ミナルであるが2012年には586,749TEUを取扱った。

54 C.I 2013
NEW YORK/NEW JERSEY(US)2012コンテナ取扱量世
界24位

NEW YORK/NEW JERSEY港の2012年のコンテナ取扱量は5,529,909TEU、対前年比の
伸び率は0.5％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第24位に位置した。同港
ではBayonne橋の嵩上げターミナルの拡張、急行鉄道積み替えターミナルの建設
などのプロジェクトが進められている。

53 C.I 2013
LAEM CHABANG(THAILAND)2012コンテナ取扱量世界
23位

Laem Chabang港の2012年のコンテナ取扱量は5,830,000TEU、対前年比の伸び率
は3％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第23位に位置した。同港は2020年
に年間取扱能力を18百万TEUとするべく港湾の整備を進めている。現在は同港で
取扱うコンテナの88％が道路輸送によっており鉄道輸送によるものは9.5％に過
ぎないが鉄道輸送による者の比率を20％とするべく鉄道ターミナルの整備も進
めている

52 C.I 2013 LONG BEACH(US)2012コンテナ取扱量世界22位

Long Beach港の2012年のコンテナ取扱量は6,045,662TEU、対前年比の伸び率は
マイナス0.3％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第22位に位置した。同港
は$4.5bn（約4,500憶円）を投資して港湾の整備を進めており、その中には新世
代のコンテナ船に対して橋下空間が不足しているGerald Desmond橋の架け替え
が含まれる。

51 C.I 2013 BREMEN/BREMERHAVEN2012コンテナ取扱量世界21位

BREMEN/BREMERHAVEN港の2012年のコンテナ取扱量は6,115,211TEU、対前年比の
伸び率は3.4％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第21位に位置した。同港
の近くでドイツ唯一の大水深コンテナ港湾JadeWeserPortが2012年9月に操業し
ており同港が、その影響を受けるのではないかという懸念がある。

50 C.I 2013 TANJUNG PRIOK2012コンテナ取扱量世界20位

Tanjung Priok港の2012年のコンテナ取扱量は6,200,000TEU、対前年比の伸び率
は9.8％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第20位に位置した。同港の現在
の年間取扱能力は5百万TEUで混雑が発生している。その対策として既存施設に
隣接する場所Kalibaruに新しいターミナル群を開発している。

49 C.I 2013 XIAMEN2012コンテナ取扱量世界19位

Xiamen港の2012年のコンテナ取扱量は7,201,700TEU、対前年比の伸び率は
11.6％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第19位に位置した。同港には大
手コンテナ船社が毎週配船する航路が200航路いじょうあり同港は中国南東部に
おける積み替えセンターとしての地位を確立しつつある。

48 C.I 2013 TANJUNG PELEPAS2012コンテナ取扱量世界18位

Tanjung Pelepas港の2012年のコンテナ取扱量は7,700,000TEU、対前年比の伸び
率は2.4％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第18位に位置した。同港は
Triple-Eクラスのコンテナ船に対応できる岸壁2バースを2014年5月までにフル
操業状態に持っていく予定で、これにより同港の取扱能力は10.5百万TEUとな
る。

47 C.I 2013 大連2012コンテナ取扱量世界17位
大連港の2012年のコンテナ取扱量は8,060,400TEU、対前年比の伸び率は25.9％
で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第17位に位置した。同港は積替え貨物
を増やすため自らの船による渤海湾を巡る航路を開設した。

46 C.I 2013 ロスアンゼルス2012コンテナ取扱量世界16位

ロスアンゼルス港の2012年のコンテナ取扱量は8,077,714TEU、対前年比の伸び
率は1.7％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第16位に位置した。同港はパ
ナマ運河の拡幅が完了した後も米国への貨物がメキシコ湾岸や大西洋岸の港湾
経由ではなく太平洋岸を通じて運ばれ続けるよう努力を続けている。

45 C.I 2013 アントワープ2012コンテナ取扱量世界15位

アントワープ港の2012年のコンテナ取扱量は8,635,169TEU、対前年比の伸び率
はマイナス0.3％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第15位に位置した。
2012年の同港へのコンテナ船の寄港数は減少したが10,000TEUまたはそれ以上の
大型コンテナ船の寄港数は増加している。同港は入出港の容易さを高める整備
事業を進めている。

44 C.I 2013 ハンブルグ2012コンテナ取扱量世界14位

ハンブルグ港の2012年のコンテナ取扱量は8,863,896TEU、対前年比の伸び率は
マイナス1.7％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第14位に位置した。同港
では将来を見据えて四主要ターミナルの整備計画をスタートさせており、それ
らが完成すると同港の取扱能力は2千万TEUを超えることになる。

43 C.I 2013 高雄2012コンテナ取扱量世界13位

高雄港の2012年のコンテナを取扱量は9,781,221TEU、対前年比の伸び率は1.5％
で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第13位に位置した。同港では
Kaohsiung's International Container Termialの整備第2期計画として2バース
の整備が進められている。これらは2014年に操業可能となり、その時点でター
ミナルの取扱能力は実質3mTEUとなる。

42 C.I 2013 ポートクラン2012コンテナ取扱量世界12位

ポートクラン港の2012年のコンテナ取扱量は10,000,000TEU、対前年比の伸び率
は4.1％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第12位に位置した。同港では北
港と西港で取扱能力を拡大するためにターミナルの拡張が続けられ新鋭の機材
にも投資が行われている。

41 C.I 2013 ロッテルダム2012コンテナ取扱量世界11位

ロッテルダム港の2012年のコンテナ取扱量は11,865,916TEU、対前年比の伸び率
はマイナス0.1％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第11位に位置した。同
港では新規開発地域MaasvlakteⅡで最終的な年間取扱能力4.5mTEUおよび4mTEU
の二つのターミナルが2014年に操業を開始する。

40 C.I 2013 天津2012コンテナ取扱量世界第10位

天津港の2012年のコンテナ取扱量は12,300,000TEU、対前年度比の伸び率は
6.2％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第10位に位置した。同港は集荷基
地の増設や輸出手続きのオンライン化など顧客獲得の方策を実施しており新た
な航路の配線や使用船舶の大型化などの成果が見られている。

39 C.I 2013 ドバイ2012コンテナ取扱量世界第9位

ドバイ港の2012年のコンテナ取扱量は13,270,000TEU、対前年度比の伸び率は
2.1％で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第9位に位置した。同港は10隻の
Triple-Eコンテナ船(18,000TEU)を同時に受け入れられるようにするため必要な
浚渫を行っている。
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38 C.I 2013 青島2012コンテナ取扱量世界第8位

青島港の2012年のコンテナ取扱量は14,503,000TEU、対前年比の伸び率は11.4％
で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第8位に位置した。青島港は2015年に取
扱量を20m(百万)teu、2020年に30m teuとすることを目標としており、そのため
に港湾施設やロジスティクス施設の建設を進めている。

37 C.I 2013 広州2012コンテナ取扱量世界第7位

広州港の2012年のコンテナ取扱量は14,743,600TEU、対前年のの伸び率は3.4％
で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第7位に位置した。広州市は広州港の取
扱能力を拡大するために2012年からの5年間で4,100憶円の投資を行いと約束し
ている。

36 C.I 2013 寧波2012コンテナ取扱量世界第6位

寧波港の2012年のコンテナ取扱量は15,670,000TEU、対前年比の伸び率は8％
で、同港は世界コンテナ港湾ランキングの第６位に位置した。寧波港は
18,000TEUコンテナ船を考慮した岸壁が進められておりAPM Terminals社と港湾
当局はMeishanに取扱能力を2.8TEUの岸壁を整備するためジョイントベンチャー
を設立した。

35 C.I 2013 釜山2012コンテナ取扱量世界第5位

釜山港の2012年のコンテナ取扱量は17,046,177TEU、対前年比の伸び率は5.3％
で同港は世界コンテナ港湾ランキングの第5位に位置した。釜山港は旧来の港湾
である釜山北港とその西にある釜山新港から成るが2012年に初めて新港の取扱
量を超えた。

34 C.I 2013 深圳2012コンテナ取扱量世界第4位

深圳港の2012年のコンテナ取扱量は22,940,130TEU対前年比の伸び率は1.6％で
同行は世界コンテナランキングの第4位に位置した。同港は4か所に分散する
ターミナル群により構成されているが、これらのターミナル間のフィーダー輸
送の増加に寄与している。

33 C.I 2013 香港2012コンテナ取扱量世界第3位

香港港の2012年のコンテナ取扱量23,117,000TEUであったが、対前年度比はマイ
ナス5.2％であった。コンテナ港湾世界第3位の座はかろうじて維持した。中国
本土の港湾にコンテナ船を直接寄港させる船社が増えて香港港は需要の減少が
止まらないという困難に直面している。

32 C.I 2013 シンガポール2012コンテナ取扱量世界第2位

2102年にコンテナ取扱量31,649,400TEUを達成しコンテナ港湾世界第二位の座を
維持するとともに世界で二番目の3千万TEUの大台を超えた港湾となった。
KeppelおよびBraniの既存ターミナルの機能向上を図るとともにPasil Panjang
に自動コンテナヤードの整備を進めている。

31 C.I 2013 上海2012コンテナ取扱量世界第1位

上海港は2012年のコンテナ取扱量32,529,000TEUを達成しコンテナ港湾世界第一
位の座を維持した。しかし同港の取扱量の対前年比の伸びは2.5％にとどまり
2001年に中国が世界貿易機関(WTO)に加盟して以来毎年2桁の伸びを享受してき
た同港としては不満足の結果であった。同港は毎年年3％の伸びを確保するべく
施策を実施中である。

30 C.I 2013 2012コンテナ取扱量トップ100港

Containerisation International誌の集計による2012年取扱量によるコンテナ
港湾TOP100港が刊行された。第1位は上海港(取扱量32,529,000TEU)であった。
東京港は28位(4,751,653TEU)であった。東京港は28位(4,751,653TEU)、横浜港
は43位、名古屋港は50位、神戸港は52位、大阪港は57位であった。

29 PEMA Website 港湾機材製造者協会(PEMA)

港湾機材製造者協会は2004年に設立されたベルギーの法律に基づく収益を意図
しない国際協会である。世界の港湾の機材と技術のために交流と情報交換のた
めの共通の場(フォーラム)を提供し公的に発言することを目的として各種の活
動を行っている。

28
Port of

Felixstowe
Website

2013.10 Felixstiwe港で超大型コンテナ船の四重奏

英国最大のコンテナ港湾であるFelixstowe港に24時間のうちに超大型コンテナ
船4隻が入港した。それらの船は13,000TEU MSC Capella、18,000TEU Majestic
Maersk、13,400TEU Cosco Englandおよび14,000TEU MSC Gaiaであった。同港の
所有者であるハッチソン埠頭(英国)会社のPaul Davey氏は、このことは同港の
超大型船の同時多数の寄港に対処する卓越した能力を示すものであると述べて
いる

27
Lloyd's Loading

List
2013.09 港湾インフラの世界最高はオランダ

世界経済フォーラムが発表した'国際競争力レポート2013-2014'では港湾インフ
ラの整備度が最も高いのはオランダとされた。日本の港湾インフラは第30位で
あった。港湾､空港､鉄道､道路電話･エネルギーを総合した評価ではスイスが最
高位を占め日本は第14位であった。

26 C.I 2013.09
UASCは発注済みの18,000TEUコンテナ船の燃料に
LNGを検討

United Arab Shipping Co(UASC)はHyundai Heavy Industries(HHI)に5隻の
18,000TEUコンテナ船と5隻の14,000TEUコンテナ船を発注した。これらのコンテ
ナ船は引き渡し時にLNG対応となっている業界初の大型コンテナ船となることが
見込まれている。

25
Lloyd's Loading

List
2013.08 Felixstiweこそ英国への最も経済的な入口

Felixstowe港は近く操業を開始するLondon Gatewayに対抗するためにコンサル
タントに調査研究を委託し同港を利用する方がLondon Gatewayに較べてコンテ
ナ1個当たり￡26のコスト優位性があることを主張している。London Gatewayは
同行が英国の主要人口密集地に近いことから市場により近い港湾の優位性を主
張している。

24
Lloyd's Loading

List
2013.07

Long Beach港の史上最大の支出の2014予算が承認
される

ロングビーチ港は今後10年間で約4,500憶円を投じて施設の整備を行う。整備の
主なものはMiddle Harborターミナルの建設とGerald Desmond橋の架け替えであ
る。2014年度には施設の整備に約788億円投じるが、これは同港として史上最大
の投資である。

23
Lloyd's Loading

List
2013.07

Maersk Mc-Kinney Moller(18,000TEU)の初寄港は
上海

Maersk海運の18,000TEUクラスのコンテナ船Maersk Mc-Kinney Mollerは処女航
海の最初の寄港地として上海の洋山国際コンテナターミナル寄港し1,682個のコ
ンテナ荷役を行った。同ターミナル社長Patrick Lam氏は同ターミナルが最初の
寄港地に選ばれたのは同ターミナルの施設と経験に対する船社の信頼の表れで
あると述べた。

22 2013.07
商船三井の8,000TEU型コンテナ船MOL COMFORTが
海難事故

商船三井の8,000TEU型コンテナ船MOL COMFORTはインド洋を航行中、平成25年6
月17日船体が中央部で破断し後半部分は沈没した。その後、前半部分に火災が
発生し、前半部分も7月11日に沈没した。

21 2013.07
商船三井の8,000TEU型コンテナ船MOL COMFORTが
海難事故

商船三井の8,000TEU型コンテナ船MOL COMFORTはインド洋を航行中平成25年6月
17日船体が中央部で破断し前半部分は曳航されているが後半部分は沈没した。
商船三井は同型船6隻を船体構造の強化対策のためサービス(業務運行)から外し
た。



2013年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

20
Lloyd's Loading

List
2013.06

コンテナ海運上位３社(Maersk,MSC,CMA CGM)がメ
ガアライアンス

Maersk海運､Mediterranean Shipping Co.,､CMA CGM社の３社はアライアンス
（名称;P3Network）を構成することで基本的に合意した。規制諸官庁の承認は
今後の作業であるが2014年第2四半期の発足を目指している。P3Networkはアジ
ア・ヨーロッパ､太平洋､大西洋という三大海運領域において29航路（loop)に
255隻の船舶を投入し､その輸送能力は2.6百万TEUとなる。

19
Lloyd's Loading

List
2013.06

CMA CGM社の16,000TEUコンテナ船Jules Verneが
就航

世界第3位のコンテナ船運航船社CMA CGM社はフランス大統領フランソワオラン
ド氏列席のもと16,000TEUコンテナ船CMA CGM Jules Verneを就航させた。同船
はアジアと北部ヨーロッパを結ぶループで運航される。

18
Lloyd's Loading

List
2013.05 CSCLが18,000TEUコンテナ船を発注へ

中国のCSCL社は18,000TEUのコンテナ船5隻を韓国の造船所に発注する方向で動
いている。コンテナ船の価格は1隻当たり140億円と見込まれている。韓国の3造
船所は応札書を提出済みである。

17 W.C.N. 2013.04 ダンケルクの自動化コンテナ貯蔵庫

ダンケルク港の西側に開発されるロジスティック団地に自動化コンテナ貯蔵庫
が建設される。この貯蔵庫では自動化天井走行クレーンがコンテナを取扱う。
年間85,000パレットと100,000コンテナを取扱う能力が予定されている。2019年
に完成する予定である。

16
Lloyd's Loading

List
2013.04 米国コンテナ貨物の概況

米国の連邦海事委員会の委員長Mario Cordero氏は議会に対して米国コンテナ輸
送についての概況を報告し｢米国の昨年(2012年)の海運貨物は19百万TEUで太平
洋横断貨物が最大のシェア62％を占め、その最大の相手国は中国である｣と述べ
た。他に輸入と輸出の対比、コンテナ船の発注状況、海上コンテナ運輸におけ
る大手船社への集中度などについても説明した。

15
Lloyd's Loading

List
2013.03 HPHがACTをDP WorldおよびPSAから買収

HPH Trust社はDP World社とPSA社が共同で保有していた香港のAsia
International Terminals社を約500億円で買収した。これによりHPH社は香港に
すでに所有するターミナルの効率を向上させ船社や荷主との交渉力を高めるで
あろう。DP world社とPSA社は売却で得た資金により発展性の大きい地域へ進出
する模様である。

14
CMA CGM社のホーム

ページ
2013.03 CMA CGMがバグダットに新しい内陸港湾を開設

CMA CGMグループは2013年6月にバグダットの近くに保税内陸港湾を開設する。
この内陸港湾はUmm Qasr港と鉄道・道路で結ばれており荷主はこれまでUmm
Qasrで行っていた通関手続きをここで済ませることができる。

13
日本郵船および商
船三井のウェブサ

イト
2013.03 日本郵船､商船三井の超大型コンテナ船対応

日本郵船は13,000TEUコンテナ船を4隻、商船三井は14,000TEUコンテナ船を5隻､
傭船するする契約をしている｡川崎汽船は14,000TEUコンテナ船を5隻､建造また
は傭船することとしている｡

12
Lloyd's Loading

List
2013.03 川崎汽船が遂に超大型コンテナ船の仲間に参加

川崎汽船(株)のウェブサイトの掲載された本件に関するニュースリリースを添
付する｡

11
Lloyd's Loading

List
2013.03

世界最大のコンテナクレーンがLondon Gateway
ターミナルに陸揚げ

London Gatewayが発注した高さが138m重量が約2,000トンの第1陣となる5基のク
レーンが英国EssexにあるLondon Gatewayコンテナターミナルに設置され、この
クレーンの陸揚げの様子はYou Tubeで閲覧できる(タイトル;Quay Crane
Unloading-Time Lapse)。

10
Lloyd's Loading

List
2013.03 中国港湾大手がZeebrugge港(ベルギー)に進出

中国海運ターミナル開発社はベルギーのZeebrugge港にあるAPM Terminals
Zeebruggeの株式の24％を買い取る覚書に調印しヨーロッパのコンテナターミナ
ル事業への同社の最初の投資の計画を発表した。

9
TOC Cotainer

Supply Chain-Asia
2013 コンテナターミナル会議アジア2013開催案内

コンテナ海運およびコンテナターミナルに関する会議と展示“TOC Container
Supply Chain-Asia 2013”は2013年3月12～14日に香港で開催される｡開催案内
に基づく概要を紹介する｡

8
Lloyd's Loading

List
2013.02

Emma Maersk(15,550TEUコンテナ船)浸水で航行不
能

2013年2月1日ヨーロッパからアジアに向かっていた積載容量15,550TEUのコンテ
ナ船Emma Maerskはエンジン室が浸水するという事故を起こし漂流状態となっ
た。その後、同船はSuez Canal Container Terminalに曳航され、そこで荷下ろ
しをしている。

7 C.I 2013.01 不正申告のコンテナに対する働きかけが激化

コンテナ海運に関係する船社上位20社のうち10社が参加するワーキンググルー
プが人命損失の可能性のあった事故500例を分析した結果、事故例の内21％は事
故の原因に貨物の不正申告が関係していることが明らかにされた。貨物自己通
知システム(CINS)は事故のデータベースを構築している。

6 C.I 2013.01 メガコンテナ船で試される港湾の対応力

メガコンテナ船の出現により港湾はその対応力が問われている。16,020TEU積み
のCMA CGM Marco Poloが処女航海で寄港した港では対応力に問題はなかった。
その一つサウサンプトン港も問題はなく動向がメガコンテナ船への対応力を有
することが立証された。

5 W.C.N. 2013.01
港湾およびターミナルの計画のための3Dアニメー
ション

フラウンホファーCML海上ロジスティクス研究所は港湾とコンテナターミナルの
オペレーションのシミュレーションを行って3D表示するシステムを開発した。
また革新的なターミナルのレイアウトや完全自動化コンテナ船のプロジェクト
も進めている｡

4 W.C.N. 2013.01
London Gateweyへ世界最大級コンテナクレーンが
出荷

London Gateweターミナルに設置される岸壁コンテナクレーン3基が中国のZPMC
社から出荷された。これは8基発注されたクレーンの内の第1陣である。これら
のクレーンは、これまでに建造されたクレーンの最大規模のものであり、その
アウトリーチは70mである。

3
Europe Container

Terminals
2013.01 ECTがハイブリッドAGVを22台発注

ロッテルダムのECT(Europe Container Terminals)は22台のAGVをオランダのVDL
グループに発注した。これは現在のところ最もクリーンなAGVである。同ターミ
ナルは2012年1月からの試験用実機の運用結果に基づいて発注を行った。



2013年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

2
Lloyd's Loading

List
2013.01 韓国の2012年コンテナ取扱量が過去最高を達成

2012年における韓国の港湾全体でのコンテナの取扱量は対前年比で4.1％伸びて
22.5TEUであった。これはトランシップ・コンテナの好調によるところが大き
い。釜山港、北陽港では取扱量を伸ばしたが仁川港の取扱量は減少した。

1
Lloyd's Loading

List
2013.01 UASCが18,000TEUコンテナ船への関心を表明

UASC社は13,000～18,000TEUの大型コンテナ船の取得に関心を持っていることを
認めた。同社は13,500TEUのコンテナ船の運航実績から大型コンテナ船の効率の
良さを確認しており他の船社との競争力を維持するためには大手船社と同等の
大型コンテナ船が必要と考えている。



2012年 海外雑誌名 発行年月 タイトル(日本語訳) 記事の内容

52 W.C.N. 2012.12 コンテナクレーンのBefore & After

オークランド港のTrapacターミナルにあるｺﾝﾃﾅｸﾚｰﾝで巻き上げ高さを14フィー
ト大きくする嵩上げ工事が行われた。このクレーンについては主巻上げドラム
に余裕があったので、それを変更することなく嵩上げを完了することができ
た。

51
Lloyd's Loading

List
2012.12 超大型コンテナ船の寄港で上海港が先行

世界全体では20の定期航路に10,000TEUまたは、それ以外のコンテナ船が配船さ
れており上海港は、その内の18航路の寄港を受け入れており超大型コンテナ船
の寄港に先行している。16,020TEUのCMA CGM Marco Poloが処女航海で寄港した
港では問題はなかった。

50
Lloyd's Loading

List
2012.12

タンジョンプリオク港2011年コンテナ取扱量:世
界第23位

インドネシアのTangjung Priok港は2011年に5,617,562TEUのコンテナを取扱い
対前年比で19.1％の伸びを達成し世界コンテナ港湾のランキングで第23位を占
めた。瞳孔は港湾地区の混雑と航路の水深が制約となっており受入れ可能な最
大のコンテナ船は4,500TEUクラスに留まる。国有港湾運営会社Pelind Ⅱ社は新
しいコンテナ港湾の建設を予定しており第1期計画のターミナルは2014年に操業
開始の予定である

49 C.I 2012
ラムチャバン港2011年コンテナ取扱量:世界第22
位

タイ国のLaem Chabang港は2011年に5,731,063TEUのコンテナを取り扱い対前年
比で13.1％の伸びを達成し世界コンテナ港湾のランキングで第22位を占めた。
同港では延長2㎞の埠頭の新設などの3か年事業が進められており、これにより
年間取扱能力が2．5百万TEU増加する見込みである。

48 C.I 2012 ブレーメン港2011年コンテナ取扱量:世界第21位

ブレーメン港とBremerhaven港を一体として扱った時、同港は2011年に
5,915,487TEUのコンテナを取り扱い対前年比で21.4％の伸びを達成した。世界
コンテナ港湾のランキングでは第21位を占めた。同港はJade Weser Portの影響
を不安材料として抱えるが10,000TEU以上のコンテナ船への対応策も進めてい
る。

47 C.I 2012
ロングビーチ港2011年コンテナ取扱量:世界第20
位

ロングビーチ港は2011年に6,061,099TEUのコンテナを取り扱ったが対前年比で
マイナス3.2％となり世界コンテナ港湾のランキングで第20位に順位を下げた。
同港は、この低迷を打開するために約4,000億円を投じる港の改善計画を策定し
た。

46 C.I 2012 大連港2011年コンテナ取扱量:世界第19位

大連港は2011年に6,400,700TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾ランキ
ングで第19位に位置した。この業績には渤海湾地域の産業とバルク輸送からコ
ンテナ輸送への転換の傾向が寄与している。同港は2012年第1四半期に取扱量で
26％の伸びを達成している。

45 C.I 2012 シアメン港2011年コンテナ取扱量:世界第18位

シアメン港は2011年に6,460,700TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾の
ランキングで第18位に位置した。同港は2012年の第1四半期に好業績を達成して
いるが、これには台湾との間の海況横断輸送が49年ぶりに再開されたことが寄
与している。

44 C.I 2012
タンジュンぺラパス港2011年コンテナ取扱量:世
界第17位

タンジュンペラパス港は2011年に7,500,000TEUのコンテナを取り扱い世界コン
テナ港湾のランキングで第17位に位置した。同港は積み替え専用港として開発
され取扱量の90％以上が積み替え貨物である。コンテナ船の大型化に備え積極
的な投資を行っている。

43 C.I 2012
ロサンゼルス港2011年コンテナ取扱量:世界第16
位

ロサンゼルス港は2011年に7,940,511TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港
湾のランキングで第16位に位置した。同港は2013年11月までに港内の主要航路
の全てを16.2ｍに増深すると共に、いくつもの整備プロジェクトを進めてパナ
マ運河拡張後の問題に対処しようとしている。

42 C.I 2012
アントワープ港2011年コンテナ取扱量:世界第15
位

アントワープ港は2011年に8,664,243TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港
湾のランキングで第15位に位置した。同港にはMSC社の基地ターミナルがあるが
混雑が激しく一部の業務をロッテルダムに移している。同港は世界最大の関門
を含む航路の建設に着手した。

41 C.I 2012 ハンブルグ港2011年コンテナ取扱量:世界第14位

ハンブルグ港は2011年に9,021,800TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾
のランキングで第14位に位置した。同港は競合港湾に奪われた市場占有率を取
り返しており好業績を達成した。エルベ川の航路の増進を行い北部ヨーロッパ
におけるハブ港としての魅力を高めようとしている。

40 C.I 2012
ポートクラン港2011年コンテナ取扱量:世界第13
位

ポートクラン港は2011年に9,603,926TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港
湾のランキングで第13位に位置した。同港には2つのターミナル群、Northport
とWestportがある。2016年には取扱能力の不足が発生すると見込まれており港
湾当局は第3のターミナル群の整備を視野に入れている。

39 C.I 2012 高雄港2011年コンテナ取扱量:世界第12位

高雄港は2011年に9,636,289TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾のラン
キングで第12位に位置した。同港では整備計画の第1期計画の一部として2011年
に水深16mの岸壁2バースが操業を開始し12,500TEUまでのコンテナ船を受け入れ
ることができるようになった。

38 C.I 2012 天津港2011年コンテナ取扱量:世界第11位

天津港は2011年に11,500,000TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾のラン
キングで第11位に位置した。同港は2015年までに18百万TEUを取り扱うようにな
ると考えられており、そのためにPSA(シンガポール)とTPG(天津)の2組織は｢戦
略的協力枠組み合意書｣に調印した。

37 C.I 2012
ロッテルダム港2011年コンテナ取扱量:世界第10
位

ロッテルダム港は2011年に11,876,921TEUのコンテナを取り扱い世界のコンテナ
港湾のランキングで第10位に位置した。同港はサプライチェーンマネジメント
の動きに合わせて内陸ターミナルとの連携に熱心である。

36 C.I 2012 ドバイ港2011年コンテナ取扱量:世界第9位

ドバイ港は2011年に13,000,000TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾のラ
ンキングで第9位に位置した。DP World社はドバイ港のJibel Aliターミナルの
第2ターミナルで拡張工事を行い15,000TEUコンテナ船6隻を同時に受け入れる態
勢を整える。

35 C.I 2012 青島港2011年コンテナ取扱量:世界第8位

青島港は2011年に13,020,000TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾のラン
キングで第8位に位置した。NOL社の中国港湾への最初の投資先として青島を選
んだ。中国の第12次5ヶ年計画では青島は北東アジアの運輸物流のセンターとな
ると位置づけられている。
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34 C.I 2012 広州港2011年コンテナ取扱量:世界第7位

広州港は2011年に14,400,000TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾のラン
キングで第7位に位置した。Nansha islandは同港のコンテナ取扱の中心となっ
ており2011年には9百万TEUに近いコンテナを取り扱った。同港には中国の第12
次5ヶ年計画において大規模な投資が見込まれている。

33 C.I 2012 寧波港2011年コンテナ取扱量:世界第6位

寧波港は2011年に14,686,200TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾のラン
キングで第6位に位置した。同港のChinese portにある新しいMeishan
Container Terminalの運営についてAPM Terminals社とNingbo Port Groupが協
力協定を結んだ。

32 C.I 2012 釜山港2011年コンテナ取扱量:世界第5位

釜山港は2011年に16,184,706TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾のラン
キングで第5位に位置した。2012年2月にBusan New Container Terminalが稼働
を始めた。このターミナルは自動化ターミナルで世界最大のコンテナ船を4隻同
時に接岸させることができる。釜山新港地区には大規模な軽加工、貯蔵、配分
の基地となる物流センターが整備される。

31 C.I 2012 新圳港2011年コンテナ取扱量:世界第4位

新圳港は2011年に22,569,800TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾のラン
キングで第4位に位置した。同港ではターミナルの整備事業を進めており取扱能
力は、さらに大きくなる。しかし西側諸国における需要の減少が同港に直接的
な影響を及ぼしている。

30 C.I 2012 香港2011年コンテナ取扱量:世界第3位

香港は2011年に24,384,000TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港湾のランキ
ングで第3位に位置した。同港は依然として貨物渋滞の問題を抱えている。また
目と鼻の先にある新圳港の激しい追い上げにあっており能率の高い運営で得た
評判を維持する必要がある。

29 C.I 2012 シンガポール2011年コンテナ取扱量:世界第2位
シンガポール港は2011年に29,937,700TEUのコンテナを取り扱い世界コンテナ港
湾のランキングで第2位に位置した。同港は周辺各国の港湾の激しい追い上げに
あっているが能率の高い運営により競争力を維持している。

28 C.I 2012 上海(中国)2011年コンテナ取扱量:世界第1位

上海港は2011年のコンテナ取扱量31,700,000TEUを達成し世界第1位のコンテナ
港湾の座を維持した。同港の洋山埠頭は上海港のコンテナ貨物の35％を取り
扱っており2012年末には18,000TEUのコンテナ船に対応できる世界最大級のコン
テナクレーンを導入する。

27 Maritime Bulletin Hyundai Fortuneの火災(2006年)
Hyundai Fortuneは1996年に建造された積載容量5,551TEUのコンテナ船である。
2006年3月21日に戦場で火災が発生した。その概要と状況写真を示す。

26 Maritime Bulletin Hanjin Pennsylvaniaの火災(2002年)
Hanjin Pennsyrlvaniaは2002年に建造された積載容量4,000TEUのコンテナ船で
ある。当時、最先端の設計による船で最新の安全設備を装備していた。

25
The Journal of

Commerce
2012.12

ニュージャージーのグローバルコンテナターミナ
ルが自動化のため新システムを導入

米国New JerseyのGlobal Container Terminalはターミナルの自動化の一環とし
て岸壁クレーン6基にCargotec社のKalmar SmartQuayソリューションを導入する
ことを計画しているこれによりコンテナ船荷役の生産性が高まり顧客サービス
が向上する。

24 C.I 2012.10 APM Terminalsがロシアのコンテナ市場に参入

APM Terminals(APMT)社はロシアのGlobal Ports Investment(GPI)社の株式の
37.5％を取得するという資本参加の形でロシアのコンテナ市場に進出する。GPI
社はロシアの各地でコンテナターミナルを運営しており、この資本参加でAPMT
社は一気にロシア全土にコンテナターミナル網を展開することになる。

23
Lloyd's Loading

List
2012.09 米国の港湾投資は2020年までで1兆6千億円不足

米国土木学会は4年毎に社会基盤施設の現状を評価した報告を刊行しており、こ
の現状が米国経済の将来に、どのような影響をもたらすかを調査研究した報告
「対応の欠陥」も発行している。この報告書によれば見込まれている港湾およ
び内陸航路への投資は1兆5千8百億円不足している。また投資不足による米国経
済への影響も提示している。

22
Lloyd's Loading

List
2012.09 CMA CGMの16,000TEUコンテナ線就航

16,000TEUのコンテナ船CMA CGM Marco Poloが就航した。CMA CGM社は来年中に
さらに2隻の同型コンテナ船の引き渡しを受ける。いずれも長さ396m、幅54m、
喫水16mである。

21 W.C.N. 2012.08
GPSコンテナ位置把握システムをストラドルキャ
リアーに搭載－マルセイユ港－

マルセイユ港のコンテナターミナルでは、すべてのストラドルキャリアーにGPS
コンテナ位置把握システムを搭載した。システムはメートル以下の精度でスト
ラドルキャリアーの位置を把握し、それが支持されている位置に対し正しい位
置にあればツイストロックの作動を可能にし正しい位置になければツイスト
ロックの作動を禁止し警報を発する。

20 W.C.N. 2012.07
遠隔制御コンテナクレーンがロッテルダムのター
ミナルへ

ロッテルダムのMaasvlakteⅡ(埋立地)にあるAPMT社のコンテナターミナルに8基
の新造コンテナクレーンが納入されるが、これらのクレーンは遠隔制御される
ので機上に運転室を持たない。遠隔制御の方式や遠隔制御のための作業環境や
制御卓について検討がなされている。

19 W.C.N. 2012.07
18,000TEUコンテナ船への対応を進めるタンジュ
ン・ペラパス港

マレーシアのタンジュン・ペラパス港は23列積みの18,000TEUコンテナ船に対応
するために63億円を投じて新しいコンテナ・クレーンを8基を調達する。あわせ
て32基の全電動化RTGも調達する。

18 W.C.N. 2012.07
コンテナ6,000個の荷役を24時間以内に達成でき
るか(その1)

Maersk海運は建造中の18,000TEUコンテナ船に関して6,000個のコンテナの荷役
を24時間以内に完了させる必要性を提起している。2012年のアントワープのTOC
CSCにおいて、これが可能か否かを討議するパネルが開かれWard氏が問題点をし
てした。APMT社のターミナルの中では横浜のターミナルが最も高い生産性を達
成していることも紹介された。

17 W.C.N. 2012.07
コンテナ6,000個の荷役を24時間以内に達成でき
るか(その1)

Maersk海運は18,000TEUコンテナ船の導入にあたりコンテナターミナル側に24時
間で6,000個の荷役を行うことを求めており、その可能性について議論がなされ
た。出来るはずであるという主張と問題点が掲示された。
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16 C.I 2011コンテナ港湾の動向
Containerisation International誌の集計による2011年取扱量によるコンテナ
港湾の動向を解説している。業績の伸びた10港、低下した10港、躍進する中国
の港湾、低迷する日本の港湾についても論究している。

15 C.I 2011コンテナ取扱量トップ100港

Containerisation International誌の集計による2011年取扱量によるコンテナ
港湾TOP100港が示された。第1位は上海港(取扱量31,700,000TEU)であった。東
京港は27位(4,639,664TEU)、横浜港は40位、名古屋港は48位、大阪港は52位、
神戸港は53位であった。

14 MSC Flaminia(6,750TEU)が大西洋で爆発炎上

2012年7月14日大西洋上で火災と爆発を発生させ乗組員が船体を放棄して避難し
漂流状態となり、その後サルベージ船体が消火と曳航に当たっていたMSC
Flaminia(容量6,750TEU)はイギリス海峡を曳航された後ドイツのWilhelmhaven
にあるJade-Weser-Portに入港した。

13 MSC Flaminia(6,750TEU)が大西洋で爆発炎上

ポスト・パナマックス船MSC Flaminiaが2012年7月14日、大西洋上で火災と爆発
を発生させ乗組員が船体を放棄して避難し漂流状態となった。その後サルベー
ジ隊が消火と曳航に当たりイギリス海峡を通ってドイツの海域に入る見込みで
ある。

12 I.F.N. 2012.05 APMTがVirginia港の全ターミナルの運営に意欲
Virginia港は5つの施設から成る。その一つはVirginia港当局よりAPMT社にリー
スされており同社が運営している。APMT社は同社が全施設をまとめて運営する
提案を州政府に提出している。

11 I.F.W. 2012.05 ブラッセル空港に新しいロジスティック・ハブ
DHLはブラッセル空港に約28億円を投じて新しい建物を建設し航空貨物の業務を
一つの屋根の下に集約する。当該建物にはソーラ・パネルや水再利用施設など
環境に配慮した施設を設置する。

10 I.F.W. 2012.04
ロングビーチ港が$46億でOOCLにターミナルを
リース

ロングビーチ港はOOCL社にMiddle Harborターミナルをリースする契約を締結し
た。リース金額はUS$46億リース期間は40年である。

9 I.F.W. 2012.03 COSCOが海運部門で最大の赤字を発表
COSCOグループは2011年に赤字に転落した。コンテナ海運部門が振るわなかっ
た。しかしロジスティクスおよびコンテナ・ターミナル・オペレーション部分
は黒字であった。2012年も厳しい年となると予測されている。

8 I.F.W. 2012.03 DP Worldの2011年の収益が向上

世界的なコンテナターミナルのオペレーターであるDP World社は2011年につい
て利益が約600億円という好業績を達成したことを発表した。同社は世界規模で
ターミナルへの投資を続けターミナルの分布を理想的なものとし顧客の期待に
応えていくとしている。

7 I.F.W. 2012.02 バージニア港がグリーンな船に報奨金
バージニア・ポートオーソリティは係留中に低硫黄燃料を使用する外航船に報
奨金を出すことにした。また荷役中に燃料を焚かない外航船にも報奨金を出し
ている。

6 I.F.W. 2012.02 APMターミナルズはMaerskの輝ける星
AP Moller Maersk社の子会社であるAPMターミナルズ社は2011年に同社史上最高
の業績を達成した。新たに5港湾でターミナルのオペレーションを行う権利を獲
得しターミナル・オペレーションの世界展開を、さらに前進させた。

5 I.F.W. 2012.02 Maersk海運の収益は火の車

Maersk海運のコンテナ事業は2011年に赤字となっているが、この状況は2012年
も好転しないであろう。これは船腹過剰による運賃の低下によるものである。
2012年の海上コンテナの需要はアジア・ヨーロッパ航路において減少するが南
北航路における需要の増加がこれを補い全世界では4～6％増加するであろう。

4 I.F.W. 2012.02 コンテナの全数スキャンについての米国政府動向
米国政府および下院委員会における貨物コンテナの100％スキャンニング実施に
関する動向を紹介している。9/11法で定められている2012年7月からの実施につ
いて疑問符が示されており2014年からの実施となる可能性がある。

3 I.F.W. 2012.02
London GateweyがFelixtoweに対する優位性を宣
伝

2013年に開業する予定の新ターミナルLondon GatewayがFelixstoweよりも効率
的なサービスを提供すると説明した。

2 C.I 2012.01 コンテナ船現状と将来
世界のコンテナ船について2011年11月の時点で稼働中のものと発注済みのもの
の隻数と総積載容量が集計されている。16,000TEU超のコンテナ船は2012年から
引渡が始まり2015年末の時点で32隻が稼動している。

1 I.F.W. 2012.01 NZ沿岸で座礁したコンテナ船Renaの船尾部が沈没
10月5日にニュージーランド沿岸で座礁したコンテナ船Rena(47,000トン)の船体
が二つに折れ船尾部が沈没し始めた。コンテナおよび油の流出があり海岸で
ニュージーランド最大の環境汚染が発生している。
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51 I.F.W. 2011.11 陽明海運(台湾)16,000TEUコンテナ船5隻発注へ
台湾の海運会社である陽明海運がアジア・ヨーロッパ航路における生き残りを
かけて16,000TEUコンテナ船5隻を発注する計画を明らかにした。

50 W.C.N. 2011.10 世界ヤードクレイン製造概況

世界のヤードクレーンの納入および受注の概況を説明している。2011年にはRTG
が379基、RMGが84基納入された。2012年はより明るい年となると期待されてい
る。メーカーではZPMC社が他社を引き離す製造を行っており近々RTGの出荷台数
が3,000基を越える見込みである。

49 W.C.N. 2011.10
世界最大のクレーンメーカーZPMCが2011年上半期
赤字を発表

世界第一位のコンテナ・クレーン・メーカーZPMC社の2011年上半期の業績は約
25.6億円の赤字となった。同社は最近ﾀﾞｰﾊﾞﾝ港向けに岸壁コンテナ・クレーン7
基､London Gatewayターミナル向けに岸壁コンテナクレーンを8基受注してい
る。

48 C.I. 2011 TANGIER 2010コンテナ取扱量世界第61位

モロッコのTangier港は2010年に2.0百万TEUのコンテナを取扱い、対前年比で
68.4％の伸びを達成した。これはジブラルタル海峡対岸のAlgeciras港から移動
した貨物によるところが大きい。このような伸びが続くのであれば、開発計画
の第3次計画を推進する必要がある。

47 C.I. 2011 BALBOA 2010コンテナ取扱量世界第44位

パナマ運河の太平洋側の終端にあるBalboa港は2010年に2.76百万TEUのコンテナ
を取扱い対前年比で37.1％という劇的な伸びを達成した。これはMaersk社とMSC
社が同港を外洋航路間のコンテナの積み替えと南米西海岸へのフィーダー港と
して使い始めたからである。

46 C.I. 2011 DURBAN 2010コンテナ取扱量世界第43位

Durban港は2010年に2.76百万TEUのコンテナを取扱い、対前年比で15.6％の伸び
を達成した。これは中国からの消費物資の輸出増に支えられたアフリカとアジ
アの間の貨物増によるところが大きい。同港では貨物の混雑問題があるが州政
府は港湾の改良への投資を表明している。

45 C.I. 2011 ALGECIRAS 2010コンテナ取扱量世界第42位

Algeciras港は2010年に208百万TEUのコンテナを取扱い世界コンテナ港湾の第42
位の座を獲得した。しかし同港はジブラルタル海峡対岸のTangier港との厳しい
競争にさらされており取扱貨物量を減らしている。積替貨物への依存度を低く
する努力をしている。

44 C.I. 2011 SAVANNAH 2010コンテナ取扱量世界第41位
Savannah港は2010年に2.8百万TEUのコンテナを取扱い世界コンテナ港湾の第41
位の座を獲得した。同港は航路の増進を計画しており、これは近隣の
Charleston港の増深に対抗するものである。

43 C.I. 2011 GIOIA TAURO2010コンテナ取扱量世界第40位

GIOUA TAURO港は地中海全体のための積み替え港湾として君臨していたが最近は
近隣港湾との競合で厳しい状況におかれている。2010年の取扱量は対前年比で
伸びはなかったが2011年はMaerskの撤退もあり取扱量が減少すると見込まれて
いる。

42 C.I. 2011 SHARAJAH(UAE) 2010コンテナ取扱量世界第39位
UAEのSharjah港は2010年にコンテナ約3百万TEUを取扱い世界コンテナ港湾
TOP100の第39位に位置した。同港はGulftainer社により運営されている。同社
はSharjah港の成功をもとに事業を世界に展開しつつある。

41 C.I. 2011
TANJUNG PERAK(SURABAYA) 2010コンテナ取扱量世
界第38位

インドネシアのスラバヤ港は2010年に約3百万TEUコンテナを取扱ったが激しい
渋滞に見舞われた。その原因は取扱能力の不足であり水深が十分でないことが
船社の不満となっている。

40 C.I. 2011 MANILA 2010コンテナ取扱量世界第37位
マニラ港は2010年に3.3百万TEUコンテナを取扱い、世界第37位のコンテナ港湾
となった。同港のManila International Container Terminalは、おおよそ、そ
の半分を取扱い混雑解消のため岸壁や荷役機械に投資を行っている。

39 C.I. 2011 横浜 2010コンテナ取扱量世界第36位
横浜港のコンテナ取扱量を紹介している。2010年のコンテナ取扱量および対前
年比、コンテナ・ターミナルの拡張事業が説明されている。

38 C.I. 2011 営口 2010コンテナ取扱量世界第35位
中国の港湾営口港のコンテナ取扱を紹介している。2010年のコンテナ取扱量お
よび対前年比コンテナ・ターミナルの拡張事業が説明されている。

37 I.F.W. 2011.12 Maersk海運のCEOが交代
Maersk海運のCEOがKolding氏よりSkou氏に交代する。Skou氏は就任のコメント
で業界の再編成が必要であることMaersk海運の経営方針に変わりはないことな
どを述べた。

36 C.I. 2011
フェリックストゥ 2010コンテナ取扱量世界第34
位

英国最大のコンテナ港湾Felixstowe港を紹介している。2010年のコンテナ取扱
量および対前年度比コンテナ・ターミナルの拡張事業が説明されている。

35 C.I. 2011 ジェッダ 2010コンテナ取扱量世界第32位
2010年取扱量による世界コンテナ港湾TOP100で第32位に位置したジェッダ港の
コンテナ貨物およびターミナルの動向を簡単に紹介している。

34 I.F.W. 2011.12
ハッチソンがマースフラクテの処置でオランダ大
臣に猛反発

ロッテルダム港では北海を埋め立ててマースフラクテ2を建設中である。ロッテ
ルダム港湾当局がマースフラクテ1にあるECT社のターミナルの利用者である船
社にマースフラクテ2にターミナル用地を割り当てたためにECT社の親会社であ
るHutchison Port Holding社が反発した。

33 C.I. 2011 連雲 2010コンテナ取扱量世界第29位
2010年取扱量による世界コンテナ港湾TOP100で第29位に位置した連雲港を簡単
に紹介している。
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32 I.F.W. 2011.12
大型クレーン(24列対応)がFelixstowe港の新戦力
に

英国最大のコンテナ港湾Felixstowe港で整備されている第8,9バースに世界最大
のデッキ上24列積載のコンテナ船に対応した世界最大のコンテナクレーンが納
入された。このバースを英国運輸大臣が視察し満足の意を表明した。

31 C.I. 2011 釜山 2010コンテナ取扱量世界第5位
2010年のコンテナ取扱量で世界第5位のコンテナ港湾となった釜山港について取
扱量の動向、釜山新港の現況、釜山港の目標などについて説明している。

30 I.F.W. 2011.12
MSCとCMA CGMがコンテナ船の配船における提携を
強化

コンテナ船社の第2位と第3位のMSC社とCMA CGM社の提携が発表された。その概
要を取材した記事である。

29 I.F.W. 2011.11 日本の大手コンテナ船社は合併するか
日本の大手コンテナ船社の合併アイデアについての商船三井の社長、武藤氏の
発言とアナリストLewis氏の見解が収録されている。

28 C.I. 2011 深圳2010コンテナ取扱量世界第4位
2010年の取扱量で世界第4位のコンテナ港湾となった深圳港の現況等について簡
単に説明している。

27 C.I. 2011 香港2010コンテナ取扱量世界第3位
2010年の取扱量で世界第3位のコンテナ港湾となった香港の現況等について簡単
に説明している。

26
The New York

Times
2011.09.06 海上コンテナの功労者Keith Tantlinger氏逝く

海上コンテナの隅角部の金具と固定装置を考案したKeith Tantlinger氏の逝去
を伝え、グローバライゼーションにおける同士の功績を説明している。

25 I.F.W. 2011.09
Measkのアジア・ヨーロッパ航路への毎日配船は
小規模船社の撤退を余儀なくするか

Maersk海運がアジア・ヨーロッパ航路に18,000TEUコンテナ船を配船した場合の
中小規模船社への影響についてシティグループに属する銀行の海運アナリスト
Rigan Wong氏の分析を紹介している。

24 I.F.W. 2011.08
ターミナル・オペレーター別コンテナ取扱量2010
年の世界第1位はPSA

PSAはHutchison Port Holdingを退けて2011年のコンテナ荷役ターミナルオペ
レータ中で世界第1位を獲得した。1位のPSAは51.3百万TEUで、これは全世界の
総コンテナ取扱量の9.4%である。2位は36百万TEUのハッチソン、3位は32百万
TEUのDP World、4位は31百万TEUのAPM Terminalであった。

23 C.I. 2011.07 Maerskが海運の新基準(New Normal)を宣言
Maersk海運が発表したコンテナ海運業界の改革について説明するとともに、そ
れに対する荷主側の反応も収録している。

22 I.F.W. 2011.07 新世代スーパー・フィーダー船をGraigが発注

チャーター船保有企業Graigグループは、従来比30%燃料効率のよい新世代の
スーパー・フィーダコンテナ船（2000TEU）26隻を中国の造船所に発注した。同
フィーダー船は新国際化の時代に適合したフィーダー或いは地域内運行で使い
勝手がよく、耐久性のある船として設計されている。アジア域内での使用を目
標としているが、排気規制の厳しい北部ヨーロッパ市場にも適している。

21 C.S. 2011.06 インドの港湾・海運の野心は世界規模へ

Inndian Port Global（IPG）は、インドの海運会社の輸送量を増加させて取扱
能力を確保するため、デュバイに本拠を置くDP Worldと同じようなビジネスモ
デルにより、世界規模の港湾運営事業を始めて世界中でターミナルを運営しよ
うとしている。インド海運省の資金投入を受け、需要の拡大に対応し港湾の貨
物取扱能力を2020年までに3倍以上に引き上げる。

20 C.S. 2011.06 コンテナの全数スキャニングは廃止か

外国の港湾で船積みされる米国向けコンテナについて、全数スキャニングを
2014年以降実施する規制がどうやら見送られそうだ。スキャニングの費用を米
国外の港湾が負担しなければならないこと、この作業がサプライチェーンに混
乱をこす巻き起こすおそれがあるということで、この施策は批判され続けてい
る。

19 Maersk Line HP 2011.06 Maerskが18,000TEUコンテナ船を10隻追加契約

Maersk Line は、18,000TEUのトリプルＥコンテナ船の10隻のオプションを大宇
造船海洋に正式発注した。トリプルＥコンテナ船は継続して需要が伸びるアジ
アからヨーロッパへの運行に投入差され、記録を塗り替える積載容量とエネル
ギー効率を有しており、13,000TEUのコンテナ船と比べて燃料消費量が35%少な
い。

18 W.C.N. 2011.04
トランスリフターが岸壁・ヤード間のコンテナ移
動に採用されるか

岸壁とヤード間のコンテナの移動にトランスリフターとカセットとを用いる自
動化コンテナ・ターミナルがイタリアのSavona港で計画されている。その概要
を紹介する。

17 I.F.W. 2011.04 2010年のコンテナ荷動きは市場最高を達成
Alphaliner社の発表した２０１０年の全世界コンテナ取扱量、伸び率、伸びに
寄与した港湾、最も多数のコンテナを取り扱ったターミナルオペレーター、
2011年の見通しなどを紹介している。

16 C.I. 2011.04 スエズ運河の通航料3年続けて据置

ヨーロッパ諸国の深刻な負担問題が景気回復を妨げる可能性や、2011年の海運
業界の業績見通しを考慮して、スエズ運河の通行料は2011年も据え置かれるこ
とになった。過去12ヶ月で燃料費が30％も高騰する事態に加え、ソマリア海賊
の危機増大による諸費用負担で苦境にある船社には通行料据置は歓迎される。

15 C.I. 2011.04 船社はアジア域内の配船を強化

外交航路を配船する各船社は、最近急成長で貨物量が確実に増加しているアジ
ア域内の航路、特に中国、日本、インドネシア間の航路への配船を増加させて
いる。Maersk海運傘下MCC Trnsport 社、Evergreen社、CMA  CGAのCA韓進海運
およびKMTC等の船社が配船を増加させている。

14 I.F.W. 2011.04
あなたの大きな船を寄港させてドイツの港湾が呼
んでいる

ドイツのHanburg港とWilhelmshaven港は、巨大コンテナ船の受け入れに対応す
るため、ターミナルの改良・拡張工事を進めている。Hanburg港のBurchadkai
ターミナルの岸壁改良および鉄道輸送能力の倍増、Steinwederコンテナターミ
ナルのリニューアル化である。Wilhelmshaven港のEurogateコンテナターミナル
も世界最大船の受入れ可能化工事を進める。
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13 C.I. 2011.03 シベリア横断鉄道によるコンテナ輸送が活性化

シベリア横断鉄道による太平洋・北ヨーロッパ間の新運輸サービスが開始され
た。一つは「ブロックトレインサービス」で、釜山からロシアのハブ港
Vestochnyに送り積み替えて同鉄道でポーランドへ輸送する。二つ目は同鉄道に
よるコンテナ輸送、三つ目はドイツからBMWの自動車部品のコンテナ詰め輸送で
ある。上記輸送は2009年に落ち込んだが、2010年には回復し、貨物は中国・韓
国・南アフリカへ送られる

12 C.I. 2011.03
マースク18,000TEUコンテナ船10隻を大宇造船海
洋に発注

Maersk海運は18,000TEUコンテナ船10隻を韓国の大宇造船海洋に発注した。この
契約には、更に10隻＋10隻のオプションを含んでいる。これにより、Maersk海
運は新シリーズのコンテナ船が保有船腹量でぎょうかいの優位性を高められ、
規模の経済性、燃料の効率性および環境調和性について利点を持つことにな
る。船体の長さは400m、幅は59m、23列積みで喫水は16mである。

11 I.F.W. 2011.03 日本:物流危機深まる

重大な被害を受けた港や使用不能な港が約10港に達し、Panalpinグループ、UPS
社、DHL社、Fedex社およびSchenkerグループ等のロジスティクス企業は、日本
における業務を維持するのに精一杯の努力を続けている。日本の北東部発着の
ロジスティクス業務および運輸システムは震災により最悪の被害を受け、その
機能は限定されている。

10 W.C.N. 2011.02 ベトナムの港湾拡張にカナダのファンドが融資

ベトナムでは近代的港湾インフラが欠けていることは、輸出主導で成長してい
る同国にとっては制約であり、北部ベトナムの港湾の能力は事実上満杯となっ
ている。カナダの資金運用会社がQuang  Ninh州のCai Lan 港のターミナル建設
に資金の融資を行う。第1期は今年末稼働で、年間取扱量510千TEUで、全体完成
時には1.2百万TEUとなる。

9 I.F.W. 2011.02 コンテナに詰め込まれた放射性爆弾の恐怖

イタリアのジェノヴァ港で強い放射線を発しているコンテナの恐怖が高まって
いる。コンテナがテロリストの武器であり、こんてなを開くと起爆装置が起動
されるのではという推察から、遠隔操作のロボットでコンテナを開封するか、
バージによりコンテナを港湾撤去するかを決心しようとしている。多くの港湾
は人口密集地帯に囲まれており、ターミナルでのコンテナ詰め核爆弾や放射性
爆弾の爆発は衝撃的結果をもたらす

8 I.F.W. 2011.01
ニューヨーク・ニュージャージー港のバイオン橋
の嵩上げが決定

2014年にパナマ運河の拡張が竣工後に大型船がニューヨーク・ニュージャー
ジー港を利用出来るようにするには避けて通れないため、バイオン橋を嵩上げ
するという画期的な決定が下された。バイオン橋の近代化のために最も投資効
果があり、周辺への影響が最小で、工期が短い方法に関して当局で話し合いが
持たれてきた結果の処置である。橋の高さは46mから65mに嵩上げされる。

7 C.I. 2011.01 全世界コンテナ船現況

全世界で2010年11月現在で稼働中および発注済みのコンテナ船の容量別現況は
別表のとおりである。稼働中のコンテナ船で8000TEU以上は隻数で6.5%、容量の
合計で20.8%占め、発注済みの8000TEU以上のコンテナ船は215隻である。更に発
注残が240～270隻ある。

6 C.I. 2011.01
マースク海運は18,000TEUコンテナ船団を発注す
るか

Maersk海運が18,000TEUコンテナ船のシリーズを韓国で発注する準備が最終段階
に入ったと報ぜられた。コンテナ貨物は増大し続けており、規模の拡大による
経済性の向上は、環境への調和と燃料効率を向上させることになり、調達する
船舶の大きさはきわめて重要な検討事項であるとしている。

5 C.I. 2011 シンガポール2010コンテナ取扱量世界第2位
2010年の取扱量で世界第2位コンテナ港湾となったシンガポール港の現況等につ
いて簡単に説明している。

4 C.I. 2011 上海2010コンテナ取扱量世界第1位
2010年の取扱量で世界最大コンテナ港湾となった上海港の現況等について簡単
に説明している。

3 C.I. 2011 2010コンテナ取扱量トップ100港
Containerisation International誌が集計した2010年のコンテナ取扱量による
コンテナ港湾トップ100港を紹介している。

2
TTS Group ASAのＨ

Ｐ
2011 トランスリフターとカセットによるコンテナ荷役

この資料はTTS Liftec社のホームページに掲載されている情報をもとにトラン
スリフターとカセットを用いるコンテナ荷役について解説している。

1 Mearsk海運のＨＰ 2011 Maersk海運の新サービス“Daily Mearsk”の概要

Maersk海運はアジアの4港からヨーロッパの3港に向けたコンテナを対象として
“Daily Mearsk”と名づける新サービスを提供する。これは貨物の受付から引
渡までの日数を厳守し、遅れた場合は補償金を支払うというものである。その
サービスの概要を紹介する。
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49 W.C.N. 2010.12 コンテナ用バッテリー電源AGV

Gottwald社は2009年にハンブルグ港のHHLAのCTAターミナルでの試験運用のた
め、バッテリ駆動式AGV（無人搬送車）の試作機を発表した。現在バッテリ駆動
については、Gottwald社、HHLA社を初めいくつかの大学の研究所等で共同研究
体を設定している。HHLA社の温室効果ガス排出量の50％以上がディーゼル駆動
の設備から出ている。

48 W.C.N. 2010.12 岸壁クレーン用アクティブ振動低減装置

ドイツのSiemens　Drive　Technologies　Division　はコンテナクレーンのア
クティブ型振動低減装置を開発した。この装置はブーム・ガーダに取付けられ
重りが装着されており、従来のパッシブ型より大幅に軽く効果はより大きい。
リニアモータの知能的な加速と制動により、ブームの振動は素早く効果的に低
減される。

47 C.I. 2010.12 冷凍コンテナ特急便モロッコとロシアを結ぶ

Maersk海運社は、モロッコで産出する柑橘類の輸出のため、モロッコと北ヨー
ロッパを結ぶ新運航を開始した。「マルス特急便」と呼ばれるこの運航には冷
凍コンテナ300～400個積み船を3隻配船し、モロッコのカサブランカとロシアの
サンクトペテルブルグ間を10日で航海する。

46 I.F.W. 2010.12 アルヘシラスへZPMCがクレーンを大量納入

スペインのアルヘシラス港に6基のRMGが納入された。同港がZPMCに発注した32
基の第一陣である。これらのRMGは地中海で最初に準自動化ターミナルで使用さ
れる。
他にZPMCに発注済みの岸壁用コンテナクレーン8基も順次納入される予定であ
る。

45 C.I. 2010.11 革命的な岸壁用コンテナ・クレーン

APMターミナルズ社は、コンテナ船の荷役に革命を起こすようなガントリクレー
ンを設計した。コンテナターミナルでは現在1バース1時間当たり130～270個の
荷役であるのに対し、このFast Net クレーンシステムでは運用当初で450固／
時間、習熟後は600～700個／時間の荷役が可能となる。このクレーンシステム
の適用先として自動化ターミナルが最適と思われる。

44 W.C.N. 2010.10 ハンブルグのHHLAが外国への投資を増強

ハンブルグの港湾ロジステクス社（HHLA）の子会社であるHPCウクライナ社は再
開発して既存の施設を拡張するプロジェクトを落札し、オデッサのコンテナ
ターミナルに投資する。2012年に竣工予定で、水深14.5mのがんぺきを延長650m
に拡張し、ターミナル能力を70％増加し年間0.85百万TEUとするものである。

43 W.C.N. 2010.10 日本は二つのハブポートを整備

日本は二つのメガポートを出現させようとしてる。「国際コンテナ戦略港湾」
に指定された阪神港（神戸港と大阪港）および京浜港（東京港、川崎港と横浜
港）がそれで、今後はこれらの港湾が国際海運のハブとなることを確実にする
ため、政府は優先的に資金を分配する。現在の危機的財政の状況のもとでも、
より集中的な政策をとる。

42 W.C.N. 2010.10 ヴェネツィア港が沖合ターミナルを計画

イタリアのヴェネチア港は、本土から8海里沖合にコンテナターミナルを建設す
る野心的な計画を発表した。予定海域は水深が20mで、現在稼働中のコンテナ船
の最大のものにも対応可能となる。コンテナ船とバージ船団間の荷下ろし・積
み込みは全自動システムにより直接行われる。一方ヴェネチア港には新しい陸
上ターミナルがつくられ、ここと沖合ターミナル間は112TEUのバージで運搬さ
れる

41 2010/10/31 バルク港湾、ターミナル、ロジスティクス2011
バルク港湾、ターミナル、リジステクス　2011の講演・展示と交流会議が会
期：2011年5.15～17、場所：アントワープで開催され、その会議案内とプログ
ラムは添付資料のとおりである。

40 C.I. 2010.09
北米のコンテナ・ターミナルの開発プロジェクト
が前進

米国ペンシルヴァニア州フィラデルフィアのデラウェア川の河口から100マイル
上流に南港コンテナターミナルの開発計画がある。当初は340ｍの岸壁2バー
ス、ポストパナマックス対応のコンテナクレーン5基が整備される。同港は主要
消費者市場に近く、第1級の鉄道網で結ばれているので、大きな可能性を秘めて
いる。

39 C.I. 2010.09 コンテナの全数詳細調査の方針変更への要望

現在の法律では米国に輸入されるコンテナは、積荷港湾で全数非透過性画像装
置と放射線検出器の両方で検査することを定めているが、より実情に即した修
正法案が米国上院に提出された。この法律「海上輸送保安法2010」は、前期2つ
の検査法のいずれか1つで検査すればよくなり、更に実施時期を2014年から2015
年に遅らせることを提案している。

38 C.S. 2010.08 ポート Said 2009コンテナ取扱量世界第31位
エジプト最大のコンテナ港湾Port Said港は2009年に3.46百万TEUのコンテナを
取扱い、世界のコンテナ港湾において第31位に位置した。同港のコンテナ取扱
及び整備状況を報告している。

37 C.S. 2010.08 Salalah 2009コンテナ取扱量世界第30位
オマーンのSalalah港は2009年3.49百TEUのコンテナを取扱い、世界のコンテナ
港湾において第30位に位置した。同港のコンテナ取扱及び整備状況を報告して
いる。

36 C.S. 2010.08 ホーチミン 2009コンテナ取扱量世界第29位
ベトナムのHo Chi Ming港は2009年3.56百TEUのコンテナを取扱い、世界のコン
テナ港湾において第29位に位置した。同港のコンテナ取扱及び整備状況を報告
している。

35 C.S. 2010.08 バレンシア 2009コンテナ取扱量世界第28位
スペインのValencia港は2009年3.65百TEUのコンテナを取扱い、世界のコンテナ
港湾において第28位に位置した。同港のコンテナ取扱及び整備状況を報告して
いる。

34 C.I. 2010.08 東京2009コンテナ取扱量世界第27位

日本を代表する港湾東京港は2009年に取扱量が345千TEU減少し3.79百万TEUで順
位を２つ下げ世界第27位であった。全世界経済危機以前でもあじあの諸港の急
速な進展により、同港の国際的地位が相対的に低下していることが心配されて
きた。そのためコストを低減し、サービスを向上させるための行動計画を官民
合同組織で作成している。

33 C.I. 2010.08 ジャカルタ2009コンテナ取扱量世界第26位

インドネシア最大の港湾Jakartaは2009年の取扱量が184千TEU減少し、3.8百万
TEUで世界第26位であった。多数の製造業がより低コストの国々へ移動している
ため、取扱量は減少し続けると予想される。更に同国の政情不安定さ、非効率
な港湾設備、生産性の低さ等が港湾の発展の障害となっていた。

32 C.S. 2010.08
ジャワハーラルネルー2009コンテナ取扱量世界第
25位

インドの主要港の一つJawaharial  Nehru 港は2009年コンテナ取扱量が、109千
TEU増え、4.06百万TEUで2つ順位を上げ世界第25位であった。同港は取扱能力の
拡大を優先施策としているが、混雑が大きな課題となっている。しかし600千
TEU拡大を見込む延長330mの新バース建設の法的な障害に直面し、企業体は未定
である。

31 C.S. 2010.08 パナマ2009コンテナ取扱量世界第24位

Panama港の2009年コンテナ取扱量は、414千TEU減少し4.22百万TEUで順位を1つ
下げ世界第24位であったが、減少量がラテンアメリカ諸国より小さかったの
は、Panama港が「どうしても寄港したい港」という地位を維持したことを示
す。パナマの主要4つのコンテナターミナル間では厳しい競争があり、、港湾会
社の切り替えも出て、勝者と敗者が生じた。
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30 C.S. 2010.08
ブレーマーハーフェン2009コンテナ取扱量世界第
23位

ドイツのBremenhaven港の2009年コンテナ取扱量は、ハンブルグ港より良かった
が、965千TEU（17.5%）減少し4.54百万TEUで4つ順位を下げ世界第23位であっ
た。MSC社とAPM Terminal社が同港に関係ターミナルを持っているが、これらの
船社は東ヨーロッパやスカンジナビアへのコンテナを他港で積み替える必然性
が小さかったため、取扱量の減少を食い止められた。

29 C.S. 2010.08 ニューヨーク2009コンテナ取扱量世界第22位

米国東岸で最大のコンテナ港湾New York 港は2009年の取扱量が703千TEU減少
し、4.56百万TEUで世界22位に下がった。港湾当局は今後8年間でU＄1.96bnを投
じて、港の整備プロジェクトを実施する。航路を15.24km増進し高速鉄道を施設
する。大型船受入のためのBayonne橋の桁下空間の拡大方法はまだ未解決であ
る。

28 C.S. 2010.08 大連2009コンテナ取扱量世界第21位

大連港は2009年にコンテナ取扱量が51千TEU増加し、4.58百万TEUで世界第21位
であった。同港は中国北東部に位置し、天然の大水深港で冬でも凍結せず、北
部から南部へ向かう貨物取り扱いに適している。中国北東にある主要な貨物発
生地の内陸各都市を鉄道利用等の陸上ネットワークを築き上げた。また穀物の
コンテナ詰めも早くから取り扱った。

27 C.S. 2010.08 レイチャバン2009コンテナ取扱量世界第20位
タイ第一のコンテナ港Leam  Chabang港の2009年コンテナ取扱量は、512千TEU減
少して4.62百万TEUで世界第19位となった。

26 C.S. 2010.08 厦門2009コンテナ取扱量世界第19位

中国東部の厦門港の2009年コンテナ取扱量は、354千TEU減少して4.68百万TEUで
世界第19位となった。2011年までに全長34.8kmの航路を水深20m、副因50mに拡
張する工事が進められている。中国本土と台湾海峡間の直接海上運輸が2008年
末に再開されたことで同港は恩恵を受け、台湾海峡横断貨物を298千TEU取扱っ
た。

25 C.S. 2010.08 ロングビーチ2009コンテナ取扱量世界第18位

世界を覆っている経済状況に照らして考えれば、米国第二の大港湾ロングビー
チ港が2009年のコンテナ取扱量が1.4百万TEU減少して5.07百万TEUで世界第18位
であったことも驚くに当たらない。2009年初期に同港の取扱量は劇的に崩壊し
たが、第4四半期には回復の兆しが見られ、2010年には恒常的な回復を示してい
る。

24 C.S. 2010.08
タンジュンペラパス2009コンテナ取扱量世界第17
位

世界の趨勢に反して、マレーシアのTanjung  Pelepas港は、2009年にコンテナ
取扱量を442千TEU増加させ6.02百万TEUとなり、記録的な成長を達成して世界第
17位となった。これは従来から同港利用者の好調と同港への寄港を開始した仏
船社CHA  CGM社の新規コンテナ取扱いによるもの。いくつかの船社が積替え港
を同港に移しており、これが前記の成長を支えている。

23 C.S. 2010.08 ロサンゼルス2009コンテナ取扱量世界第16位

世界の海運と米国経済のバロメータと言われるLos  Angeles港の2009年コンテ
ナ取扱量が1.1百万TEU減少し6.75百万TEUで前年と同じ世界第16位であった。当
局者は「世界的な不景気が我が校の利用者に平手打ちを食らわし、それで我が
港はインターモダル割引報奨金、貸付料の中断、港湾料金の低減等の過激で独
創的な対応を行いU＄42mの収入を我慢した」述べている。

22 C.S. 2010.08 ハンブルグ2009コンテナ取扱量世界第15位

ドイツ最大のコンテナ港Hamburg港の2009年は、取扱量の28%2.73百万TEU減少し
7.01百万TEUとなり、前年世界11位から15位に後退した。同港の主要相手国であ
る中国を含むアジアとの貨物が24.3％減少したこと、バルチック湾岸諸国のコ
ンテナ積替えが44%も減少した。更に長距離航路の一部船社が、業務コストが安
く自社運営ターミナル保有等で、中継業務を他社に移動したことが状況を悪化
させた

21 C.S. 2010.08 アントワープ2009コンテナ取扱量世界第14位

ベルギー最大の港湾Antwerp港は、北部ヨーロッパの他港と同じく、2009年の取
扱量は1.35百万TEU減少の7.3百万TEUで世界第14位であった。2010年に同港をよ
り競争力のある港湾とするための施策が実行に移され、上半期には16.2％増加
した。Western Scheldt航路の増深工事により、より大型船舶が入港可能とな
る。

20 C.S. 2010.08 ポートクラン2009コンテナ取扱量世界第13位

マレーシアのKlang港は2009年コンテナ取扱量が663千TEU減少して7.3百万TEUで
あったが、順位を2つ上げ世界第13位であった。同港におけるコンテナ積替えは
4.32百万TEUで、同港の主要業務となっている。取扱量の低迷により、新バース
の建設が保留になった。しかし最近多数の船社が同港への寄港を開始・復活
し、回復の兆しが見える。

19 C.S. 2010.08 高雄2009コンテナ取扱量世界第12位

台湾最大の港湾である高雄港は、2009年コンテナ取扱量が1百万TEU減少し8.58
百万TEUであったが世界第12位を維持した。同港は、過去5年間取扱量の減少が
続いているが、高雄港港湾局は3百万TEUの能力を持つ3つの岸壁を2013年稼働の
プロイジェクトを進めて積極姿勢を示している。更に同局は38.8haの自由貿易
ゾーンと物流ハブを建設中である。

18 C.S. 2010.08 天津2009コンテナ取扱量世界第11位

世界の一般的な取り扱い減少傾向と異なり、天津港の2009年コンテナ取扱量は
197千TEU増加し、8.7百万TEUで順位を3つ上げて世界第11位に躍進した。渤海湾
の北西岸に位置する同港は、海洋に接していない周囲の10都市に「水のない港
湾」を設置し、そこで輸出手続きを行えるようにして、同港の貨物の種類が大
幅に増加した。また国内フィーダーサービス開始でコンテナ取扱量が30%増加し
た

17 C.S. 2010.08 ロッテルダム2009コンテナ取扱量世界第10位

2009年取扱量9.7百万TEUで、青島港に追い抜かれて世界第10位になったオラン
ダのロッテルダム港は、競争相手のどいつの港湾と比べてまずまずの業績残し
た。2010年は取扱量も増加し回復の兆しが見えている。同港は、拡張計画を推
進中であり、最新鋭の風力発電プロジェクトで、港内電力を風力発電力に切り
替えている。

16 C.S. 2010.08 青島2009コンテナ取扱量世界第9位

2009年取扱量10.26百万TEUの青島港は前年比490千TEU増え、ロッテルダム港を
追い抜いて世界第9位を獲得した。従来雑貨として輸送されてきた鋼材等をコン
テナ輸送するよう奨励し、港湾当局が無料で空コンの蔵置サービスを提供し
た。また低調な経済状況下でも、新たに20近くの配船が同港に寄港するように
なった。

15 C.S. 2010.08 寧波・舟山2009コンテナ取扱量世界第8位

寧波・舟山港は中国東部の浙江省に位置する天然の大水深港で、地理的には上
海にとって最も近い競争相手である。寧波港は公開の投資募集で多額の資金を
調達し、三つのコンテナターミナル（年間取扱量8百万TEU）の建設計画を持っ
ている。同港は2010年上期では、取扱量が前年比39%近く増加している。

14 C.S. 2010.08 ドバイ2009コンテナ取扱量世界第7位

DP World社はその本拠地において2009年に前年より730千TEUの大幅な取扱量減
少に遭遇し、11.19百万TEUで、世界第7位に後退した。Jevel Aliターミナル2の
能力5百万TEU拡張は既に完成し、完全稼働状況にあり、昨年設置された4個吊り
コンテナクレーン等により、港全体の取扱能力は約14百万TEUに増加する。

13 C.S. 2010.08 広州2009コンテナ取扱量世界第6位

広州港は同港が持つ強力な国内フィーダー網と船社に報奨金を与える施策に支
えられて、2009年はコンテナ取扱量を188千TEU増し11.19百万TEUとし、ドバイ
を抜いて世界第6位を獲得した。広州の広域フィーダー・シャトル網はPearl
Riverデルタの生産基地をほとんど取り込んでおり、広州市は鉄道網を拡張しつ
つある。

12 C.S. 2010.08 釜山2009コンテナ取扱量世界第5位

釜山港の2009年取扱量は、1.5百万TEU減少し11.95百万TEUとなって世界第5位の
座を保った。コンテナ貨物の需要の変化により、釜山新港会社は余剰の3バース
を釜山ポートオーソリティ（BPA）に売却し、この運営をPSA International社
とHanjin Transportationが落札した。なお釜山新港を支配しているのはDP
Worldである。
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11 C.S. 2010.08 深圳2009コンテナ取扱量世界第4位

深圳港の取扱量は、2009年には3.1百万TEU減少し18.25百万ＴＥＵで、2003年来
維持してきた世界第4位の座を保った。同港は米国およびヨーロッパとの輸送に
大きく依存し、故意区内輸送が欠けていたため、中国港湾の中で最も大きく世
界不況の影響を受けた。同港もいくつかの施設拡張計画を持っている。

10 C.S. 2010.08 香港2009コンテナ取扱量世界第3位

香港港は中国からの輸出による貨物需要に大きく依存し、2009年取扱量は前年
より約5百万TEU減少し、20.98百万TEUで世界第3位となったが、年末には回復基
調となった。深圳や広州等の近隣の港湾が絶え間なく拡張を続けているのに影
響され、当局は未使用になっている19百万TEUの取扱能力の第10ターミナルの具
体的建設計画を協力に推進した。

9 C.S. 2010.08 上海2009コンテナ取扱量世界第2位

上海港で2009年に取扱ったコンテナ25百万TEU（前年比－3百万TEU）のうち13.5
百万TEUはWaigaogico港区で、7.85百万TEUはYangshan港区で取扱われ、世界第2
位を維持した。運営するShanghai  International Port Group（SIPG）は両地
区の更なる整備計画への投資を予定している。

8 C.S. 2010.08 シンガポール2009コンテナ取扱量世界第1位

シンガポール港の2009年コンテナ取扱量は、前年より4百万TEU減少の25.9百万
TEUで、5年連続世界第1位を維持した。PSAの新開発計画により、Pasir Panjang
ターミナルに新たに16バース追加し、取り扱い能力を14百万TEU増加させた。シ
ンガポールは世界の積替えコンテナの取扱総数の1／5を扱い、また取扱量の
85％は積替えコンテナであった。

7 C.S. 2010.08 2009コンテナ取扱量トップ100港

2008年よりコンテナ取扱量を13.5％減少させたが、引き続きシンガポール港が1
位の座を維持した。それ以下の2位上海、3位香港、4位深圳、5位釜山の順位は
変わらなかったが、釜山以外はみな取扱量が減少した。日本では、2008年に比
べ東京は25位→27位、横浜は30位→40位、神戸は46位→50位、名古屋は41位→
54位へと、いずれも順位を下げた。

6 C.S. 2010.07&08
韓進海運がアルヘシラス(スペイン)でコンテナ・
ターミナルを運営

地中海地域・南ヨーロッパにおける最初の準自動化コンテナターミナルがスペ
インのアルヘシラス港に開業した。Total Terminal International Algeciras
（TTIA）は韓国のグループにより建設され、同グループオーナーであるコンテ
ナターミナルで、ジブラルタル海峡に面する港湾に位置する。ターミナルは2
バースで、岸壁に8基のガントリクレーン、ヤードに32基のASC・20台のSHCク
レーンが配備されている

5 W.C.N. 2010.03 ハンブルグ港コンテナ・ターミナル計画コンペ

ハンブルグ港のSteinweder中央ターミナルのための外部アイデアコンペで、35
社の応募からRoyal Hashoningグループの提案が最優秀賞に選ばれた。その内容
は、緑地と水上リクレーション用地を確保し、全ての必要なエネルギーは風力
および太陽光発電により自給する。更に自動化コンテナヤードとシャトル運搬
車を有し、ターミナルから出て行くコンテナの輸送手段はフィーダ船／内陸向
けバージに限られている

4 W.C.N. 2010.03
RTG(ゴムタイヤ・ガントリー・クレーン)は電化
の時代へ

港湾でのディーゼル燃料費を節約し、大気汚染ガスの排出をへらすため、アジ
ア太平洋地域では、配電線を通じてRTGに電力を供給する方式に転換しようとし
ており、そのシステムメーカの動きである。① Conductix-Wampfler社は深い港
で導入済みで、今回博多港向けを三井造船から受注した。② Vahle社は香港の
MTLに設置し、最近この事業でCavotec社と協議開始した。

3 C.I. 2010.01 米国向けコンテナの全数透視は2014まで延期

米国国土安全保障省は、米国外の港湾における米国向けコンテナの全数透視検
査を用今日する規制の実施を2014年まで延期しようとしている。理由として、
ひつようなぎじゅつが入手できないこと、支援体制が不十分なこと、画像を判
定する職員が不足していること等をあげている。ただし、実務上および技術上
の困難さを別にしても、予想される費用負担は莫大である。

2 I.F.W. 2010.01 低価格リーチスタッカー

Cargotec社は、中規模のコンテナターミナルで平均的な操業を行う場合に適当
な低価格の新リーチスタッカを発売した。従来の商品群はほどの性能を必要と
しない顧客もあり、それ程過酷な使い方をしない荷役も行われるようになって
いるため、運転費用も少なく、特にエネルギー消費とメンテナンスの点で優れ
ている。

1 I.F.W. 2010.01 コンテナ港湾“London Gateway”にゴー・サイン

DP World社は必要な土地を購入して、15億ポンドを投資し、取扱能力350万TEU
でヨーロッパ最大となるコンテナターミナルおよびロジステックス団地
「London Gateway」建設プロジェクトが始動した。英国政府も、社会基盤施設
の整備は正否が実施している経済活性化の諸施策を下支えするものであるとコ
メントしている。
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72 Green Port 2009.12 APMターミナルズ社と環境調和理念(その3)

APMターミナルズ社はコンテナターミナルの荷役機械からの汚染部質の排出低減
方策の一つとして、超硫黄燃料、天然ガス等の「代替え燃料」を使用してい
る。二つ目は、効率のよい革新的ディーゼル荷役設備を開発し採用する会社方
針から、エコRTGを導入している。更に各コンテナターミナルの大気質モニタリ
ングを行う」達成度測定」を実施し、企業の社会的責任の達成目標としてい
る

71 Green Port 2009.12 APMターミナルズ社と環境調和理念(その2)

APMターミナルズ社は環境調和理念の実現のため２つの施策を開始した。一つは
資源とエネルギーの消費を減少させ、廃棄物と大気汚染を低減させながら、顧
客サービスを向上させる｢環境効率方針｣である。もう一つは、APMターミナル・
ロッテルダムで風力発電による電力（グリンパワー）を電力網に注入し、年間
のCO2排出量を45％低減している。

70 Green Port 2009.12 APMターミナルズ社と環境調和理念(その1)

APMターミナルズ社は世界34％で10の港湾プロジェクトを推進し、48のコンテナ
ターミナルを持ち、同社の港湾運営は世界のロジステクスチェーンにとって不
可欠である。同社の環境努力目標は、同社の世界中のターミナルのCO2排出量を
2007年比で15%削減するとの声明を出した。革新的な最適運用方式の確立、戦略
的投資、省エネ重視の作業計画等で実現する。

69 I.F.W. 2009.12 デュバイ・ワールドの経営危機とDP World

DP World社は、その親会社Dubai  World社のリストラの影響を受けることはな
いと表明した。DP World社がリストラと支払い停止を免れたのは、同社が上場
企業であるためであった。Dubai  World社はターミナル運営企業の上位5社に入
り、DP World社の株式の77%を有している。

68 I.F.W. 2009.12 武器の偽装輸送で貨物船が掌捕される
ドイツ企業が所有する貨物船がイスラエル海軍により拿捕され、大量の武器を
運んでいたことが判明した。同船には通常貨物に偽装された武器500tを運んで
いた。同船と乗組員はその後解放された。

67 2009/12/14 ヘビーリフトとプロジェクト・カーゴ

標記の正確な定義を調べていて、それらの関連記事とICHCA会長のStrang氏の見
解を下記に示す。「ヘビーリフト」は通常の貨物船やクレーンでは困難な重量
物運搬用多目的運搬船で、70ｔも吊上げ可能である。「プロジェクトカーゴ」
は大規模なプラント建設等で、大量の資機材を必要とするプロジェクトの一纏
まりの輸送をこのように呼ぶ。

66 Green Port 2009.12 船上でもゴミ分別収集

船社は船上のゴミの分別収集を促進しており、これに対応した陸上の受入設備
の普及を求めている。ハッチソン英国が行っている対応は、ゴミの発生源に近
い所での分別が最も効率的であることを示している。同社の革新的なゴミ容器
運搬システムは同港全体で総合的リサイクル率45%を達成している。

65 I.F.W. 2009.12 波路遥かにコンテナは行く

英国BBC放送局は、コンテナがグローバライゼーションに乗って世界中を旅する
のを追跡した。同コンテナは昨年中に海上を76,800km、陸上を6,400km旅して、
今月初めサウサンプトン港のDP Worldターミナルに帰ってきた。海運業界の困
難な状況を反映して、同コンテナは4月～7月の間横浜港で空コンのまま放置さ
れた。

64 I.F.W. 2009.12 新巨大コンテナ船が就航

CMA CGM社は、13,000TEUクラスのコンテナ船群の旗艦というべき新コンテナ船
「クリスト・コロン」の引渡しを受けた。船体の長さは365mで、11月11日より
同社のアジア・ヨーロッパFAL航路に就航した。同船は大気汚染ガスを4%、オイ
ル消費量を25%、燃料消費量を3%低減する。

63 Green Port 2009.12
ロンドン港への航路改良でCO2を年間2,200トン逓
減

ロンドン港湾公社は、ロンドン港への航路を水深がより大きく、より直線的な
航路に整備する作業を進めている。この水路改修が実現すれば、船社は時間と
燃料を節約でき、特にテムズ河口のプリンセス航路の増深と航路変更で、年間
のCO2放出を2,200t逓減できると推算されている。

62 C.S. 2009.11&12 世界初のハイブリッド・トラクター

ST Engineering社のグループ企業で陸上の機械システムを担当しているST
Kinetics社は、油圧駆動装置（HHD）により強化されたタ－ミナルトラクタを発
表した。従来型トラクターより燃料消費量を20%節約を達成する。同社のエネル
ギー再生型ハイパワー油圧駆動装置をKalmer社が全世界で販売しているターミ
ナルトラクターに組み込むことで、Cargotech社と覚え書きを交わした。

61 C.S. 2009.11&12 折畳み式コンテナ

ボストンのCompact Container System社は折り畳めるISOコンテナが海運業界の
経営状況を好転させられると主張する。同社の40ft背高折り畳みコンテナを使
用すれば、空コンの返却の運賃と蔵置費を最大75%低減可能と説明している。折
り畳まれた4個のコンテナは、標準のコンテナ1個のスペースに収まる。

60 C.S. 2009.11&12 コンテナ筐体の検査基準の統一を

リースしたコンテナが返却されたときに行う検査の基準が２つ〔①コンテナ保
有者協会（COA）が承認している共通基準（CIC）、②ICL－５〕あり、各の基準
に適合するための修理費が①の場合の方が②より12.9%少ない。このため個んて
ののリースに関係する業界は、①のCIC基準で業界統一基準化を求めている。

59 C.S. 2009.11&12
ソフトウエアによりコンテナ・ヤードの生産性を
向上

タンジュン・ペラパス港はRTGとコンテナヤードの管理を強化するため、「RTG
展開」、「RTG配車」、「ヤード混雑予想」の3つのソフトウェア・セットを導
入した。これらはARL社が納入したもので、常に最適化アルゴリズムを適用して
最適の作業順序と作業実施のシナリオを作成してオペレータに提示するよう設
計されている。

58 C.S. 2009.11&12 エコAGVの試用がハンブルグのターミナルで

Gottwald P.T.社はHHLAC.T.社と協同で、バッテリ駆動式AGVの開始を始めて来
て、その試作車をハンブルグ港で試験運用することで調印した。本AGVが市街地
に近い港湾の環境保護に持続的な貢献をもたらすとしている。両社は港湾およ
びターミナルで排気ゼロのコンテナ取扱機材を目指している。

57 W.C.N. 2009.11 英国で新しい沿岸コンテナ輸送が始まる

Feederlink社はサウサンプトンとグラングマウスおよびサウスシールドを結ぶ
「東沿岸サービス」と呼ばれる週一度のフィーダーサービスを開始した。容量
407TEUで冷蔵プラグ80個備えたコンテナ船を使用する。このサービスは多くの
利点があり、道路・鉄道による輸送に対し真の代替え手段となり、イングラン
ド北東部の顧客のアジア貿易を容易にする。

56 C.I. 2009.10
釜山新港の3バースをPSA-Hanjin協同企業体が運
営

釜山港湾局（BPA）は釜山新港の新コンテナターミナル3バース（取扱能力150万
TEU）の運営企業が見つからず苦労していたが、最終的にPSAとHANJINの共同企
業体に決定することができた。釜山港は中国の港湾との激烈な競争に苦労して
おり、2009年前半は取扱量が17％減少したが、その後業績は回復し始めてい
る。

55 C.I. 2009.10 アントワープ港の航路増深に光明が

スケルデ河口部のオランダ領部分の浚渫に関し、オランダ当局の説得に成功し
たことで、アントワープ港の関係者は枕を高くして心安らかに眠れるように
なった。この合意は、オランダ当局が地盤の環境上に問題があるとして一度破
棄されたもの。

54 I.F.W. 2009.10 海上風力発電基地への資材輸送

BBCチャータリング社は、これまで風力発電設備の塔の部分は寝かせた状態で
バージに載せて輸送せざるを得なかったが、今回同資材を縦位置で船上に載せ
て輸送し始めた。イングランド東海岸にある世界最大のグレーターガバード風
力発電基地に向けて、プロジェクト全体で140基の発電設備を36航海に分けて輸
送する。
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53 I.F.W. 2009.10
アントワープ港で超大型コンテナ船の受け入れ準
備進む

アントワープ港では、MS社の最新の14,000TEUシリーズの超大型コンテナ船を用
いた試験が行われ、その結果に基づきアントワープ港のコンテナ船の最大サイ
ズを大きくする許可が与えられた。スケルテ航路運用審議会は、スケルテ河下
流を航行する船舶の最大喫水を13.5mから14mに大きくし、大型船の入港時間帯
を広げた。

52 I.F.W. 2009.09 衝突で破損したコンテナ船から荷役

先月末オランダ沖合40kmで省とした2隻の貨物船のNirint Prodeは火災が発生
し、MSCNikitaは船尾に穴が開いた。後者は損傷で船底が海面下18mまで沈み、
ロッテルダム港のコンテナターミナルでは荷役不能なため、同港のEMO雑貨埠頭
で荷下ろしを行っている。

51
ICHCA Information

Paper
2009.09

梱包された危険物の陸上での取扱に従事する者の
研修

IMGDコード（国際海上危険物規則）改正34－08号は、岸壁およびその背後にお
いて海上輸送に関して危険物を取り扱う者に対して、研修を義務づける重要な
改正である。これに関しICHCAは参考資料を作成し、IIL本部より会員に配布す
るとともに、TTClubのWebサイトにも掲載した。

50 2009/08/28 JADE WEST PORT

JADE  WEST  PORTはドイツのウィルヘルムハーフェンに建設中で、2011年操業
予定の世界最大のコンテナ船を受け入れらるドイツ唯一のコンテナターミナル
となる。岸壁延長は1,725mで、船体長430m、船幅58m、喫水16.5m、要領
10,000TEU以上の超大型船が接岸可能である。

49
Port Technology
International

2009/08/25 季刊Port Technology International

「季刊Port Technology International」は港湾関係者を対象読者として英国で
刊行されている専門情報誌で、年4回刊行され、以下の分野について記事を収録
している。港湾計画、財務・危機管理、浚渫・沿岸開発、コンテナ取扱、税
関・保安、倉庫・ロジステックス　等々。

48 Por Tech 2009 2009/08/25 第5回Por Techサミット2009

2009年10月28～30日に、中国上海で開催される「第5回Por Tech サミット
2009」の案内パンフレットで、アジアにおける港湾産業のイベントである。そ
の内容としては、①世界の港湾からの発信、②最先端技術、③持続可能な開
発、④半日ワークショップ、⑤高速ネットワーク、⑥洋山港見学　である。

47 2009/08/12 ターミナルの運営ディプロマ・コース

Informa社の事業の1つで、港湾ターミナルの管理・運営に関する通信教育の
コースである。ディプロマは、短期の研修コース等の修了者に与えられる称号
で、大学卒業生に与えられる「学士」に似た照合で、授与された人は自分の資
格の一つにこれを挙げることができる。

46 W.C.N. 2009.08
サン・ペドロ湾港湾清浄な大気行動計画のもとで
の最初のターミナル・リース契約が締結

ロスアンゼルス港理事会は、地域住民団体とサンペドロ港港湾清浄化大気行動
計画をふまえた新しい長期ターミナル・リース契約をTra Pac社と締結した。
Tra Pac社はAMPに代わって、当該ターミナルに接岸するコンテナ船で、陸電供
給に対応する設備がない船舶からの排気を集めて処理する。

45 C.S. 2009.08 2008コンテナ取扱量トップ100港

2008年のコンテナ取扱量トップ100港を集計して記載している。前年比％を（
）内で示して、トップ5港は順に①シンガポール（＋7.4）、②上海（+7.1）、
③香港（+2.1）、④深圳(+1.5)、 ⑤釜山（+1.2）であった。東京は26位、横浜
は30位、名古屋は41位、神戸は47位であった。

44 I.F.W. 2009.08 港の風景(米国Port of Longview)

記事そのものは混載貨物や大型重量物貨物のマーケットの現状と将来を展望し
たもので、コンテナ関係者は混載貨物にも食指を伸ばしてくるかもしれないと
いう記事である。現にLongview港のように主に混載貨物を扱っていた港湾も、
コンテナ港湾やコンテナターミナルとの貨物の取り合いが起きている。

43 C.I. 2009.08
ヨーロッパからアジアへの外洋コンテナ船がスエ
ズ運河経由航路に復帰

ヨーロッパからアジアへ向かうコンテナ船が喜望峰を回るルートを採用してい
たが、最近喜望峰を回るルートに復帰し始めた。これまでに、MSCのLionサービ
ス、MaerskのAE6・AE7サービス、CMA CGMのFAL2サービスは喜望峰周りを止めて
いる。スエズ運河経由航路に戻った動機は、運河の通航料の節約よりも燃料費
の高騰が大きかったためである。

42 W.C.N. 2009.07 ロッテルダムの東にコンテナ用バージ基地

ロッテルダムの東にある町アルブラッセルダムに「コンテナ・トランスフェリ
ウム」と呼ばれる新しいインターモーダル・バージターミナルが建設されるこ
とになった。アルブラッセルダムとマークスラクテとは50kmの距離で、2011年
末に開業し、2014年には20万TEUのｺﾝﾃﾅを取扱う。自動車道輸送ｺﾝﾃﾅの10％を水
路輸送に切り替えられる。

41 W.C.N. 2009.07 五大湖でコンテナのバージ輸送が始まる

オンタリオ湖港とモントリオールを結ぶ週1回のコンテナフィーダ輸送が開始さ
れた。水上輸送は混雑する道路から貨物自動車を減らす環境上の利点に加え、
重量貨物の輸送では、費用削減が可能である。制限重量いっぱいまで貨物を積
み込めるので、鋼材やタイル等を20ftコンテナで輸送しても、道路輸送で払う
べき重量超過特別料金が不要である。

40 I.F.W. 2009.07
サウサンプトン港のコンテナ・クレーンのブーム
が崩壊、船上に落下

英国サウサンプトン港のDP Worldサウサンプトン・ターミナルでNYK船に積込み
作業中の第6クレーンのブームが崩壊し船上に落下し、クレーン運転手が重傷を
負った。船体に構造的被害が発生していないとみられたが、詳細は不明。この
クレーンはモーリス社が1991～1993年に製鎖記した4基のうちの1基で、最近
ブームを延長した。昨年は第8クレーンが崩壊し、英国物流関係者に大損害を与
えた

39 C.S. 2009.06
港湾は経済刺激策によりどのような恩恵を受ける
か(ドイツの場合)

ドイツの経済刺激策の重要な施策の柱は、経済成長と雇用において乗数効果の
大きいことから、社会基盤施設整備への資金増加である。これらについては関
係者の円卓会議で、施策の初期段階で優先事業が選別された。別の注目事業
は、コンテナと港湾物資の輸送で限界状態の道路であるHamburgとBremenを結ぶ
A1自動車国道の6車線化事業である。

38 C.S. 2009.06
電化RTGクレーンのための“ドライブ・イン”方
式

Conductix Wampfler社の「ドライブ・イン」方式は、既存の電化RTGと同様に給
電レールを使用するが、レーン間移動時に作業員による受電器の脱着作業を必
要とせず、TGがレーンに入るときには受電器が安全に導かれる。ドライブ・イ
ン方式は作業時間とエネルギーを節約し、ターミナルの環境負荷を軽減し作業
能率を向上させる。

37 I.F.W. 2009.06 ノヴォロシースク港の新しいクレーン

ロシアのノヴォロシースク港のコンテナクレーンに、強風と地震に対して安全
なように設計されたLiebherr社製の特注の岸壁コンテナクレーン1基が納入され
た。また最近動ターミナルは、Konecrane社で一般配線網から受電する環境調和
型ケーブルリール式クレーンを4基導入している。

36 W.C.N. 2009.05 Bromma社の全電気式スプッレッダー

Bromma社によれば、経済の後退にもかかわらず、世界中の多数の地域のコンテ
ナクレーンがスプレッダのグレードアップにに投資している。その多くは、2個
吊りスプレッダを全電気式にグレードアップするものである。ヤードクレーン
の1個吊り油圧式スプレッダを全電気式スプレッダに交換する動きも続いてい
る。

35 C.S. 2009.05
長期計画の達成を目指しコンテナ・ターミナルの
建設は続くその4(ナント)

ナント港もまた戦略的な開発プロジェクトへの投資を続ける計画であり、コン
テナおよび石油関係事業の開発を含んでいる。この中には、岸壁延長1,000m、
45haのヤードも含まれ、5年以内にこんてなたーみなるを　開発すると言ってい
る。
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34 C.S. 2009.05
長期計画の達成を目指しコンテナ・ターミナルの
建設は続くその3(ルアーブル)

ルアーブル港の2000地区では、既に稼働している1400mの岸壁の隣に、バース延
長350ｍバースが6バースの第2期計画が2009～2010年に供用開始予定で順調に進
展している。最初の2バースはGMP社が、3番目のバースはTPO社が、残りの3バー
スはMSC社が運営する予定である。

33 C.S. 2009.05
長期計画の達成を目指しコンテナ・ターミナルの
建設は続くその2(ダンケルク)

ダンケルク港のコンテナターミナルNFT1は2008年に16ha拡張されて49haになっ
た。そこには2基のコンテナクレーンも納入された。またターミナル運営企業と
ダンケルク港当局は、同港とストラスブルグを結ぶ84TEU積み貨物列車の運行を
推進中である。ダンケルク港の主な利用者は鉄鋼業であるが、鉄鉱石と石炭の
取扱量は減少している。

32 C.S. 2009.05
長期計画の達成を目指しコンテナ・ターミナルの
建設は続くその1(マルセイユ)

旧来のマルセイユ港は用地の制限があり、40km離れたFosに新しい港湾開発
（Fos 2Xプロジェクト）を推進する。本プロジェクトは、同港新規インフラ整
備の目玉であり、2つのコンテナターミナルが出現し、1つはMSCが、他の1つは
CMA  CGMとDP Worldんの共同企業荷より運営される。

31 C.S. 2009.05 ハイブリッド・トラクターは排気低減に貢献する

テキサス・キャパシティ社はプラグ接続可能なハイブリッド電気式ターミナル
トラクタ（PHETT）を商品化した。最高効率状態のエンジンで定速運転される発
電機で電力供給する。本機は蓄電シリーズのハイブリッド製品であり、燃料消
費を60%、騒音レベルを30%低減する。

30 I.F.W. 2009.05 スコティシュ・ヴァイキング号がフォース湾に

スコティッシュ・ヴァイキング号はノーフォーク海運が英国スコットランド州
エディンバラ近くのRosyth港とベルギーのZeebrugge港を結ぶ航路に投入するた
めに建造した船で、最初の航海を終えてフォース港に入ってきた。同船はス
コットランドとヨーロッパ大陸を結ぶ唯一の船便を復活させたもので、当初は
週3回の航海を行う。

29 C.I. 2009.05
冷凍コンテナに着目して見る新造コンテナ船の動
向

冷凍コンテナは多数の航路で専用冷凍船から貨物を奪っている。果実の輸送に
も冷凍コンテナが利用されるようになり、契約済み船では、特に3000TEU以下の
小型コンテナ船では冷凍コンテナ容量比率が21.6%で、8000TEUの大型コンテナ
船の同12.7％より多い。このことは、一般に小型コンテナ船は新興市場関連の
輸送が多く、これは市場では冷凍コンテナの貨物の比率が高いためと思われ
る

28 I.F.W. 2009.04 世界最大のコンテナ船MSC Beatrice処女寄港

世界最大のコンテナ船MSC Beatriceが４／７アントワープに処女寄港した。容
量は14,000TEUで、船体長さは366m、総トン数151,559tと発表されている。ただ
しEmma Maerskは船体長397m、総トン数170,794tで容量は11,000TEUと発表され
ているが、13,600TEUとも15,212TEUとも試算されている。

27 C.I. 2009.04
CMA CGM社はパナマ運河を敬遠し喜望峰を経由す
る航路を採用

マルセーユに本拠を置く船社CMA  CGM社は更なる運行経費の節減のため、極東
とアメリカ／カリブ海を結ぶ配船で、カリブ海からアジアへの航海でパナマ運
河を経由せず喜望峰を回る航路を採用することを決定した。1航海でU＄200,000
節約可能であるが、10番目のコンテナ船の投入が必要で、この燃料費の増加が
発生する。

26 C.I. 2009.04
ロングビーチ港とロサンゼルス港が貨物増のため
に各種報奨制度を準備

ロングビーチ港とロサンゼルス港は、利用する港の選択が自由なコンテナをよ
り多く両港に取り込むため、各種報奨制度を発表した。鉄道でカリフォルニア
州の外からまたは外へ運ばれる輸入貨物に対し港湾料金を10%減額する。輸入貨
物の大部分が鉄道輸送されるので、この報奨制度は相当の効果を発揮する。

25 C.I. 2009.04
新しいインターモーダル・ターミナルがアント
ワープに

内陸部に通じる鉄道と道路に接続するコンテナターミナルの建設がアントワー
プで開始された。　ヨーロッパ内陸の交通にとって、混雑する新ターミナル
は、港湾地域を避けられる好位置にあり、2010年供用開始される。ターミナル
面積は100,000m2　で、3基の大型トランスファークレーンで、1日10～12列車を
捌くことができる。

24 C.I. 2009.04 コンテナ全数X線透視法の実施には疑問符か

2012年以降、米国向けのコンテナは積荷港で全数Ｘ線透視を義務づける法律の
実施に関し、新任の米国国内保安長官は実施開始の可能性をほのめかした。コ
ンテナ荷訳の能率低下と費用の増加が発生するため、約30カ国が実施困難との
見解を表明している。

23 I.F.W. 2009.04 ドーバー海峡に高速のフェリーが就航

フランスのLD Line社は、ブーローニュ・ドーバー航路にドーバー海峡を最短時
間で横断できる高速カタマランを投入する。長さ112mで、40ノット出せ、1時間
で横断可能。
ユーロトンネルを利用するより25分時間がかかるが、現在の同航路の所要時間
は1時間45分であるので、この時間短縮は陸運業者から歓迎されている。

22 C.S. 2009.04
オークランド港のターミナル改良と運営の免許を
民間企業に

オークランド港湾局は、ポーツ・アメリカ社とターミナルインスツルメント社
の共同企業体であるポーツアメリカ・アウタハーバ社に、ターミナルの改良と
運営の50年間の免許を与えた。これにより160エーカーのターミナル部の改良に
U＄150mが投資され、85，000人の雇用が創設される。

21 I.F.W. 2009.04 コペンハーゲン・マルモ港で強気の投資

スエーデン・デンマークの港湾複合体は、市の中心部の港湾施設を2011年にマ
ルモに移転し、新たに3つのターミナルを建設すると発表した。現在運輸産業は
好ましくない経済状況であるが、現設備は小さすぎ、再び経済が活性化された
ときを見据えて、取扱能力を大幅に拡大するもので、この先40～50年間の施設
拡張にも対応できるものである。

20 C.S. 2009.03 ヤード・クレーン納入実績(2008年)
2008年には877基のヤードクレーンが11社から納入され、RTGは708基、RMGは169
基で、全体に対するRMGの比率は増加を続けており、ターミナルがヤードより高
密度利用と自動化の可能性を念頭に整備を進めていることを示している。

19 C.I. 2009.03 船社はスエズ運河を敬遠

長距離航路に配船している船社は、暫定処置として北部ヨーロッパから極東向
けの船舶に、スエズ運河を経由せず喜望峰回りの航路を執る処置を取り始め
た。現在3配船でこの経費削減処置が実施されており、船社はスエズ運河通行料
と、アデン湾の海賊対策分担金を節約できる。

18 I.F.W. 2009.03 パキスタンのターミナルが攻撃を受ける

アフガニスタンの過激派は、二つの陸上貨物ターミナルを攻撃した。そのうち
の一つの攻撃では、ペシャワールのターミナルにあった数十台のトラック、海
上輸送用のコンテナ、軍用車両が破壊された。攻撃した過激派は、アフガニス
タンにおける米国主導の作戦にパキスタンが支援することに反対しており、連
続的な攻撃を行うと警告している。

17 2009/03/06 英国ハリッジ国際港に思いがけぬ春風
思いがけない港運の春風がハリッジ国際港に吹いた。風力発電機という予想外
の利用者が港にやってきたのだ。風力発電機のパーツはG.S. Wind Farm向け
で、風力発電機６台分を積んだ台船は定期的に運行する。

16 I.F.W. 2009.02 ブリタニア・フェリーが新造船を投入
ブリタニア・フェリー社は、約143億円で建造したフェリー“The  Amerique”
をプリマスとロスコフを結ぶ航路に就航させた。60台の貨物自動車を収容で
き、同社のフェリー“The  Pont  Aven”とともに運用される。
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15 C.I. 2009.02 世界最大のコンテナ船MSC Daniela

公称容量13,800TEUのコンテナ船が韓国のGeajeでMSC Danielaと命名され、マー
スク海運のＥ級船舶（11,000TEU）より大きく、世界最大のコンテナ船となっ
た。しかし、マースクは所有する船舶の容量を相当小さく発表する。MSC
Danielaはマースク船より全長で31.6m、幅で5.2m小さい。

14 I.F.W. 2009.02
大手ターミナル・オペレーターの業績と将来見通
し

世界の大手ターミナルオペレータのPSA、DP World、Eurogate等は、2008年の業
績は通年では伸びを示したが、各社第4四半期は最悪の業績となった。また、各
社とも2009年の見通しは、取扱量が大幅な落ち込みを示すと予想している。

13 C.S. 2009.01&02 Yang Ming社が高雄のターミナル運営免許を取得

Yang Ming社の子会社KMCTは、高雄港の新しいコンテナターミナルを運営するこ
とになった。新ターミナルは台湾で最初の半自動化ターミナルで、4バース、40
基の自動RMGと12基のガントリクレーンが設置される。また、韓国のTotal Soft
Bank社は、ここにCATOSを納入すると発表した。

12 C.S. 2009.01&02 ブロマ社が全電気式スプレッダーを80台受注

スウェーデンに本社を置くブロンマ社は、最近ヤードクレーン用の全電気式ス
プレッダを80台以上受注したと発表した。このスプレッダは、重量と構造に画
期的長所を有し、クレーンエネルギーの節約、維持点検回数の節減、耐用年数
の向上、環境への影響軽減に繋がっている。

11 C.S. 2009.01&02
タコマ港がGPSを利用した陸上のコンテナの追跡
システムを試験運用

タコマ港湾局は、セーフフレート・テクノロジー社が開発したGPS追跡システム
を使って、沿岸のコンテナターミナルから米国東部および中西部の仕向地まで
鉄道輸送されるコンテナを追跡する試験運用をしている。この副次的な効果と
して、このようなシステムはサプライチェーンの保安上の信頼性を高めること
に繋がっていることである。

10 C.S. 2009.01&02 岸壁コンテナ・クレーンの納入実績(2008年)

Cargo Systems誌が行った岸壁コンテナクレーンの2008年納入実績では330基
で、2007年の321基よりじゃっかんの増加となった。メーカ別では、ZPMCが247
基で市場占有率は75％で第1位だった。同社は近年大きなクレーンが多くなり、
定格荷重70t以上を85基、アウトリーチも60m以上のものを200基以上納入してい
る。

9 C.S. 2009.01&02 ハッチソンがストックホルムに進出

香港に本拠地を置くハッチソン港湾ホールディングは、ストックホルムに現在
あるコンテナターミナルの運営を引き継ぎ、新たなターミナルの開発に合意し
た。新しく開発するニーネスハムンのコンテナターミナルは、25haの面積を有
し長さ800mで15m水深の岸壁が建設され、2012年供用開始の予定である。

8 C.S. 2009.01&02 サン・ペドロ湾でコンテナ取扱量が激減

カルフォルニア州のサン･ペドロ湾内にあるロサンゼルス港とロングビーチ港の
活動状況は米国のみならず世界経済のバロメーターと見られているが両港の通
年業績は急減を示し両港の減少率は前者で6％、後者で11％、12月は各々15％と
25％減で特にひどかった。

7 C.S. 2009.01&02
カールマ社が個別仕様ターミナル・トラクターを
発表

カールマ社は●●荷役を行うターミナルで使用するトラクタとしてヨーロッパ
市場の要求に合致するよう設計されたトラクタの新製品を発表した。方範囲の
オプションを備えておりターミナル事業者は適切なオプション選択により自ら
の要求に沿った使用にすることが可能。運転視界が広く運転室での操作が簡単
になっている。

6 W.C.N. 2009.01
新しいパナマ帽をかぶるとコンテナ海運はどう変
わるか(その2)

Dynamar社の報告書ではスエズ運河を経由して極東と米国東海岸を結ぶコンテナ
海運について2015年以降と、それ以前の状況を分析し、また米国東海岸の港湾
パナマ運河を経由したフィーダ輸送についても検討している。更に新パナマッ
クス船による｢赤道振り子輸送｣についても述べている。

5 W.C.N. 2009.01
新しいパナマ帽をかぶるとコンテナ海運はどう変
わるか(その1)

オランダの海運コンサルタントDynamar社はパナマ運河が拡幅された後の同運河
を経由する船舶の動きを予測研究している。この研究は2015年に新しい閘門が
使えるようになる新パナマックス時代が始まってからと、それ以前の船舶の動
きを検討した。

4 I.F.W. 2009.01 フランクフルト空港の第4滑走路

ヨーロッパ最大の航空貨物ハブであるフランクフルト空港は第4滑走路の建設に
ついては裁判所が認めたが夜間飛行の禁止に関連し困難に直面している。空港
を運営するフラポートは当初夜間飛行禁止に同意していたがルフトハンザの強
い働きかけで地方政府は条件つきで認めた。ただし連邦裁判所に持ち込まれ結
論は2～3年先となり貨物取扱の主要施設建設は先送りされそうだ。

3 I.F.W. 2009.01 ヒースロー空港の第三滑走路の新設にゴーサイン

英国政府は長い間能力いっぱいで運用されてきて他の国の国際ハブ港に地位低
下していたヒースロー空港の第3滑走路にゴーサインを出した。環境保護主義者
は反対しているが貨物運送業からは歓迎されている。航空貨物輸送は英国輸出
の総価の25％を担っているが二酸化炭素排出量は0.6％である。

2 I.F.W. 2009.01 ロッテルダム港でコンテナ取扱量が急減

ヨーロッパ最大のコンテナ港湾であるロッテルダム港は最近の景気後退でコン
テナ取扱量が急減している。去年の貨物取扱高は過去最大であったが取扱量の
伸び率が前年の6.4％から2.7％に減少した。しかし投資が続いており当局は将
来を肯定的に見ている。

1 C.W. 2009
港荷協機関誌「港湾荷役」の記事が“Cargo
World2009”に

国際荷役調整協会(IIL)の機関誌で、その2009年号にIIL会長が来日の折に止
まった港荷協の機関誌『港湾荷役』の中の下記の2編の記事を“Cargo World”
に掲載した。①新しい時代における荷役機械の維持管理(吉田由治)②港湾施設･
機械の最も効率的な維持管理(山縣宣彦)
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55 C.S. 2008.12 イタリア、タラント港がハッチソンの進出を切望

イタリアのタラント･コンテナ･ターミナルは(TCT)は中央･南東ヨーロッパのハ
ブ港になると予想されてきたが2001年開業以来エバーグリーンにより運営され
てきて実現しなかった。そこでTCT側はコンテナターミナルの巨人ハッチソンの
インフラ整備に力を発揮してくれると期待している。

54 C.S. 2008.12 排気ゼロの動力源で稼動する新型AGV
スイスのNumexia社は同社の非接触エネルギー伝達技術を使って排気ゼロの無人
搬送台車(AGV)を開発した。

53 I.F.W. 2008.12 中国⇔台湾の直接航海が再開

中国と台湾間の道路･空路･郵便の直接接続は60年間中止とされてきたが､この
度､再開し相互に大型コンテナ船が1949年以降初めて台湾海峡を横断した。海峡
の両岸を直接結ぶ航海により大きな時間と費用を節約し船社と荷主の事業競争
力を向上させる。

52 C.S. 2008.12
老朽トラックの港湾進入を禁止、クリーンでない
トラックに課金

ロサンゼルス港とロングビーチ港の港湾ターミナル運営会社はクリーントラッ
クを奨励するため老朽トラックから課徴金を徴収し港湾への進入を禁止する。
既に両港で実施されている混雑時間帯回避制度の課徴金システムと同様な方法
で対応する。

51 I.F.W. 2008.12 コンテナという箱に何が起きるか

西欧の消費の減退が海上コンテナ輸送の劇的な不調を引き起こし、その影響が
コンテナ製造業界にも顕著になってきた。コンテナ製造業者は大部分中国にあ
るが今や、その業界全体が休業か閉鎖の状況にありコンテナ価格も劇的に低下
している。その一方で背高45ftコンテナやパレット幅45ftコンテナの需要が高
まっている。

50 C.S. 2008.12
ジェノバ港過剰貨物の緩和のため内陸基地プロ
ジェクトを発進

ジェノバ港は後背地に山脈が迫り港湾拡張の余地がないため内陸部に基地を設
けて港に到着したコンテナを鉄道で通関施設のある内陸基地へ移送するプロ
ジェクトを立ち上げた。これによりジェノバ港は地中海のライバル港に対し競
争力を維持可能となる。

49 C.S. 2008.12 コネクレーン社の広告

コネクレーン社はクレーンや各種機械の設計を改良し船団運用のためのソフト
を強化する指標を設定している。わが社の製品の燃料節減システム電気駆動ク
レーンなどの先進的な改革の背後には当社の伝統である環境にやさしい指向が
ある。

48 C.S. 2008.11
東南アジアのコンテナ・ターミナルがコネクレー
ン社のゴムタイヤ式ヤードクレーンを調達

コネクレーン社はインドネシアのペティケマス･スラバヤ･ターミナルから4基の
RTGをタイのラムチャバンからサーチスタッカと空コン取扱機械を受注した。同
社は2001年にRTG納入時にメンテナンス事務所をターミナル内に開設しサービス
活動を重視して今回の受注につなげた。

47 C.I. 2008.11
2013年末には8,000TEU以上の大型コンテナ船が
500隻に

Containerisation Intermatuional 2008年11月号によれば8,000TEU以上の大型
船は現在稼動中のものが184隻で2013年までに引渡が316隻で同年末には500隻以
上となる。

46 C.S. 2008.11
タンジュンペラパス港がゴムタイヤ式ヤードク
レーンを三井に発注

マレーシアのタンジュンペラパス港が三井造船(株)に11基のハイブリッドRTGを
発注した。これらは吊り荷降下時に発生するエネルギーをコンデンサ(蓄電池)
に備え吊り上げ時に利用し燃料消費およびCO2排出を各々50％低減する。また作
業効率化のため20ftコンテナ2個吊りのスプレッダを装備している。

45 I.F.W. 2008.11 ダンケルク港に大型コンテナ・クレーン
ダンケルク港コンテナターミナルのオペレータであるNFTIに2基のスーパーポス
トパナマックス対応のクレーンが納入された。これらはコンテナ2個吊り3列対
応でZPMC製である。

44 C.S. 2008.11
マニラ国際コンテナ・ターミナルに新鋭RTGを4基
投入

マニラ国際コンテナターミナルに新鋭のPTGが4基投入され更に8基が発注されて
いる。これらのクレーンはNoell Crane System China製でGPSを用いた自動操縦
装置と自動位置把握システムを備えている。5段積みである。

43 C.S. 2008.11 ZPMCのクレーン製作に発注者側の技術者が立会い

ハンブルグ港に設置するZPMC製の5基のガントリークレーンについてターミナル
オペレータのHHLAの要求発注仕様書が満足されていることを確認のためコンサ
ルタントに上海のZPMCの建設ヤードでクレーン建造の指揮する業務を発注し、
日々の業務進行の監督と検査立ち会いをさせた。

42 I.F.W. 2008.10 英仏海峡トンネルの火災の復旧が始まる
英仏海峡トンネルで発生した火災の片付け作業が開始され被災した自動車用列
車が現場から引き出されている。化学薬品用タンクローリーからの漏れ出しと
爆発という見方は弱まっていて火災の原因は未だ明らかになっていない。

41 I.F.W. 2008.10 コンテナに落雷
コンテナ船上のコンテナに落雷し稲妻が走っているこの衝撃的な写真はコンテ
ナ輸送情報社の写真コンテストで第1席を獲得した。厳正な審査を経て瞬時の現
象をタイミングよく捉えた、この写真が受賞した。

40 C.I. 2008/09/29 コンテナ船(10,000TEU以上)発注状況(2008-07)

39 W.C.N. 2008.08 ジャクソンビルでコンテナクレーンが倒壊
ジャクソンビルでコンテナクレーンが突風により逸走し隣接クレーンに激突し
両クレーンとも倒壊し玉突きされた3基目は軽微な損傷だった。当日は強風のた
め荷役作業は中止していたが転倒防止装置は固定していなかった。

38 C.S. 2008.08 2007コンテナ取扱量トップ100港
2007年コンテナ取扱量15位はシンガポール港、2位は上海港、3位は香港だっ
た。10位までに中国港湾が4港入っていた。東京は27位、横浜は29位だった。取
扱量の伸びでの1位は上海、2位はシンガポール。

37 2008/08/01 ロッテルダム港マースフラクテ2プロジエクト
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36 C.S. 2008.07&08 サウサンプトンに新鋭クレーン
DP Worldサウサンプトンは2基の22列対応のポストパナマックスガントリクレー
ンを導入した。英国ホンダもDP Worldサウサンプトンが最新鋭機械や技術に投
資して操業能力を高めていることを歓迎している。

35 I.F.W. 2008.07 拡大主義者の港湾が大型船の受け入れ体制を整備

バージニア港湾公社は米国東海岸のターミナル運営者のうちで拡大主義者の一
つとされており同行者の大水深埠頭は浚渫工事完了で大型船の受入体勢が整っ
ている。同港は26列対応のクレーンを装備しており将来のﾁ超大型コンテナ船に
も対応可能である。

34 I.F.W. 2008.07
最大級船舶のための大型橋梁の持ち上げなど、
ニューヨーク・ニュージャジー

ニューヨーク･ニュージャージー港公社は同港の将来の発展のため水深の増大、
埠頭に隣接した鉄道ヤードの新設、連絡道路の改良など多額のプロジェクトを
推進中である。ベイヨン橋の桁下空間を大きくするための橋の持ち上げ工事も
同プロジェクトに含まれる。

33 I.F.W. 2008.07 オランダ・ドイツのコンテナ輸送の動き

オランダ、ドイツの港湾は各々、混雑緩和のために取り組んでいる。ロッテル
ダムではコンテナ積み替えターミナル計画がECTでは内陸ターミナルとネット
ワークの構築、空コンの蔵置距離、見入りコンテナの装置期間の制限、ユーロ
ゲートでは外港ターミナルと内陸ターミナルの連携で対応しようとしている。

32 I.F.W. 2008.07 サウサンプトンが上昇気流に

DP Worldサウサンプトン･ターミナルは昨年のコンテナクレーンのレール改修工
事やクレーン倒壊、更に他のクレーンの安全性点検等でターミナル能力が減少
した。しかしターミナルの諸問題が解決し2基の新しいクレーンが供用開始され
業績が向上してきた。

31 I.F.W. 2008.07
カルマー社の省燃料・環境調和型ストラドル・
キャリア

カルマー社は世界で最初の環境調和型のハイブリッド式ストラドルキャリアを
発表した。コンテナを降下時や減速時に発電し燃料を30％以上節約できる。本
機では1台あたり年間CO2排出量を50t以上減少可能。

30 I.F.W. 2008.06 DP Worldの拡大路線に減速なし

DP Worldはドバイの2つのターミナルでコンテナ取扱量を伸ばし更に将来は大規
模な拡大計画を持っている。DP Worldは世界中に広くターミナルを持っており
ヨーロッパ、中東、アジアﾃで取扱量を伸ばしており将来は更なる拡大路線を加
速させようとしている。

29 C.I. 2008/06/13 ポスト・パナマックス船現況(2008-4現在)

28 2008/05/20 SOx技術基準

27 W.C.N. 2008.05
メクリフト社が新コンテナ・ムーバーを製品系列
に

フィンランドのメクリフト社は新しい低価格のコンテナムーバを商品化した。
本機は強固なフレームと2個の後輪で構成され空コンおよび実入りの20～45ftの
コンテナを伸縮可能なフレームで取り扱う。伸縮、昇降、幅調整はトラクタか
らの油圧で駆動･操作される。

26 W.C.N. 2008.05
コンテナ・クレーンのトップ・メーカーZPMCが第
2位のSPMPを吸収

ZPMCは元々SMPMから分離独立したが両者はコンテナクレーンの中国国内および
国際市場で激しく競合し特にSMPMはZPMCより約40％も安い価格で受注してい
た。両者の持株会社であるCCCCは子会社間の破格的な内部競争を止めさせるた
め両者の合併を決めた。

25 C.S. 2008.05 PSAが79基のRTGを調達
韓国のDoosan社はシンガポールのPSAから79基のRTGを受注した。これらはPSAの
パシルパンジャンターミナルの新バースで供用され燃料消費を抑えるエネル
ギー節約装置を装備しており環境に配慮したものとなっている。

24 C.S. 2008.05
ヤード・クレーン受注状況(2008年またはそれ以
降の納入予定)

ヤードクレーンの最近の状況を見るとRMGが、より多く採用されており特に新た
に開発される大規模ターミナルにおいて、その採用が著しい。2008年以後、全
体で1,063基が発注されRTGが744基伸び率は15％に対しRMGは289基で伸び率は
158％であった。

23 C.S. 2008.05 APMとZPMCが基本合意書に調印、RTGの調達で

オランダを本拠地とするコンテナターミナル運営会社であるAPMターミナル社は
同社が世界中で展開するターミナルで使用RTGをZPMCから調達することの合意書
に調印した。APMターミナル社は既に200基以上のクレーンをZPMCから調達して
いる。

22 I.F.W. 2008.05
フライホイール技術がガントリークレーンの省エ
ネに

Vycon社はリゲン･フライホイル技術をガントリークレーンでの実証試験でガン
トリークレーンの燃料代を節約に有効であると考えている。荷重の巻上げ巻下
げサイクルで再発生するエネルギーを補足するものである。

21 C.I. 2008.05 世の中にはこんな光景もあります(1) コンテナ船から壊れ潰れたコンテナが今にも落下しそうになっている。

20 I.F.W. 2008.05 コンテナ輸送の需給はほぼ好ましい状況にある

長距離コンテナ輸送の市況は適正なバランスが維持されている。西行きと東行
きの貨物量の不均衡、低速航行、輸送距離の増大により定期的寄港の維持のた
め、より多くのコンテナ船を各運航ループへ投入する必要が生じ、このことが
過剰な供給を吸収することになっている。

19 I.F.W. 2008.05
「ゆっくり行こう大海原」は船舶にとり賢い動き
だ

荷主および港運企業は船社が船舶の運航速度を低減することを歓迎している。
運行速度を40kphから35kphに低減しても輸送にかかる日数が2～3日に増えるだ
けで燃料消費を減らし結果として運行費用を節減できるため。

18 I.F.W. 2008.05 コンテナの全数秤量は大問題だ
先週ロンドンで開催された第10回世界海運会議でコンテナ全数秤量に関して、
いろいろな意見が出されたが全数秤量を実施すると作業効率と生産性を低下さ
せコスト増加となるため実施は見送られるべきとの意見が出ている。
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17 I.F.W. 2008.04 3輸送方式ターミナルがデュースブルグに開設

CMA CGMとNYKはドイツのデュースブルグに船舶、鉄道、道路の輸送手段を持つ
３輸送方式ターミナルを開設した。ルール川からライン川に合流する地点にあ
り内陸物流を発展させ中央および東ヨーロッパを対象とした広域ヨーロッパ輸
送ハブの構築を目論む。

16 I.F.W. 2008.04
タンジール・コンテナ・ターミナルヘコンテナ・
クレーン5基、ZPMCが納入

ユーロゲート･グループのモロッコにあるタンジールコンテナターミナルに5基
のZPMC製コンテナウレーンが納入された。クレーンは重量1,680tアウトリーチ
65mで65tの荷重を吊り上げられる。

15 C.I. 2008/03/31
10,000TEU以上のコンテナ船の発注状況(2008-1現
在)

14 C.I. 2008.03 ポスト・パナマックス船現況(2008-1現在)
2008年1月現在、世界ポストパナマックスコンテナ船は稼働中は5,000～
8,000TEU未満が167隻で最大で8,000～10,000TEU未満が140隻で2位であった。発
注済みは12,000TEU以上が102隻と大型化が顕著であった。

13 I.F.W. 2008.03
ECTで保証処理時間以上に待たされたトラックに
補償金

ロッテルダム港のECTターミナルは同ターミナル内において夜間トラックの処理
時間が保証処理時間(コンテナ個数と関係する蔵置ブロック数により45～75分の
間で設定)を超えた場合、運送業者は最大40ユーロの補償金を受け取れる。

12 C.S. 2008.03 2007年ヤード・クレーン納入実績

2007年には全世界でメーカ16社が総計794基のヤードクレーンを納入し、その内
RTGは670基、RMGは124基であった。メーカー別ではZPMCが273基(34.4％)で1位
だった。最近では総数で2005年が711基、2006年が1039基、2007年が794基で
あった。

11 I.F.W. 2008.03 WWL系の船社・大型車輌運搬船を8隻発注
Wallenius Wilhelmsen Losistics系の船社が大型車両運搬船8隻を韓国の大宇造
船と現代重工業に4隻ずつ発注した。船の長さは288mで8,000台の車両を積み込
める。

10 I.F.W. 2008.03 フェリクストウ港(英国)でクレーン倒壊
3月1日にフェリクストウ港を風速35.8m/sの強風が襲い係留していたZPMCのク
レーン5基を積載した船(Zhen Hua 23)の係留が外れ岸壁上の2基のクレーンを倒
壊させた。船に積載されていたクレーンは1基のみ損傷し他は無事だった。

9 I.F.W. 2008.02 韓進海運アルヘシラスへ進出

アルヘシラスの港湾当局は韓進海運に同港の第3のコンテナターミナルの建設･
運営を認可した。第１期計画のターミナルは水深18.5mの岸壁を2バース有し年
間取扱能力は180万TEUでジブラルタル海峡に近く大西洋から地中海への入口と
して理想的な場所である。

8 W.C.N. 2008.02 サウサンプトン港クレーン倒壊(続報)

この事故はコンテナを陸揚げするためにブームを降下させる操作時に発生しク
レーンがコンテナ船の上にAフレームと共に倒壊した。ブーム破損の原因は不明
であるが過去のクレーン事故においてブームラッチ(作動不良)がブームの事故
原因になった例は多い。

7 I.F.W. 2008.02
クレーン倒壊でサウサンプトン・コンテナ・ター
ミナル大混乱

サウサンプトン･コンテナターミナル(SCT)におけるコンテナクレーンのブーム
が8,500TEUのコンテナ船上に倒壊したことにより数隻のコンテナ船がSCTへの寄
港を取り止めた。この遅延屋コンテナが別の港へ行ったりで陸運会社、荷主に
多くの損害が発生し事態の収拾には時間がかかりそうである。

6 C.S. 2008.01&02 岸壁コンテナ・クレーンの納入実績(2007)

Cargo System誌は2007年岸壁コンテナクレーンの納入実績が321基で2006年の
362基を若干減少と発表した。ZPMCが219基の68％を納入した。定格加重70t以上
が25％の80基で2006年の13％より増加しコンテナを多数個を吊れるクレーンへ
の需要が高まっているとみられる。

5 I.F.W. 2008.01 大型重量物を陸上輸送
コレット運輸社は巨大な鋳造品を英国の道路でシェフィールドからグーレまで
運搬した。鋳造品は長さ48m幅6.7mでトレーラと合わせた重量は500tであった。

4 I.F.W. 2008.01 浅瀬のコンテナ船が離礁

ドーバー海峡で座礁していたエバーグリーン･グループが傭船していた8,000TEU
コンテナ船が満潮時に3隻のタグボードで浅瀬から引き出された。その後、同船
は安全な泊地に移動し船級協会の検査を受ける。コンテナ船の全ての貨物は異
常はなく浸水も発生していない。

3 I.F.W. 2008.01
ブレーマーハーフェン港ヘコンテナクレーン5基
納入

ブレーマーハーフェン港のストロムカイ･コンテナターミナルに重量2,000tアウ
トリーチ62.5mの新コンテナクレーンが4基納入され1基は今月中に引き渡し予定
である。これらは8週間前に上海を出発した。

2
ICHCA Information

Paper
2008

落雷によりコンテナ船上の港湾作業員が軽傷
(1CHCAInforPaper)

コンテナクレーンが吊り下げられた篭の中でデッキ上のコンテナのロック解除
作業中の作業員が落雷により軽傷を負った。当該ターミナルは定期的に天候予
測を受ける契約をしており当局は落雷が予想される時はクレーン運転手は作業
を中止し運転室に留まるよう求めている。

1 IMO NEES 2008 Nox技術基準
国際海事機関(IMO)は新しく搭載されるエンジンのNoxを3段階で低減強化する規
定を作成した。第1段階は17g/kw、第2段階はエンジンの運転規定に応じて15.5
～21.8％低減とし第3段階では第1段階の80％低減を目標としている。
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25 C.I. 2007/12/26
世界における積載容量10,000TEU以上のコンテナ
船の発注状況

2007年12月現在の発注状況

24 I.F.W. 2007.12 英国よもっと港湾整備を頑張れ
英国は港湾整備需要に対して遅れればフィーダ船しか寄港しない国になる危険
を抱えている。輸入の増大と船舶の大型化は英国港湾の施設整備にとって大き
な試練を与えている。なおヨーロッパの港湾も立ち後れのおそれがある。

23 I.F.W. 2007.12
コンテナ・ターミナルのオーナー・オペレーター
になりませんか

玩具メーカのLego社が港湾運送業における優良企業の社長が持つべき全ての施
設･機械を備えた商品(玩具)を発売した。この玩具は5才以上の人を対象として
おり日常の社会における海事活動を再現するものである。

22 I.F.W. 2007.12
ロッテルダム港の年間コンテナ取扱量が1千万TEU
を突破

ロッテルダム港はヨーロッパの港湾で初めて年間コンテナ取扱量が1千万TEUを
突破した。この画期的な出来事を

21 W.C.N. 2007.11 53フィート・コンテナ外洋航路へ

米国内では輸送では一般的になっている53ftワイドコンテナは外洋航路の厳し
い条件に耐える強度を備えていなかったが新しい金鋼製｢オーシャン53｣コンテ
ナは外洋航路の荷重に耐えるよう主要部分が補強されている。標準の40ftコン
テナと比較して53ftコンテナは60％容量増加していて荷主はコンテナ数を集約
できる。

20 W.C.N. 2007.11 中国はカボタージュ規制を緩和するか?

中国政府は海外の業者の船や飛行機が中国国内での運行を禁止している｢カボ
タージュ｣の規制緩和を検討している。ただし、この規制緩和はフィーダ運送の
効率向上、輸送コストの削減、貨物取扱量の増大等の利点もあるが国内船社が
困らない施策になりそうだ。

19 C.S. 2007.11
ダブル・トロリー・クレーンがターミナルを支え
る

ヨーロッパ･コンテナターミナル社のユーロマックス･ターミナルの第1期工事で
は岸壁に12基の大型ダブルトロリークレーンが設置される。また岸壁～ヤード
間にはハイブリッド式AGV(自動搬送台車)がスタックにはASC(自動スタッキン
グ･クレーン)が設置される。

18 I.F.W. 2007.11
パナマ運河の拡張プロジェクトが轟音とともに発
進

2014年開通を目指してパナマ運河の拡張プロジェクトが着工された。供用後は
12,500TEU積みのコンテナ船スエズマックスのタンカー、ケープサイズのばら積
み船が就航可能となり世界貿易と海運業界に非常に大きな貢献をすると期待さ
れている。

17 I.F.W. 2007.11 53フィートコンテナ太平洋を処女横断
中国と米西海岸間の太平洋横断輸送でAPLの53ftコンテナが使用され始めた。大
型コンテナを採用することにより荷役効率の向上、陸上の貨物の過密の解消、
得意先の出費の削減等の経済的メリットが期待されるという。

16 C.S. 2007.10 APMが米国における自動化ターミナルの先駆者に

APMターミナル社はバージニア州ハンプトンロード、グリーンフィールドに米国
で最先端の自動化コンテナターミナルを開設した。この新ターミナルは岸壁水
深15.2mでスーパーポストパナマックスクレーンを備え最大級のコンテナ船を受
入が可能である。また米国で初めて自動化された30基のRMGを使用し操作にも高
度に省人化されている。

15 C.S. 2007.10 ブーローニュが高速船のハブ港へ
フランスのブーローニュ港は高速ローロー船の誕生により、そのハブターミナ
ル計画の推進を図っている。この高速船プロジェクトはブーローニュ港とスペ
インおよびノルウェー港を高速ローロー線で結ぶことを目的としている。

14 I.F.W. 2007.10 中国南部の新しいハブ港が始動
珠江の河口にある広州港に新施設広州大洋門コンテナターミナルが開業した。
水深15.5mの岸壁と23列対応コンテナクレーンを持つ6バースを有している｡広州
港は年間660万TEUを取扱中国本土第5位である。

13 W.C.N. 2007.09
ひとつのトロリーに2台のスプレッダーを装備し
たクレーン

PSAはコンテナ2個吊りアウトリーチ22列対応のコンテナクレーンに30基をZPMC
に発注した。このクレーンは容量80tで1台のトロリーに2台のスプレッダを装備
し40ftコンテナ2個を別々のスプレッダで吊り上げるもの。

12 I.F.W. 2007.09 パシルパンジャン・ターミナル、PSA
PSAはパシルパンジャンターミナル建設中の13バースを2009年供用開始予定で、
その時点で3,500万TEUの取扱容量となる。当ターミナルの今月初から8ヶ月の取
扱量は1,780万TEUで伸び率は13.7％となる。

11 I.F.W. 2007.09 スエズ・マックスコンテナ船が一般化

シースパン社は8隻の13,000TEU積みスエズ・マックスコンテナ船を発注し2011
年に引き渡しとなりCOSCO海運に12年間リースされる。一方リックマー海事は4
隻の13,000TEU積みコンテナ船を2010年引き渡しで契約しAPモラー･マースク社
に10年間借り上げられる。

10 I.F.W. 2007.09 陸電は環境の救世主か

船舶が係留時にディーゼル発電機を運転し続けると港湾発生する浮遊物質(窒素
化合物、硫黄酸化物を含む)の20％を占める。陸電実施により、その90％純減で
きると推算され、まさに｢陸電は環境の救世主｣と見られるが発電所で放出され
る二酸化炭素の増加で相殺されてしまうとする見解もある。

9 I.F.W. 2007/09/18 インドの主要港湾は経済成長に準備

インドの南部(チェンナイ港)と西部(ムンバイ港)で大規模港湾プロジェクトが
進行中である。前者は水深18mまで浚渫して15,000TEU積の超大型コンテナ船に
対応し2017年には500TEUを取り扱う。後者は航路を12m～14m、更に14.5mに増深
する。

8 韓国海事新聞 2007.09
釜山港コンテナ埠頭クレーンを電気駆動方式へ転
換検討経費節減および環境汚染予防効果期待され
る

釜山港湾公社(BPA)は釜山港の主要な埠頭運営会社のヤードクレーン(RTGC)のエ
ネルギー供給体系を既存の油類から電気へ転換させる方案を積極的に推進中
だ。BPAはエネルギー節約効果により、この投資は3年後には回収可能で、その
上環境汚染予防にも寄与すると見ている。

7 C.S. 2007.08
2006年コンテナ取扱量上位100港および荷役関係
ニュース

Cargo System社がまとめた2006年のコンテナ取扱高上位100港である。
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6 C.S. 2007.07&08
ハンブルグ港EUROGATEターミナルに22列対応ク
レーン5基上海ZPMCが納入

ZPMCはEurogate社のハンブルグターミナルに5基のポストパナマックス船対応の
ガントリークレーン(全高80m、重量1,800t、ジブ長さ62m:22列対応)を納入し
た。

5 I.F.W. 2007.07
米国タコマ港に新コンテナ・ターミナルオペレー
タはNYKの子会社

米国西海岸のタコマ港に新コンテナターミナルの建設計画が発表された。年間
1.8百万TEUのコンテナを取り扱うこのターミナルはNYKの子会社である優先ター
ミナル･タコマが運営する。

4 I.F.W. 2007.07 座礁したコンテナ船再浮上
コンテナ船MSC Napoli(62,000t、4,419TEU)は英国南端沖で嵐の際に損傷し海岸
から1マイル沖合に意図的に座礁させられた。その6ヶ月後に種々の作業により
再浮上した。

3 I.F.W. 2007.07 上海の過密には早期予約あるのみ
上海のコンテナターミナルでは中国政府の輸出奨励金制度の変更、上海税関の
システム変更等のため既に荷捌き能力が限界状態にある状況から更に混雑度を
悪化された。そのため荷主は2～3週間の先行予約が必要となった。

2 C.S. 2007.05
コンテナ・ターミナルの能率向上とコンテナ位置
探査システム

コンテナターミナルでは運用の最適化のためTOS(Terminal Operation System)
が導入されており、その基礎となるコンテナの位置どの荷役機械が何の作業を
しているか等の情報をGPS、RTLS、PDS等のシステムを使って得ている。

1 C.S. 2007.05 コンテナ3個吊りから4個吊りへ
上海のコンテナクレーンメーカZPMCは40ftコンテナを4個同時に吊り上げ可能な
クレーン(a quadruple 40ft Crane)の設計可能性を検討している。同社は既に
40ftコンテナ3個吊りクレーンを開発し製品ラインアップしている。
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5 C.S. 2006.12
ゴットバルド社が第五世代モービル港湾クレーン
の1号機を納入

ゴットバルト社は、この度、第5世代のMHC(Mobile Harber Crane)1号機(吊り上
げ能力150t)をC.Steinweg社にハンブルグ港ユニバーサルターミナルに納入、稼
働開始した。同クレーンは895KWのディーゼル発電を持つ8軸式で操縦が極めて
容易で遠隔操作システムを備えている。

4 C.S. 2006.12
米国政府が貨物自動車のX線検査に関する研究を
発注

米国政府はテロ対策のためZ Backscatter Van(移動しながら貨物や車両の外側
からX線で内部を検査可能な車両)の強化型の研究･開発をX線検査技術の専門企
業に2.2百万ドルで発注した。

3 C.S. 2006.12 ロサンゼルスの港湾が透視検査を開始
ロサンゼルス港とロングビーチ港は2007年1月には24台の透視検査車が稼働す
る。これにより、より両港で取り扱われる自動車およびコンテナを透視検査す
ることができるようになる。

2 C.S. 2006.12 米国西海岸の港湾が環境対策に積極参加

ロサンゼルス港とロングビーチ港は両港の港湾施設(船舶、鉄道、貨物自動車、
港湾荷役施設、港湾小型船舶)から大気排出される窒素酸化物(Nox)を45％以上
硫黄酸化物を52％以上2011年までに低減することを目標とした20億米ドルのプ
ロジェクトを打ち出した。

1 C.S. 2006.12 岸壁コンテナ・クレーンの納入実績(2006年)

2006年における岸壁コンテナクレーンのメーカ別納入実績の上位5社は①
ZPMC244基(67.2％)、②SPMP22基(6.1％)、③Liebher18基(5.0％)、④
Fant/Regg/NOel15基(4.1％)で実にZPMCが全世界数の2/3を占めた。また地域別
出荷数は①中国国内135基(37.3％)、②ヨーロッパ69基(19.1％)、③アジア(中
国以外)60基(16.6％)、④中東･紅海地域47基(13.0％)、⑤北米15基(4.1％)で
あった




